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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　照り返しの熱で、アスファルトが陽炎かげろうのように揺ゆらぐ。

　市役所や法務局、病院などが立ち並ぶ駅前の大通りで信号を待つ間、携けい帯たいを取り出し、仕事のメールを確かく認にんしていた。

「ったく、クソ暑いな」

　隣となりに立つ相棒の日向ひなた陽よう一いちが、げんなりしたように顔をしかめる。

　七月初しよ旬じゆんにようやく梅雨つゆが明けると、連日晴天続きだった。

　軽く鳴ったクラクションの音に、ふと顔を上げる。

　何気なく視線を移した歩道橋の上で、小学校低学年くらいの少女が手すりから大きく身を乗り出していた。

　危ないなと思った直後のことだった。

　少女の体がランドセルの重みに引きずられ、大きく傾かたむく。思わず、「あっ！」と声が出た。

　落ちる、そう視覚は認識しているのに、体の方が一いつ瞬しゆん出で遅おくれた。

　反射的に動いたのは陽一の方が早かった。躊ちゆう躇ちよなく車道に飛び出す。

　異変に気付いた通行人が悲鳴を上げ、信号が変わると同時に走り出そうとしていた先頭車両が急ブレーキをかけた。交差点は騒そう然ぜんとした様相を呈ていする。

　停止した車の間を縫ぬって駆かけつけると、少女を受け止めた陽一が振ふり返った。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「ああ、間かん一いつ髪ぱつな」

　路上に横たえた少女は意識をなくしているが、呼吸は正常で見る限り外傷はなかった。

　車から降りてきた運転手や通行人が集まってくる中、一一九番にかけながら少女が転落した歩道橋を見上げる。

　ランドセルを揺らしながら立ち去っていく子供の姿を、一瞬見た気がした。

　眉まゆをひそめた時、電話が繫つながる。

『どうしました？』

「歩道橋から子供が転落したんです。救急車をお願いします」

　──それが、この年の夏に起きた事件の始まりだった。
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　アーケードが設置された商店街を歩きながら、桜さくら沢ざわ結ゆい人とは汗あせばんだ首筋を拭ぬぐう。

　弁護士といういわゆるお堅かたい職しよく業ぎよう柄がら、身なりには気をつかっている方だが、日本列島の最高気温が三十七度を超こえたあたりから上着を着ることをあきらめた。

　昨今は、お役所までクールビズ主義を推すい奨しようしており、ご当地ゆるキャラのついたおそろいのＴシャツやポロシャツで仕事をしているのだから、ノータイ、ノージャケットでも、「不ふ謹きん慎しんなり！」と苦情を申し立てられることはそうない。

　とはいえ、以前勤務していた大手の法律事務所では、猛もう暑しよだろうと、酷こく暑しよだろうと、スーツにネクタイという恰かつ好こうで耐たえ忍しのんできたので、襟えりが開いているというのはいささか落ち着かなくはある。

　この暑さのせいで中古の英国車のバッテリーがいかれてしまうという不運に見み舞まわれ、蟬せみの声と夏休みを満まん喫きつする小学生どもの奇き声せいを聞きつつ、徒歩で外回りをしなければならないのだから、まったく散々だ。

　今年に入ってから、どうもついていないことが多い気がするのは、正月に初はつ詣もうでも行かず、仕事に明け暮れていたせいだろうか。

　とはいえ、生まれてこの方、初詣なんてしたことはないし、信心深いわけでもない。

　今年の正月は思いがけない事件に遭そう遇ぐうしてしまい、そのせいで三年間勤めてきた法律事務所を辞やめざるを得ない状じよう況きようになってしまったり、大学時代の同期の葬そう儀ぎに参列したり、その同期の小さな法律事務所を引き継つぐことになったりと、劇的に生活環かん境きようが変わったのでそれどころではなかった。

　そのこと自体、後こう悔かいしているわけではない。選んだのは自分だし、そういう流れだったのだろうと納なつ得とくしている。ただ、自分の身に降りかかる厄やつ介かい事ごとを思えば、やはり来年こそは初詣とやらに参加して、厄やく落おとしの一つでもしておきたいと思ってしまう。それまではただ、ひたすら耐え忍ぶのみだ。

　商店街には、日が暮れるのに合わせて露ろ店てんが立ち始めていた。七月の十日からお盆ぼんの花火大会まで、毎週土曜日は夜市が開かれるのが慣例らしい。夏祭りなんてものは自分にはまったく縁えんのない行事であり、そして、おそらく今年も足を運ぶことはないだろう。

　黄泉よみ坂ざか商店街と看板に書かれたアーケードに入ると、写真店や床とこ屋や、仏具店などがポツポツと店てん舗ぽを構えている。時代の流れから取り残され、このままだと文科省から歴史的建造物保存地区にでも指定されそうな寂さびれた……否いな、趣おもむきのある通りに、結人の勤める事務所はあった。







　おそらく昭和の頃ころに建てられたと思おぼしき築うん十年の木造建築。木き枠わくにすりガラスのはまった玄げん関かん戸には、『黄泉坂法律事務所』とレトロな字体で書かれている。その横は車庫で、錆さびた灰色のシャッターが下りていた。

　汗をハンカチで拭ってから、玄関戸に手をかける。

「桜沢、こっちだ、こっち！」

　辺りをはばかるような声が聞こえて見回したが、通行人はおろか猫ねこの姿もない。

　夏の暑さのせいで幻げん聴ちようでも聞こえたのだろうなどと思うには、その声はすっかり馴な染じみのものになってしまっていた。

　軽くため息を吐ついて、かけていたノンフレームのメガネを外すと、先ほどまで誰だれの姿もなかったのに、電柱の陰かげに青年が立っていた。

　歳は結人と変わらない二十代半ばだ。スポーツで鍛きたえられた体は引き締しまっており、肌は日に焼け、髪かみはさっぱりと短く切っていた。形のよいキリッとした眉と、真っ直すぐな鼻び梁りようのおかげでなかなかの男前なのだが、挙動不ふ審しんに周囲を気にしている姿はかなり怪あやしい。

　日向陽一。それがこの青年の生前の名前で、今は立派に戒かい名みようまで持っている。戒名というのはもちろん、ぽっくり逝いってしまった人間に寺がつけてくれるあの世の名前のことだ。

　あの世に行ってまで新しい名前がいるのかと疑問に思うが、本人が望むと望まざるとにかかわらず、仏式の葬そう式しきをすればもれなくついてくるのだ。

　つまり、ここにいる日向陽一は現世の戸こ籍せきではすでに死亡したことになっている。役所に死亡届を出しに行ったのも、葬式の手配をしたのも結人だから間ま違ちがいない。

　陽一の体がほんの少し光に透すけていることから分かるように、現在は幽ゆう霊れいという世間の常識から少々逸いつ脱だつした存在になっていた。

　明めい聖せい大学法学部の同期生だったが、結人が在学中司法試験に合格し大学を中退してからは、音信不通となっていた。再会を果たしたのは今年の正月のことである。

　その時にはすでにこの状態で、奪うばわれてしまった肉体を取り戻もどそうと奔ほん走そうしてみたものの叶かなわず、結果として陽一の黄泉坂法律事務所を引き継ぐことになったというわけだ。

「何をしているんだ？」

　そう問うと、陽一に腕うでをつかまれ、有う無むを言わさず電柱の陰に引っ張り込まれた。

「ほら、よくお祓はらいとかする心しん霊れい番組に出てくるだろ。そいつが事務所に来てんだよ」

　戦せん々せん恐きよう々きようとしながら陽一が言う。幽霊が恐おそれをなすものと言えば決まっている。

「霊れい媒ばい師か？」

　この事務所に幽霊が出しゆつ没ぼつ（生息）していることをどこから聞きつけたのか知らないが、ローカルテレビ局が夏の心霊特集の取材にでもやって来たのだろう。

　まったく厄介な話だと、結人は内心舌打ちする。

　幽霊が出る法律事務所などと噂うわさが広まれば事務所のイメージダウンになるだろうし、商店街やご近所様にも迷めい惑わくをかけかねない。

「違ちがうって。いるだろ、てんこ盛りに幽霊くっつけてる九十九つくも神がみとか言うやつが。事務所に入っていったおっさんは絶対にそれだ！」

　結人はメガネのブリッジを押し上げようと指を運ぶ。とはいえ、かけていないので皺しわのよった眉み間けんに突つき刺ささっただけだ。

「何を言うかと思えばアホらしい」

「あれは本気でやばい。今、入るのは絶対やめた方がいいぞ」

　何が九十九神だ。幽霊の存在は百ひやつ歩ぽ譲ゆずって認めるとしても、そんな物ものの怪けや妖よう怪かいの類たぐいまで認にん可かするつもりはない。

　陽一の忠告を無視し、玄関へと足を向ける。

　ただでさえ暑さのせいで立ちくらみがしそうなのだ。早いところ事務所に戻り、冷たい水を一気飲みしたい。それが、レモンと蜂はち蜜みつの入ったアイスティーであればなおさら言うことはないだろう。妖怪に恐れをなして電柱の陰に身を潜ひそめているなど不毛である。

「桜沢、よせ！」

　陽一の声とほぼ同時に玄関戸を開く。

　事務机の奥におかれた黒い応接椅い子すに、客人と陽一の母親である日向志し織おりが腰こしをかけていた。到とう底てい、五十代には見えない若々しい容姿の志織は、お盆を抱かかえたまま笑えみを浮うかべる。

「ああ、良かった。お客様がお見えなのよ。ええっと、こちらは」

　受け取った名めい刺しの名前を確かめて、「あら？」という顔をする。

　向かいに腰をかけた男は、スーツ姿でネクタイをしっかり締しめていた。歳は五十代前半で、眉間に皺を刻み、まるで通つ夜やの弔ちよう問もん客のように辛しん気きくさい顔で出された冷茶を啜すすっている。

　その背後から放たれる禍まが々まがしい負のオーラに、結人は硬こう直ちよくした。

　陽一が九十九神と表したのも無理はないだろう。

　無言のまま、何も見なかったことにして玄関戸を閉める。

「な？　言った通りだろ。あの鋭するどい目つきは殺し屋か何かだって。それで、あんなに成じよう仏ぶつできてない霊れい魂こんをくっつけてんだよ、って……桜沢？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　うつむいて身を震ふるわせていると、陽一が心配そうに顔を覗のぞき込んできた。

「父……親だ」

「誰の？」

　答えずにいると、陽一が口もとを手で押さえながらブフッと吹ふき出し笑いをした。

「お前の親父おやじさんなのか」

「何がおかしい！」

　思い切り足を踏ふみつけると、陽一が「痛いてっ！」と声を上げる。幽霊でも一応は痛覚が残っているらしい。

「怒おこるな。ちょっとびっくりしたんだって。でも、そう言われると似てるよな。ほら、眉間の皺の辺りが特にさ」

　そう言いながらも、陽一は笑いの余よ韻いんを引きずっている。

「帰る」

　踵きびすを返して立ち去ろうとすると、陽一が慌あわてて引き止めた。

「お前の親父さん、どうするんだよ？」

「知らん。今日は営業終しゆう了りようだ」

　志織には悪いが、触さわらぬ何とかに祟たたりなしだ。

　急ぎその場を離はなれようとしたが、運悪く玄関戸が内側から開かれる。

　ばったり顔を合わせてしまい。危あやうく上げかけた悲鳴を無む理り矢や理りに吞のみ込んだ。

「何をしている。早く入りなさい」

　久々に再会した父、桜沢明真あすまは、有無を言わせぬ口調で命じて引き返す。

　こうなっては逃にげ出すわけにもいかない。覚かく悟ごを決めて中に足を踏み入れ、玄関戸を閉めた。







　二年ぶりだろうか。それとも、三年ぶりになるだろうか。それも分からなくなるほど、顔を合わせていなかったことを今さら思い出した。

　応接椅子に向かい合って座ったまま、どちらとも無言だ。

「お茶をいれなおしてくるわね」

　志織が笑顔を残して暖簾のれんの奥に引っ込む。

　久々の父子の対面に気を利きかせてくれたのだろうが、正直気まずいことこの上ない。わざわざかけなおしたメガネの縁ふちを指で押し上げ、軽く咳せき払ばらいした。

「お前、もしかして親父さんと仲が悪いのか？」

　陽一が小声で話しかけてきたが、メガネをかけているから姿は見えない。

　別に父とは仲が悪いわけではなかった。ただ、良好とは言いがたいというだけだ。

　年がら年中、肩かたや頭、腕などに言い知れぬものをくっつけながら平然としているような人と、どうやったら親交が深められるというのか。父本人はまったく気付いていないので、ますます面倒だ。

　幼い頃にデコトラに轢ひかれ、一週間生死の境をさまよったおかげでか、結人は霊れい感かんという厄介な能力を備えている。だが、父は霊感どころか、あの世も天使も悪あく魔まも八百やお万よろずの神々も、まったく信じていない。

　超ちようがつくほどリアリストの父に、何か憑ついてますよと親切心で教えたとしても、鼻で笑われるか、妙みような宗教にでも加入しているのかと疑われるだけだ。

　父がくっつけている黒々とした思念の塊かたまりは、陽一のような幽霊と言われるものとは若じやつ干かん異なっている。それは生者のもの、つまり世間一いつ般ぱんで言うところの『生き霊りよう』というやつだ。

　死者の魂たましいは陽一のようにもっとはっきりと姿形を成している。一方、生き霊というやつはご覧の通りにぼやっとしていて、形容するならば人面マリモのごとき代しろ物ものなのだ。

　父も弁護士ではあるが、相当に人様の恨うらみ辛つらみをかってきたらしい。

　日本有数の大手法律事務所である王おう城ぎ法律事務所の東京本部でトップ弁護士として活かつ躍やくしている人だから、勝つためにクリーンとは言いがたいこともやってきたのだろう。もとより、人の恨みをかうことなど何とも思っていないような、ある意味で強きよう靭じんな精神の持ち主だ。

　軽く咳払いをしてから、レンズ越ごしに明真の顔を見る。

「いったい、何の用ですか？」

　いや、何の用かは分かっている。仕事のことばかりで、家族なんてものがいることすら忘れているような父が、わざわざ東京から四よつ辻つじ市に戻ってきた理由で考えられるのは、ただ一つだ。

「なぜ、王城法律事務所を辞やめた？」

　予測していた言葉に密ひそかなため息を吐ついた。

「それを説明する義務がありますか？」

「お前が事務所に入る時、推すい薦せんしてやったのはこの私だ。その私の顔をお前は潰つぶしたのだぞ！」

　相当怒っているらしい。その証しよう拠こに吊つり上がった眉まゆの端はしがピクピクと痙けい攣れんしていた。

「その件については謝罪します。相談しなかったことも。ですが、これは……」

「お前が個人事務所を持つなど早すぎる」

　言葉を遮さえぎるように、明真が声を大きくする。空気がピリッと震えたような気がした。

「こんな事務所ではろくな依い頼らいもないだろう。あと数年辛しん抱ぼうすれば、東京に異動させるつもりだったのに、そのチャンスを無む駄だにするつもりか？」

　失望したと、明真の目が言外に物語っていた。

「心配していただかなくても、自分のことは自分で何とかします。迷惑をかけるつもりも、顔を潰す気もありません」

「遊びは終わりだ。事務所に戻もどれ。本部には一時休きゆう暇かということで届けを出しておいてやる」

「勝手なことを言わないでください。俺はあの事務所に戻るつもりはない」

　睨にらみ合う父と息子むすこの間に重苦しい沈ちん黙もくが流れる。

　陽一も黙だまったままだ。

　明真は脚あしを組み直すと、威い圧あつ的てきな口調で「結人」と、呼んだ。

「何のために、大学まで出してやったと思っている？」

「あなたの跡あとを継つぐ弁護士にするためでしょう」

「分かっているならいい。今月末までは待ってやる。それまでにこちらの事務所を片付けろ」

「俺はあなたの監かん督とく、保護を受けるべき未成年者ではない。従えません」

　ねずみ色の専務机や書類棚だな、陽一が遺のこしていった筋トレマシンの数々が並ぶ事務所の中を、明真は馬ば鹿かにしたような目つきで見回した。

「日向陽一というのは、お前の大学時代の同期生らしいな」

「それが、何か？」

「父親は知っている」

　傍かたわらの陽一が、「えっ」と驚おどろきの声を漏もらす。

　陽一の父も弁護士だったが、陽一が小学生の頃ころに事件に巻き込まれて死亡している。その陽一の父を、自分の父が知っているというのは結人にとっても意外な話だった。

「どこで……」

「法ほう廷ていでな。息子むすこも死んだそうだが、だからといってなぜ、お前が事務所を継ぐ必要がある」

　父の言い方に不快感を覚え、膝の上で密かに拳こぶしを握にぎった。

「そろそろ、自分の事務所を持ちたいと思っていたからです。それに、何事も経験だと思っただけだ。いけませんか？」

「同情か？」

　嘲ちよう笑しようめいた父の言い方に反発を覚え、「違ちがいますよ」と言い返した。胃の辺りが重くなるような感覚に顔をしかめる。

「くだらんな。お前が日向陽一とどれほど親しかったか知らんが、一時の感情で人生を棒に振ふるなど愚おろかな行こう為いだ。いずれは後こう悔かいすることになるぞ」

「だとしても、あなたには関係はない。俺の人生だ。どう生きようと俺の自由でしょう」

　公共の福ふく祉しに反しない限り、居住、あるいは職業選せん択たくの自由が日本国憲法第二十二条にて認められているのは周知のとおりだ。

「それが親に対する口の利き方か？」

「親でも他人の人生に干かん渉しようする権利はない。あなたも弁護士なのだから、ご存じでしょうが」

「いい加減にしろ。私はお前をそれなりに評価してやっている。こんな寂さびれた事務所で弁護士を続けていて何になる。いままで積み上げてきたキャリアを溝どぶに投げ捨てるつもりか!?」

　お盆ぼんに冷茶の器うつわをのせて運んできた志織が、明真の怒ど鳴なり声に驚いて身を硬かたくした。

　明真は「失礼」と、形ばかりの謝罪を口にする。

「考え直せ。でなければ勘かん当どうだ」

　最終宣告だとばかりに告げられた言葉に、先に反応したのは志織だった。

「それはいけません！　駄だ目めです、そんなこと」

　お盆の上で冷茶の器がひっくり返るのもかまわず駆かけ寄ってくる。

「桜沢さんにご無理をお願いしているのは私なんです。陽一がいなくなって、途と方ほうに暮れていた時に事務所を引き受けてくださって、とても感謝しきれません。そのために勘当なんてことになったら、本当に申し訳なくて……お願いですから、そんなことを言わないでください」

　志織に涙なみだ目めで頼たのみ込まれると、明真も気まずい顔になって咳払いした。

「これは、息子と私のことです」

「ええ、それは分かっていますけど」

　志織が結人に視線を向ける。

　和解して欲しいという合図だろうが、それは無理な話だ。

　王城法律事務所を辞めると決めた時から、父が激げき怒どすることは分かっていた。それが親子関係に決定的な亀き裂れつを生じさせることになるというのも想定内だ。

「お引き取りください。ここは俺の事務所です」

　睨み合ったまま静かに告げると、明真は険しい表情のまま応接椅い子すから立ち上がる。

「頭を冷やす時間をやる。くだらん考えはさっさと捨てることだ。いいな」

　高圧的な口調で言い捨てる父に、返事をしなかった。

「あ、待ってください。桜沢さん！」

　志織があたふたしながら、父の後を追いかけていった。







　結人は頭が冷えないまま歩き、土手に出たところで石段に腰こしを下ろす。

　桜さくら並なみ木きの下は遊歩道になっており、木こ漏もれ日びの中を老人や親子連れが散歩をしている。春は見事な薄うす紅べに色いろに彩いろどられる枝も今は葉に覆おおわれている。

　蟬せみの声にうんざりしながら淀よどんだ川かわ面もを眺ながめていると、背後に人の気配を感じた。

「……いいのかよ？　親父おやじさんのこと」

　しばらく顔を合わせることもない。父が息子のために費ついやせる時間は数時間、いや、数分だけだ。そのわずかな時間ですら、あの人は惜おしいと思うだろう。それは自分も同じだ。

「前の事務所を辞めたこと、伝えてなかったのか」

　メガネを外すと、隣となりに腰を下ろした陽一の姿が目に入る。

「その必要はないだろう」

「心配して、わざわざ様子見に来てくれたんだろ？」

「心配じゃない。気に入らなかっただけだ」

「寂れた事務所に移ったことが、か？」

　長い脚を投げ出し、後ろに両手をついたまま、陽一は頭上に伸のびた枝を見上げる。

　代々大切に引き継いできた事務所を侮ぶ辱じよくされたのだから、もっと腹を立てていいはずだ。だが、陽一は「本当のことだからな」と、軽く笑っただけだ。

「部外者の俺が言うのも何だけどさ。もう少し、話し合った方が良くないか？」

「和解に応じるような相手じゃない」

「まあ、頑がん固こそうな親父さんだったよな。お前もだけどさ」

　最後の一言は余計だ。父ほど頑固でも石頭でもない。

「じゃあさ、これがもしクライアントだったらって考えてみろよ。相談を持ちかけられたとして、お前ならどうする？」

「刑けい法ほう第二百三十四条、威い力りよく業務妨ぼう害がい罪で告こく訴そすることを勧すすめるだろうな」

　頰ほお杖づえをつきながら投げやりに答えると、陽一が少々呆あきれたような顔をした。

「何だ？　当然だろう」

「自分の親父さんだろ？」

「関係ない。今は事務所も違う。言わば、商売敵がたきだ」

　父を相手に訴そ訟しようを起こしても勝算は半分だろう。人間としてはまったく尊敬できないが、弁護士としては自分より格上だ。認めたくはないが、埋うめようのない経験の差というやつがある。

「いつまでも、親が元気でいるとは限らないんだ。いなくなってから後悔しても遅おそいんだぞ」

　陽一の父は子供の頃に亡なくなっている。それも、到とう底てい安らかとは言いがたい死に際ぎわだった。陽一が父親にどんな思いを抱いだいていたのか聞いたことはないし、聞けるようなことでもない。

　自分にとって父親はいないも同然の人間だった。学校から帰っても顔を合わせることはほとんどなかったし、食しよく卓たくを囲んでいる時も会話はなく、沈ちん黙もくがひどく窮きゆう屈くつだったのを覚えている。

　そんな父でも、いるだけましだといわれればそうなのだろう。少なくとも学費や生活費に関して苦労をすることはなかったし、保護者としての義務と責任を放ほう棄きして出て行った母に比べれば、父の方が十分に親らしいことをしてくれた。そのことに感謝はしているが、だからといって親子関係を抜ばつ本ぽん的てきに見直そうという気にはならない。

　現状維い持じ、それが自分たち親子にとっての最善策であると考えている。これ以上何かをしようとしても、お互たがいの溝みぞが深まるだけだ。

「法務局に寄って、書類を出してくる」

　立ち上がり、ビジネスバッグを手に歩き出す。

「親父さんと連れん絡らく取れよ。東京に戻もどるんだろ。ちゃんと仲直りしねえと後味が悪くなるぞ？」

　無視して足を速めたが、陽一はすぐ後ろをついてくる。

「おい、桜沢。大人げないぞ。いい歳して親父とケンカなんかしてんじゃねえよ」

「うるさいっ。お前には関係ないだろう。口を挟はさむな」

　振り返って苛いら立だち混じりに言い返すと、陽一もさすがにむっとしたような表情になった。

「ああ、そうですか。そいつは失礼いたしました」

　嫌いやみたっぷりにそう言って、ズボンのポケットに両手を突つっ込んだまま横を追い越こしていく。

　結人はその背中に向かって、不ふ機き嫌げんな顔を作った。







　駅前の大通りまで出ると、平日のわりには車が多かった。
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　信号を待ちながら携けい帯たいでメールを確かく認にんしていると、陽一が「ったく、クソ暑いな」とぼやく。上着は脱ぬいで肩かたに引っかけていた。

　幽ゆう霊れいでも暑さ寒さを感じるらしい。そんな当たり前のことを改めて認識しながら顔を上げると、歩道橋の上に小学校低学年くらいの少女がいた。

　手すりから身を乗り出し、車道を覗のぞき込んでいる。

「あっ！」

　思わず声を上げた瞬しゆん間かんに、その小さな体が落下するのを目もく撃げきする。

　陽一が飛び出し、急停車した車が立て続けにクラクションを鳴らした。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「ああ、間かん一いつ髪ぱつな」

　携帯を取り出して一一九番にかけながら、歩道橋を見上げる。

　……ランドセル？

　背中だけ一いつ瞬しゆん、見えたような気がした。

『どうしました？』

「歩道橋から子供が転落したんです。救急車をお願いします」




　　　　＊＊＊




　寝しん台だいに横たわる少女は、人形のように目を閉じたまま、規則的な呼吸を繰くり返している。

　枕まくらの傍かたわらには、うさぎのぬいぐるみがちょこんと座っていた。

「ＣＴを二度も撮とったんです。でも異常はないと言われました。脳波も心電図も正常だって。それなのに、目を覚まさなくて……」

　母親は不安そうに腕うでをさする。

「ご心中、お察しいたします」

　医者ではないので希望的観測を口にすることもできず、そう言うに留とどめた。

「何かあればこちらに連絡を」

　名めい刺しを渡わたすと、母親が頷うなずく。

　ノックの音の後でドアが開き、看護師が顔を出した。

「検査結果と今後の診しん療りよう方針について先生からお話があるそうなので、よろしいですか？」

　看護師がそう言うと、母親は結人に断りを入れてから病室を出て行った。

　ドアが閉まるのを待ってから少女に視線を戻す。

　身体的に異常がないのであれば、いずれ目を覚ますだろう。後は医者の仕事だ。

　ドアへ向かおうとしたが、上着がギュッと引っ張られる。意識を取り戻したのかと一瞬思ったが、振ふり返って見ると少女は目を伏ふせたままだった。

　その乾かわいた唇くちびるが何かを言わんとして動くのを見て、顔を寄せる。

　少女はスーツの裾すそを離はなすと、後はただ浅い呼吸を繰り返すのみだった。







　廊ろう下かに出ると、壁かべに寄りかかっている青年に気付いて無意識に眉み間けんに皺しわが寄る。

　通りすがりの看護師が思わず二度見していく程度に造形の整ったシャープな顔立ちで、身にぴったりと合ったオーダーメイドのスーツが、嫌みなくらいに様になっていた。

　見み舞まい客きやくとは到底思えない一種独特な雰ふん囲い気きをまとったこの青年は椿つばき原はら伶れい司じといい、四辻警察署警備課のエリート警察官だ。

「君はトラブルに巻き込まれるのがよほど好きらしい。それとも、君自身がトラブルメーカーなのかね？」

　小こ脇わきに茶ちや封ぶう筒とうを挟み、腕を組みながら、椿原が皮肉をたっぷりと効かせて話しかけてきた。

「事情なら警察にすべて話したはずだ」

　弁護士という職しよく業ぎよう柄がら、警察官とは相あい容いれないが、椿原は中でも結人が格別苦手としている相手だ。だが、腐くされ縁えんほど切れないもので何かにつけて顔を合わせる羽目になる。

「これも私の仕事なのだ。署までご同行願えるかな？」

「それは任意か？」

「捜そう査さへの協力は善良な市民の義務だと思うがね」

「拒きよ否ひすれば？」

「君も私も不ふ愉ゆ快かいな思いはしたくないだろう」

　つまり、拒否権は認めないつもりらしい。

「署には同行しない。用件ならここで言え」

　取調室に押し込まれ、椿原のネチネチとした陰いん険けんな尋じん問もんを受けてやる義理もなければ暇ひまもない。人目があれば、この男といえども社会的常識から外れた行動は取らないはずだ。

「調書の裏付けを取るために、歩道橋付近の監かん視しカメラの映像を調べていたのだが、君の証言とは食い違ちがう事実が発覚してね」

「食い違う？」

　眉まゆをひそめてきき返すと、椿原は腕を解き、茶封筒の中から拡大した写真を取り出す。

「転落直後、ランドセルを背負った子供が歩道橋を立ち去るのを目撃したということだが」

　受け取った写真には、歩道橋を渡る少女の姿が写っている。二枚目の写真は落下した直後のものだ。駆かけ寄る自分の姿もしっかりと写されていた。

「君の証言にあった子供の姿は確認できない。念のため事故前後の映像も調べたが、歩道橋を通った子供は被ひ害がい者しやだけだった」

　歩道橋の上には誰だれもいなかった……。

　勘かん違ちがいだったというのだろうか？

　一瞬のことだったし、少女の方に気を取られていた。

「君は本当に見たのかね？」

　探さぐるような椿原の瞳ひとみを、答えられないまま見つめ返した。







　病院を出て、数件の用を片付けてから事務所に戻る。外は明るかったが、懐かい中ちゆう時計を確かめると十八時過ぎだった。夏場は日が落ちるのが遅おそい。

　椿原の言葉と写真、事件当時の記き憶おくとが頭の中で巡めぐり続けており、何ともすっきりしない。

　玄げん関かん戸を開いて中に入ると、薄うす暗ぐらい事務所には誰の姿もなく、静まり返っていた。

　事務机の上にビジネスバッグをおき、携帯を取り出して確認する。

　陽一からの着信履り歴れきが残されていた。かけ直そうとした時、暖簾のれんの奥から志織が姿を見せる。

「昨日はすいませんでした。ご迷めい惑わくをおかけしてしまって」

　昨日、父と口論するいささかみっともない姿を見せてしまったものだから、なかなか顔を合わせ辛づらく、謝罪するタイミングをつかめなかった。

「あら、迷惑なんかじゃなかったわ。桜沢さんのお父様は素す敵てきな方ね。とっても紳しん士し的てきだし」

　志織は両手を合わせて、にっこりと微笑ほほえむ。

　お世辞にしてもそれは褒ほめすぎだ。英国人の祖母グランマが日ひ頃ごろ嘆なげいているように、我が父は紳士とはほど遠い人格の持ち主だ。

「それに、お土産みやげに辛から子し明めん太たい子こをくださったのよ」

「辛子明太子、ですか？」

　いったい、どういうつもりなのだろうか。

「博多に出張に行ってらしたんですって」

「そうですか……喜んでいただけたなら良かったです」

　キャスターのついた椅い子すを引っ張り出して腰こしをかける。

「桜沢さん」

　改まったように呼ばれて、パソコンを立ち上げながら顔を上げる。

　志織は応接椅子に腰を下ろし、迷うように自分の手をさすっていた。

「父が何か失礼なことでも？」

「いえ、違うの。ただ……桜沢さんが事務所を引き継ついでくださって本当に助かっているのよ。陽一があんなことになって、私と時ときちゃんだけだったら途と方ほうに暮れていたもの」

　話の趣しゆ旨しが分からず黙だまっていると、志織はこちらを向いて穏おだやかな笑えみを浮うかべた。

　時ちゃんというのは、陽一の妹の日向時とき子このことだ。現在は定時制高校に通っている。

「感謝してもしきれないくらい。でもね、陽一のことで引け目を感じて欲しくはないの」

「そんなつもりは……」

　パソコンのディスプレイに視線を逃にがす。

「何があったのか警察の方も話してくれなかったから、私には分からないけれど……陽一は大切なものを守ろうとしたんでしょう？　そんなあの子を私は誇ほこりに思うわ」

　志織の言葉に促うながされるように、その顔を見る。

　陽一の死からまだ半年だ。心の傷が癒いえるには短すぎる。それでも、志織も時子も現実を受け止めて前向きになろうとしている姿を見てきた。

「桜沢さん、陽一のことはあなたのせいじゃない。私たちは大だい丈じよう夫ぶだから、あなたはあなたの人生を歩んで欲しいの。陽一だってそう思っているはずだわ」

　自分の人生……。

　後ろめたさがあったのは事実だ。陽一を死に追いやった責任の一いつ端たんは自分にあると。

　事務所を引き継ごうと思った最初の動機はそれだったのかもしれない。

　自分がいなければ志織も時子も生活が立ち行かなくなる。そう思っていたが、二人とも自分の力で生きていくだけの強さはある。いつもおっとりしていて、少々頼たよりなげに見える志織も、実際には自分より遥はるかに経験豊富で、苦労を乗り越こえてきた人だ。

　だとしたら、自分がこの事務所にいる意味は何だろう？

　以前、勤めていた王城法律事務所を辞やめ、陽一の事務所を継ぐことを決めた時には迷わなかった。それが正しい選せん択たくだと確信していたからだ。

　だが、本当にそうだったのか。

　今さらこんなことを迷うのは、久々に父に会ったからだろうか。

　自分の心のぐらつきを、志織には見み透すかされた気がした。

「すいません、少し……考えさせてください」

　そう言うと、志織は応接椅子から立ち上がって微笑んだ。

「ええ、もちろん。桜沢さんの決めたことなら私は応おう援えんするわ。時ちゃんも、陽一もね」

　買い物に出かけてくると言い残し、志織は事務所を出て行く。

　傍かたわらにおいていたアメフトのボールを、軽く天てん井じように向かって投げる。

　大学を辞める時に陽一がくれたものだ。落下してくるボールを受け止めようとしたが、指に弾はじかれて床ゆかに転がる。

「何やってんだよ。下手へたくそだな」

　いつの間にか事務所に戻もどっていた陽一が、ボールを拾い上げた。

「病院に行ってきたんだろ？　あの子、どうだったんだよ」

「検査では異常ないらしい。意識は戻っていなかったがな。お前はどこに行っていた？」

　椅子を正面に戻して、パソコンと向き合う。

「ちょっと気になることがあったんだよ。ランドセルの子供のことでさ」

　書類を作るためキーボードを叩たたいていた手が止まる。

　宙に放ほうり投げられたボールは真っ直すぐに落ちて陽一の手の中に収まる。それを繰くり返してから、陽一がこちらを見た。

「その件だが、俺の見み間ま違ちがいだった可能性もある」

　かけてもいないメガネを無意識に指が直そうとする。

「なんで？　お前、見たんだろ？」

「椿原が病院に来た。監視カメラの写真を持ってな」

「写ってなかったのか？」

「ああ……」

　膝ひざの上で指を組みながら、スクリーンセーバーの画像を眺ながめる。

「その写真、俺の姿は写ってたのかよ？」

　写真に写っていたのは少女と自分の姿だけで、陽一は写っていない。肉体を持たない霊れい体たいだからだ。陽一の姿が見えていたということは、自分はメガネをかけていなかった。

　椿原は結人と同じく幽ゆう霊れいを見ることができる特異体質だ。

　警官という表の顔とは別に、人には言えない裏の顔を持っている。

　写真を見せにきたのは、何らかの魂こん胆たんがあってのことだろう。

　積み上げていたファイルを手に取って開くと、陽一が「気にならないのかよ？」ときいた。

「今は悪質リフォーム業者の件の方が優先だ」

「天井が段ボールだったやつか。来週、第一回口頭弁論日だっけ？」

「お前にほかに被ひ害がいに遭あっている顧こ客きやくがいないか調査を頼たのんだだろう。忘れていたなんて言うなよ？」

「忘れてねえよ。まだ、調査報告書をまとめてないだけで」

　微び妙みように視線が泳いでいるのが怪あやしいが深く追つい及きゆうはせず、「早急にしろ」とだけ言いおいた。

「そういや、お前の親父おやじさんは？」

「……さあな。東京に帰ったんだろう」

「ふーん」

　含ふくみのある相づちに眉まゆをひそめた。

「何だ？」

「別に」

　投げ渡わたされたボールを、反射的に受け取った。

　応接机の上にノートパソコンを準備し、陽一は調査書をまとめる作業にとりかかる。

　言いたいことがあれば、はっきりと言えばいいのだ。

　陽一らしくもない。




　　　　＊＊＊




　悪質リフォーム業者に対する民事訴そ訟しようの第一回口頭弁論日、以前所属していた王城法律事務所の後こう輩はい、栗くる栖す澪みおが珍めずらしく傍ぼう聴ちように訪おとずれていた。

　形式的なやりとりの後、裁判官が第二回口頭弁論日を設定して閉へい廷ていとなる。

　ファイルと愛用の六法全書を手に席を立つと、栗栖も立ち上がってにっこりと微笑んだ。

「桜沢先せん輩ぱい」

　結人よりも背が低く、スーツを着ていなければ高校生でも十分に通用しそうな童顔だ。

　ライトブラウンに染めた髪かみと、同色のカラーコンタクトのせいで余計に社会人には見えないが、これでもなかなか優ゆう秀しゆうな弁護士である。

「ご苦労様でした」

「どうしたんだ？　今日は」

「先輩が法ほう廷ていに立ってる姿を久しぶりに見たくなったんです。写真に撮とっておきたいくらいでしたよ」

「法廷での撮さつ影えいは禁止だぞ」

「分かっていますって。だから、ほら。絵で我が慢まんしたんです」

　栗栖が得意満面に見せたメモ帳には、小学生の落書きなみの似顔絵が描えがかれている。法廷画家の真似まねのつもりだろうが、栗栖にはどうやら絵の才能は皆かい無むらしい。誰だれの絵姿だと問うのをやめ、懐かい中ちゆう時計を取り出して時間を確かめる。ちょうど、十二時半になったところだ。

「栗栖、昼は？」

「まだですよ」

「サンドイッチのうまい店があるが、時間があるなら一いつ緒しよに行くか？」

　懐中時計をポケットにしまいながらきくと、栗栖が嬉うれしそうな顔をした。

「実は誘さそってくれるのを密ひそかに期待していたんです。先輩の奢おごりだとなお、嬉しいんだけどなあ」

「調子に乗るな」

　可愛かわいらしく強請ねだる、少々腹黒な後輩の頭を小こ突づいて法廷を出る。







　隙すき間まなく店てん舗ぽの並んでいる商店街の一角に、『喫きつ茶さマルコ』と看板の出ている店がある。

　ドアを開いて中に入ると、中は洋館風の内装だ。最近では洒落しやれたカフェに押されて衰すい退たい気味の純じゆん喫きつ茶さだが、ノスタルジックな雰ふん囲い気きを愛好する高年ねん齢れい層に支えられ、何とか今でも生き延びている。

　オレンジ色の暖かみのある明かりが狭せまい店内を照らし、今時お目にかかることも少なくなったレコードが、モーツァルトを流し続けていた。

　ステンドグラスの窓がはまった窓まど際ぎわ席に座ると、栗栖が物もの珍めずらしげに店内を見回した。

「先輩ってこういう店にも来るんですね。何だかちょっと意外でした」

　確かに以前は足を運ぶ類たぐいの店ではなかっただろう。紅茶派の結人にとっては、少々コーヒーの匂においが強すぎる。その上、この手の店の紅茶はティーバッグだと勝手に偏へん見けんを抱いだいていた。

「ここの紅茶は悪くないからな」

　ヒゲの濃こい体格の大きなマスターが水とおしぼりをおいて注文をとる。サンドイッチセットを二人分頼み、自分には紅茶を、そして栗栖にはウィンナーコーヒーを注文した。

「分かった。日向さんのおすすめの店でしょ？」

「なぜだ？」

「だって、あのマスター、絶対アメフトとかやってますよ」

　栗栖は立ち去るマスターに聞こえないよう顔を寄せ、声をひそめた。

　なかなか鋭するどい洞どう察さつだ。マスターは陽一が所属していた明聖大学アメフト部のＯＢでもある。

「まあ、別にいいですけどね。で、日向さんはまだ先輩の周りをうろちょろしてるんですか？　さっさとあの世に行けばいいのに」

　いったい何が気に入らないのか、栗栖の口調には棘とげがある。

　陽一は人に嫌きらわれるタイプではないし、むしろ誰だれ彼かれかまわず意気投合するような男だ。栗栖にしてもむやみに他人を厭いとうようなことはない。感心するほどの八方美人で、たとえ気に入らないと思っている相手がいたとしても、それを表に出すようなことは滅めつ多たにない。

　栗栖の場合、陽一というより幽霊というものに対して良い感情を抱いていないのだろう。結人と同じく霊れい感かんがあるために苦労もしてきただろうし、栗栖には世に蔓延はびこり悪事を行う悪あく霊りようを取り締しまるという重要な使命がある。

　機き嫌げんを損そこねたのも一時のことで、サンドイッチが運ばれてくると、栗栖は嬉しそうな顔をしてさっそく頰ほお張ばった。軽く焼いたパンの間に厚焼き卵と自家製のケチャップが挟はさんであり、レタスとポテトサラダが添そえてある。

「んっ……んんっ」

　栗栖はモグモグと口を動かしながら何か言わんとする。その姿は、リスが口の中にドングリを詰つめすぎた時に似ていた。

「喉のどに詰まるぞ」

　栗栖はうなずいて、クリームのたっぷりとのったウィンナーコーヒーを急いで飲む。ほっと一息吐ついてから、ご満まん悦えつな様子でにっこりと微笑ほほえんだ。

「先輩、これすごくおいしいですよ！　卵の中にチーズが入ってるし、パンもフワフワで」

「知っている。だから、連れてきたんだろう」

　砂時計が落ちるのを待って、ポットからカップに紅茶を注ぐ。

「日向さんのおすすめっていうのが気に入らないけど、でもこれはリピートありですね。あーあ、事務所が近かったら通うのになあ」

「それで、俺に何か話があったんじゃないのか？」

　脚あしを組み、椅い子すの背に軽く凭もたれながらティーカップを口に運ぶ。

　二つめのサンドイッチにとりかかろうとしていた栗栖が顔を上げた。その瞳ひとみに、何か迷うような色が浮うかんだが、瞬まばたきした後には消えていた。

「そういえば、今度、本部の方から新しい所長が就任するみたいなんです」

　唇くちびるの端はしについたクリームをペロリと舐なめる。

「稲いな垣がき所長の代わりか。人選が遅おそかったな」

「何でもすっごく優秀な人が来るらしいですよ。ほかの先輩たちが噂うわさしてましたから。どんな人なんでしょうね」

　栗栖は人差し指を顎あごに当てて首を傾かしげる。

「誰が来るにしろ用心はした方がいいだろうな」

　以前勤めていた王城法律事務所に裏の顔があったことを知ったのは今年の一月のことだ。

　地じ獄ごくから脱だつ獄ごくした凶きよう悪あく犯を現世に蘇よみがえらせるため、稲垣所長を利用して日向陽一の体を奪うばい、そして死に至らしめた。

　幽ゆう霊れい絡がらみの事件では現世の警察は動かない。事務所を訴うつたえることもできず、今は打つ手がない状態だ。だが、このまま泣なき寝ね入いりするつもりもなかった。

　こんなことは、王城法律事務所に一生を捧ささげてきた父には到とう底てい、言えることではないが……。

「お前は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　自分は事務所を出た人間だが、栗栖はそうではない。それに、おそらく事務所は栗栖が霊れい界かいから極ごく秘ひ捜そう査さの命令を受けて入り込んでいることを知っている。それでも泳がせているのは、何か魂こん胆たんがあってのことだろう。

「僕が世よ渡わたり上手なのは先輩も知っているでしょう？　心配いりませんよ」

　栗栖はカップにたっぷりとのったクリームを銀のスプーンでかき回す。

「それに、いざとなったら先輩が助けてくれるって信じてますから」

　手を止めると、顔を上げてにっこりと微笑んだ。

　事務所を辞やめる時、そういえばそんな約束を交かわしたことを思い出す。陽一の体が奪われた事件の時に栗栖には貸しがあるし、大事な後輩であることは今でも変わっていない。

　黙だまったまま自分のティーカップを口に運ぶ。

　栗栖が片手で頰ほお杖づえをつきながら、「先輩の方はどうなんです？」ときいてきた。

「どうとは？」

「日向さんとうまくいってるのかなと思って。電話でも仕事の話はしてくれないし」

　仕事の話はお互たがいに守秘義務があるので漏ろう洩えいするのはタブーだ。栗栖も分かっているのだろうが、以前のようにタラタラと愚ぐ痴ちを漏もらせないのが不満らしい。

「まあ、何とかやっている」

「それならいいんですけど。あの人が先せん輩ぱいに迷めい惑わくをかけているなら言ってくださいね。僕、すっ飛んで行きますから」

　すっ飛んで来て、何をするつもりだと苦く笑しようした。
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　黄泉坂法律事務所に戻もどると、修理に出していた車が車庫に戻っていた。どうやら、ディーラーがおいていったらしい。

　玄げん関かん戸に手をかけた時、中から話し声が聞こえる。来客だろうかと思いながら開くと、奥の応接椅子に座っていた陽一と、もう一人が振ふり向いた。

「おー、お帰り」

　旧式のかき氷器のハンドルを回しながら、陽一が片手を上げる。

　ガラスの器うつわには、ふんわりとした氷がこぼれんばかりに盛られていた。

「……何をしてるんだ」

「物置にあったの、思い出したんだよ。お前も食うか？」

　陽一はシロップのボトルを手に、「イチゴと、レモンとどっちにする？」ときいてくる。

「レモン……って、そうじゃないだろう。母親や妹に見つかったらどうするつもりだ」

「時子は図書館だし、おふくろは婦人会の集まりに行ってるから夕方まで戻ってこねえよ」

　陽一は「ほら、レモン」と、スプーンを突つき刺さしたかき氷を差し出す。

　倒たおれそうな暑さの中から戻ってきたばかりだ。かき氷の誘ゆう惑わくは結人といえども抗あらがいがたい。

　氷を受け取って応接椅子に腰こしを下ろしてから、どう見ても法律事務所に似つかわしくない客人に視線を移した。

　足をプラプラと揺ゆすりながら、赤と黄色のシロップと氷を混ぜ合わせているのは、身長百四十センチに満たない少年である。くたびれたＴシャツと半ズボン姿で、古めかしいスニーカーの踵かかとを踏ふみつけて履はいていた。

「日向、これは誰だれだ？」

「翼つばさって言うんだよ。なあ？」

　陽一の言葉に、翼と呼ばれた少年はコクリと頷うなずいた。勝ち気そうな目が結人を一いち瞥べつする。

　陽一の姿が見えて会話もできるということは、可能性としては二つ。結人と同じく幽ゆう霊れいと交信可能な能力を持つ少年である可能性。あるいは、陽一と同じくすでに他界しこの世ではなくあの世の住人となっている可能性。

　それを確かめるのは簡単だ。メガネを取り出して装着する。翼が座っているはずの場所に誰の姿もないのを確かく認にんすると、頭を抱かかえて呻うめきたくなった。

「どうした？　かき氷で頭がやられたのか？」

「やられてない！」

「早く食えよ。溶とけちまうぞ」

「ちょっとこっちに来い」

　かき氷の器を応接机におき、陽一の腕うでを引っ張って立ち上がる。

「おい、何だよ。ここじゃ駄だ目めなのか？」

「いいから、来い！」

　戸と惑まどう陽一を引き連れて事務所を出る。

　玄関戸を閉めてから、陽一のスーツの襟えりをつかんで顔をつき合わせる。身長差があるので、どうしても見上げる形になるのは仕方がない。

「いったい、どこから拾ってきたんだ!?」

「どこって橋の下だけど？　一人でぶらついてたから連れてきたんだよ」

　陽一の襟から離はなした手を自分の腰に当てる。ため息が漏れたのは言うまでもない。

「それは児童誘ゆう拐かいだろう」

「さらってきたわけじゃねえよ。保護したんだ。それに翼は幽霊だぞ？」

「なおさら悪い。得体の知れない者を連れてくるな！」

「町内会の寄り合いでも言われただろ。一人でいる子供を見つけたら、積極的に声かけろって。うちは祖父じいちゃんの代から子供お助け隊に入ってるんだぞ。困ってる子供を助けるのは当然だ」

「子供お助け隊!?」

「ステッカー貼はってあるだろ。見たことないのか？」

　そう言われて改めて玄関戸を見ると、確かに丸いステッカーが貼られている。

　子供お助け隊とは、抵てい抗こうする力のない児童を狙ねらう変質者や凶悪犯罪者から地域の子供たちを守ろうという試みで、配布されるステッカーを貼ると、窮きゆう地ちに陥おちいった子供たちを保護する義務が課せられるというものだ。毎日、事務所に出入りしながらまったく目に入らなかった。

　問答無用でステッカーを剝はがす。

「あっ、何するんだ！」

「子供お助け隊は、今日で終しゆう了りようだ」

　向こう三さん軒げん両りよう隣どなりの店がステッカーを貼っているのだ。一件くらい減ったとしても、地域の治安には影えい響きようはない。

「もといたところに戻してこい。問題が発生する前にな」

　そう厳命して事務所の中に戻りかける。

「いいのか？　翼は重要な証人だぞ」

　陽一の言葉に、玄関戸を開こうとした手が止まった。







　事務所に戻った結人と陽一は、応接椅い子すに腰かけて改めて翼と向き合う。

　椅子の背に、傷だらけの黒いランドセルが引っかけてあることに今さら気付いた。

「翼、歩道橋から落ちた女の子、知ってるよな？」

　どう話を切り出すべきか迷っていると、陽一が横から助け船を出す。正直なところ、低年ねん齢れいの子供と相対したことがないので扱あつかいに困る。陽一の方が慣れていそうだ。

「うん、知ってる」

　そう答えて、翼はスプーンをパクッとくわえる。

「歩道橋の上にいたのは、君なのか？」

　結人が尋ねると、「そうだよ」と答えが返ってきた。

「何をしていたんだ？」

「何もしてない。見てただけ」

「本当だな？　手は出していないんだな？」

　念押しするようにきくと、陽一が「おい！」と止めた。

「翼が女の子を押したとでも思ってるのか？」

「歩道橋の手すりは子供が簡単に落下するようなものじゃない。事故というには不自然だ」

　疑いたいわけではないが、事実は確認しておく必要がある。

「君はなぜ、あの場にいた？」

　じっと見つめながら問うと、翼は困こん惑わくしたように視線を逸そらす。

「答えなくてもいいぞ。黙もく秘ひ権けん行使だって言ってやれ」

「モクヒケンって何？」

　翼が陽一の顔を見上げる。

「都合の悪いことは黙だまっていていいって権利のことだ」

「ふーん、じゃあモクヒケンだ」

　翼は再びスプーンでザクザクと氷を崩くずす。

　余計なことを言うなと陽一を睨にらんでから、翼に視線を戻した。

「転落した少女は病院に入っている。いまだに意識が戻っていない」

　翼が手を止め、心配そうな瞳ひとみを向ける。

「ケガを……したの？」

「いや、外傷はない。原因が分からないから困っている。君は分かるか？」

「そんなこと、翼に分かるわけないだろ。医者でもないのに」

「お前にはきいてない。黙っていろ」

「桜沢、疑わしきは被ひ告こく人にんの利益って知ってるよな？」

　言われるまでもない。司法に携たずさわる者にとって基本中の基本だ。

　この少年を犯人と決めつけているわけではないが、歩道橋にはほかに誰もいなかった。

　入院中の少女の母親から何度か相談の電話がかかってきている。事故から一週間が経過しているのに意識が戻もどらない。転落によるショック以外に要因があるとしか思えない。

「そっか。ボクが犯人だと思ってるから連れてきたんだ」

　半分ほど残ったかき氷の器を応接机において、翼が立ち上がろうとする。

「おい、待てよ。そうじゃないんだって」

　陽一が翼の肩かたをつかんで、椅子に座らせた。

「捕つかまえるために連れてきたわけじゃねえよ。お前、追われてるんだろ？」

「追われている？」

　どういうことだと、陽一を見る。

「知らない大人に追いかけ回されて、俺が見つけた時には橋の下に隠かくれてたんだよ。放ほっとけないだろ？」

「そういう事情があるなら先に言え！」

「だから、言おうとしたんだって。お前が怖こわい顔で問い詰つめるからだろ」

　軽くため息を吐ついてから、改めて陽一と翼を見た。

「それで、追いかけ回しているというのは幽霊なのか？」

「いや、そういうわけじゃないみたいだぞ」

「追い回されてる理由は？」

「ボクは何もしてないよ。でも、誰だれも話を聞いてくれない。このままじゃ……みんな、もう目を覚まさないのに」

　翼はうつむいて、膝ひざの上で小さな拳こぶしを作る。

「みんな？」

　言っていることが理解できず、陽一と視線を交かわす。

　翼は真しん剣けんな目で見上げてきた。

「あの子たちは、天国の門をくぐっちゃったんだ」

「翼？」

　陽一が戸惑うように名を呼ぶと、翼の大きな瞳から一ひと滴しずくの涙なみだがこぼれた。

「助けてあげて」

　聞き逃のがしてしまいそうなほど小さな声だった。だが、演技とは思えない切せつ迫ぱくした響ひびきがある。

「ボクはもう、助けてあげられないから」

　思わず陽一と顔を見合わせる。

　病室を出る時、少女の唇くちびるが囁ささやいた言葉を思い出した。

　門……。

　あの子は、そう言ったのだ。







「どう思う？」

　事務机に両りよう肘ひじをつき、顔の前で手を組みながら意見を求める。

　ランニングマシンで軽快に走っていた陽一が、パネルを操作して助走に変えた。

　脱ぬいだ上着は腹筋台に投げられている。肉体がないくせに体を鍛きたえてどうするのか不明だが、陽一にとっては一種のストレス発散なのだろう。

　翼は二人がけ用の応接椅子に横になって目を瞑つぶっている。幽ゆう霊れいにも眠ねむりは訪おとずれるらしい。

　陽一が「絶対、助けてやるからな！」と、その場の勢いで安やす請うけ合いしたおかげですっかり安あん堵どしたのか、寝ね顔がおは実に穏おだやかだった。

「俺は翼の言葉は噓うそじゃねえと思うぞ」

　パネル台に寄より掛かかりながら、陽一は足だけを動かす。

　根こん拠きよなどないのだろう。信じたいから信じるというそれだけの理由だ。そのシンプルな思考が羨うらやましくすら思える。

　結人は椅子の背に凭もたれながら、脚あしを組み替かえた。

「あの子はみんなと言った。それが気になる」

「つまり、似たような被ひ害がいに遭あってる子がいるってことか？」

　マシンを止め、陽一は上着をつかんで歩み寄ってくる。

「漠ばく然ぜんとし過ぎているな」

　どうも気に入らないと、結人は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「翼にもう少し詳くわしくきくか？」

「そうしようと思ったら、お前が邪じや魔ましたんだろう。黙秘権なんて余計なことまで教えて」

「お前が容よう赦しやなく尋じん問もんするからだろ。幽霊にだって人権くらいあるんだぞ」

「それは知らなかった」

「ああ、そう。お前がそういう態度なら、俺は断固として幽霊の権利を勝ち取るために闘たたかってやるからな。まずはハンスト決行だ」

　陽一はいつもの軽口を叩たたきながら、応接椅子にどかっと腰こしを下ろした。

「そうか。じゃあ、今日の夕飯のコロッケは持ち帰りにしてもらわなくてもいいな」

　婦人会の会合から戻ってきた志織は、「ジャガイモをたくさんいただいたから、今日はコロッケにするわね」と上じよう機き嫌げんに台所へと入っていった。

「やっぱ、ハンストは八十年代っぽいからな。今はデモの時代だろ。今夜あたり、ほかの幽霊たちにも声をかけて決行してやる」

　ハチマキをした幽霊のデモ隊が、プラカードやら横断幕やらを手に、夜の街中を練り歩く姿はあまり見たくはない。しかし、やりたいというのなら止める理由もない。一いつ般ぱん人には見えはしないのだ。害はないし、警察や役所に届け出る必要もないだろう。

「類るい似じのケースがないか調べる。まずはそこからだな」

「子供お助け隊は、今日で終しゆう了りようなんじゃなかったのかよ？」

「弁護士として引き受けるんだ」

　幽霊が関かかわっている以上、警察では対処し切れない。だから、椿原はわざわざ写真を見せにきたのだ。あの男に都合よく利用されているようで気分は良くはないが、弁護士である以上は人命を軽かろんじるわけにはいかない。

　それに……。

　身を丸めて眠っている翼を見る。

　残念ながら、陽一の方が正しい。

　子供が助けを求めているのなら、それに応こたえるのは大人としての義務だ。ステッカーを貼はっていても、貼っていなくてもだ。

　それは、幽霊が相手でも同じだろう。
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　翌日の夕方は気象予報通りに雨となった。車で向かったのは集合住宅の前だ。

　傘かさを手に降りると、後部座席の陽一と翼も降りる。

　翼が生前に住んでいたというこの場所を訪れたのは、身元を確かく認にんするためだ。

「お前はおふくろさんと二人暮らしだったんだろう？」

　陽一が尋たずねると、翼は「うん」と小声で答えた。

「今もいるといいけどな」

　結人は車のドアを閉め、「行くぞ」と二人を促うながす。

　天気が悪く、太陽が厚い雲の層に隠れている。その上、山の陰かげになっているので余計に薄うす暗ぐらく感じた。灰色のコンクリート外がい壁へきは亀き裂れつに沿って雨の跡あとが黒ずんで残っている。廃はい屋おくにも見えるが、取り込み忘れた布ふ団とんがベランダにかかっているところを見ると住人はいるらしい。

　管理人室に立ち寄り、翼が住んでいた部屋のことについて尋ねると、管理人は面めん倒どうそうにしながらも入居記録のファイルを取り出す。

「五階に住んでいた篠しの崎ざきさんねえ。いつ頃ごろのことか、覚えてないのかい？」

　メガネを鼻の頭までずらし、覗のぞき込むように見る。

「ええ、はっきりとは」

「記録にはないよ」

「そんなはずは……もう少し、調べてもらえませんか？」

「ここにあるのは十年分の記録だけだからね。それ以上前なら、管理会社の方でないと調べられないよ」

　窓がぴしゃりと閉められそうになるのを、咄とつ嗟さに手を出して止める。

「篠崎さんには小学生くらいの息子むすこさんがいたはずです。覚えていませんか？」

「覚えているも何も、去年からこの仕事をやっているもんでね。悪いが忙いそがしいんだ」

　管理人はそう言い残し、席を立ってテレビの音が流れている奥の部屋へと姿を消した。

　これ以上話を聞くのは無理だろう。外に出ると、玄げん関かんポーチに雨が吹ふき込んでおり、傘かさ立たての傘が水みず浸びたしだった。一段と降りが激しくなっている。

「無む駄だ足あしだったな」

「記録にないってことは、翼が暮らしてたのは十年以上前ってことだろ。それが分かっただけでも無駄じゃねえよ」

　明日にでも管理会社の方に問い合わせてみる必要があるだろう。

　翼はかつて自分が住んでいた集合住宅をぼんやりと見上げている。その瞳ひとみが寂さみしげに陰った。

「そういや、今日って土曜日だよな？」

　陽一が何か思いついたようにきいた。

「商店街で夜市やってるだろうからさ、帰りに寄って行こうぜ」

「この天気だぞ？」

「アーケードがあるから関係ないって」

　そう言ってから、陽一は翼の頭にポンと手をやる。

「お前もリンゴ飴あめ、食いたいよな？」

「……ボク、綿あめがいい」

　翼が控ひかえめに主張する。

　二人分の期待の眼まな差ざしを向けられ、仕方ないとため息をもらした。

　日ひ頃ごろ世話になっている商店街振しん興こう組合主しゆ催さいのイベントだ。顔を出すのも営業の一いつ環かんだろう。

「要求は三つまでだぞ」

「イカ焼きと、焼き鳥と、生中な」

　すかさず答えた陽一を、「お前な」と呆あきれた目で見る。

「やっぱ、生大で頼たのむ」

「知らん。飲みたければ自腹にしろ」

「何だよ。ケチケチした男はモテねえぞ」

「やかましい！」

　傘を手に車に向かい、運転席のドアを開く。

　その時、正面からヘッドライトの強い明かりに照らされた。

　エンジンを吹かしながら停車しているのは、見覚えのあるレモンイエローの車だ。

　いつの間にか、黒い外がい套とうをはおった薄うす気味の悪い男たちに取り囲まれている。気配というものがまったくないので気付かなかった。

　外套の下は黒の詰つめ襟えりの制服で、手にしているのは旧式の狙そ撃げき銃じゆうだ。

　現世の人間たちではない。こんな異様な風ふう体ていの男たちが街中をうろついていれば、さすがに騒さわぎになるだろう。そうならないのは、彼らの姿は普ふ通つうの人間には見えないからだ。

「桜沢」

　陽一が翼の手をつかみながら警けい戒かいしたように呼ぶ。

　正面の車から降りてきた相手が、結人や陽一を見て軽く目をみはった。

「先せん輩ぱい……どうして、ここに」

　それはこちらの台詞せりふだ。雨に濡ぬれるのもかまわず立つ栗栖の手には、リボルバーが握にぎられている。それも現世の銃じゆうではない。現世の銃なら立派な銃じゆう刀とう法ほう違い反はんの現行犯だ。

　栗栖によれば成じよう仏ぶつできない魂たましいをあの世に送るためのものらしい。そんな銃を所持しているのは、栗栖が弁護士という表の顔のほかに、霊れい界かい捜そう査さ官かんという裏の顔を持っているからだ。

「お前こそ何をしている。日向は現世の在留許可を得ている。強制的にあの世に送ることは、霊れい界かい法違い反はんになるぞ」

　栗栖は以前、今手にしているリボルバーで陽一を襲しゆう撃げきしたことがある。だが、その一件はすでに解決したはずだ。

「日向さんに用はありません」

　前に進み出た栗栖が上着の内ポケットから取り出したのは、Ａ４サイズの用紙だ。それは瞬またたく間に雨を吸い取って濡れていく。

「霊界の逮たい捕ほ令状です」

　栗栖の瞳が翼に向けられる。昼間には滅めつ多たに見せない険しい表情だった。

「篠崎翼の身み柄がらをこちらに引き渡わたしてください。妨ぼう害がいすれば公務執しつ行こう妨ぼう害がいに問われることを警告しておきます」

「翼を追いかけ回してたってのはお前かよ、栗栖」

　陽一が翼を引き寄せて、かばうようにその前に立つ。

　霊れい察さつ庁ちようが関かん与よしているということは、転落事故は幽ゆう霊れい絡がらみの事件ということになるだろう。

　結人は、栗栖に向かって「罪状は何だ？」と尋ねた。

「それは答えられません」

「罪状も教えず逮捕するのか。霊界の捜査官は随ずい分ぶんと横暴だな」

「これは現世の事とは違ちがう。その子は……」

「ボクは知らない。何もやってない！」

　怒いかりを露あらわにする翼に、栗栖は一いつ瞬しゆんだけ複雑な表情を浮うかべた。だが、すぐにそれをしまって真顔になる。

「先輩、これは先輩には関係ないことです。その子は今すぐに、あちら側に送らなければならない。理解してください」

「幽霊だからって、どいつもこいつも人権無視し過ぎだろ」

　陽一が腹立たしげに言うと、栗栖が鋭するどい目つきで睨にらんだ。

「黙だまってくださいよ、日向さん。あなたが先輩を余計なことに巻き込んでいるんでしょう。だから、幽霊なんてものに関かかわらない方がいいと言ったのに。在留許可書があっても現世に悪あく影えい響きようを及およぼすと判断された場合、霊界捜査官の判断で強制的に送そう還かんできるんですよ。先輩の友人だからって、僕が遠えん慮りよすると思ったら大おお間ま違ちがいです」

　捜査官の顔になると、いつもの人ひと懐なつっこい態度からは想像がつかないほど凄すごみを増す。その瞳はわずかな殺気すら含ふくみ、本気で陽一をあの世送りにしかねない様子だった。

「へえ、やってみろよ。そのオモチャでできるならな」

　瞳に挑ちよう発はつ的てきな色を浮かべた陽一は、両手をズボンのポケットに突つっ込んだまま前に進み出る。

「ちゃんとここを狙ねらえよ？　それとも、ヘボい腕うでじゃ当てられないのか？」

　陽一が自分の胸を親指で叩たたいてみせると、栗栖の頰ほおが朱しゆに染まる。
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「言ってくれるじゃないですか。先輩に取り憑ついてる浮ふ遊ゆう霊れいの分際で！」

「やめろ。二人が揉もめてどうするんだ！」

　銃じゆう口こうを向けた栗栖と陽一の間に立ちはだかる。

　投げ捨てた傘が水みず溜たまりの上に転がり、雨を受け止めた。

「翼は……」

　はっとしたように、栗栖が銃口をわずかに下げる。

　結人も姿をさがしたが、陽一の後ろにいたはずの翼はどこにも見当たらない。

「逃にがしたんですね!?」

「知らねえよ。お前がちゃんと見てないからだろ？」

　平然と答える陽一を、栗栖が怒りを滾たぎらせた瞳で睨みつけた。

「あの子は連続殺人未み遂すいの被ひ疑ぎ者しやだ。ようやく居場所をつかんだのに台無しですよ！」

　栗栖は吐はき捨てて、男たちに向かって指示を飛ばす。

　周囲を囲んでいた男たちが、翼を追うために慌あわただしく動き出した。

「日向……」

　小声で呼ぶと、陽一が視線だけをこちらに向けた。

「あの連中より先にあの子の身柄を保護しろ」

　捕つかまれば問答無用に連行されるだろう。そうなっては、手も足も出ない。

　分かったと頷うなずいて、陽一が身をひるがえす。

　男たちの姿が見えなくなると、取り残されたように佇たたずんでいた栗栖が冷めた瞳でこちらを見た。そばに陽一がいないことには気付いているだろう。

「先輩……これは明らかに、犯人隠いん避ぴ罪ですよ」

「栗栖、事情が分からん。あの子が連続殺人未遂の被疑者というのはどういうことだ？」

「言えません。今回の件は本当に危ないんです。だから、忘れてください」

「栗栖！」

「先輩を、巻き込みたくないんです」

　栗栖はそう言い残し、車に乗ってドアを閉めた。

　ヘッドライトの明かりの残映が闇やみに溶とけるのを見ながら、ため息を吐いて前まえ髪がみをかき上げる。

　どうやら、夜市どころではなくなったようだ。
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　翌日の十六時過ぎ、車で向かったのは住宅地にある二階建てのアパートだ。警察署に立ち寄ったが椿原の姿はなく、新米警官から居場所を教えられた。

　駐ちゆう車しや場じようには数台のパトカーと一いつ緒しよに真っ黒なドイツ車が停とまっている。そのそばで電話をかけると、まもなく椿原が出た。

『今、少々立て込んでいる。用件は手短に言いたまえ』

「篠崎翼という名前に覚えがあるだろう？」

『さあ、知らんね。悪いが不届きな下着窃せつ盗とう犯を取り調べている最中なのだ。人捜さがしなら最も寄よりの交番に行きたまえ』

　椿原の面めん倒どうそうな声の後ろから、『ぎゃーっ、すいません、ごめんなさい、もうしません。僕が愚おろかでした。浅はかでした。最低人間でした。お許しを!!』と下着窃盗犯と思おぼしき男の悲ひ愴そうな叫さけび声が聞こえてきた。どういう取り調べがなされているのかは、深く考えない方がいいだろう。

「栗栖が追っている連続殺人未遂事件の被疑者のことだ。逮捕令状を出したのはお前だろう。知らないとは言わせないぞ」

『……窃盗犯の取り調べが終わってからなら話を聞こう。後、三時間ほどかかりそうだが、それまで待っていたまえ』

「何をそんなに調べることがある。もう十分反省しているし、犯行も認めているだろう」

『余罪についても白状させる必要があるのだ。君の依い頼らい人にんではないのだから、余計な口を挟はさまないでくれたまえ』

「だいたい、刑けい事じ課の仕事であって警備課のお前の出る幕じゃない。何だっていつも管かん轄かつ外の事件に首を突っ込んでいるんだ」

『我が署は残念ながら、常に慢まん性せい的な人材不足に悩なやまされているのだ』

「今すぐに下りてこないと、十円玉を握にぎり締しめている俺の手がまかり間ま違ちがってお前の愛車に傷をつけることになるかもしれないが、それでもいいのか？」

『この私を脅きよう迫はくするのかね？　いい度胸だ。己おのれの軽けい率そつな行動を終生後こう悔かいし続けることになってもいいのならやりたまえ。ちなみに、私の車はＳクラスなので賠ばい償しよう金は高額になるだろう』

「こちらも暇ひまじゃない。さっさと下りてこい！」

　一方的に通話を終しゆう了りようすると、しばらくして椿原がアパートの外階段を下りてきた。

「君は私を何だと心得ているのかね？」

「お互たがいに不ふ愉ゆ快かいな時間は手っ取り早く済ませたいだろう。栗栖の追っている連続殺人未遂事件とは何だ？」

　椿原はポケットからキーを取り出し、運転席のドアを開く。

「乗りたまえ」

「話ならここで十分だ」

　椿原の車に同乗するなど、霊れい柩きゆう車しやに乗るより縁えん起ぎが悪そうだ。

「知りたいんじゃないのかね？」

　そう言われると拒きよ否ひするわけにもいかず、迷った末に助手席に乗り込む。

　綺き麗れいに清せい掃そうされた車内は、交通安全のお守りやマスコットなどもぶら下がっておらず、買ったばかりの新車の匂においがまだ微かすかに残っていた。

　運転席に座った椿原が、「シートベルトは締めてくれ」と珍めずらしく警察官らしいことを言った。

　言われなくともそのつもりで、シートベルトを引っ張り出し装着する。途と端たんに車が急発進し、滑すべり込むように路上に出る。

　加速する車に、思わず体に力が入った。

　前を走行する車は、非常識なスピードで突っ込んでくるドイツ車に恐おそれをなしたのか、慌てたように次々と脇わきに避よける。

　窓の縁ふちに肘ひじを引っかけ、片手でハンドルを操作している椿原を見て顔を引きつらせた。

「おい、法定速度を超こえているぞ！」

「そうかね？」

　椿原は窓を開いて手を伸のばし、車の上に赤色灯を装着した。

　派手にサイレンを鳴らしながら前方の車を次々に追い抜ぬいていく車に、悲鳴を吞のみ込んで無意識に足を突つっぱる。

　この男と心中なんて、考え得うる中で最悪に類する死に方ではないか。絶対に御ご免めん被こうむりたい。

　椿原は涼すずしい顔をして、さらにアクセルを踏ふみ込む。

　速度メーターの針がデッドラインを超えたところで、どうやら意識が吹ふっ飛んだらしい。記き憶おくがプツリと途と切ぎれた。







　結人が自宅マンションまで戻もどってきた時には、すでに深夜を回っていた。

　疲つかれ果てながらライトの灯ともっている正面玄げん関かんに向かう。

　椿原のド下手へたくそな運転のおかげで気分が悪く、足がふらついた。

　部屋に辿たどり着き、解かい錠じようしてからドアを開くと、当然のごとく真っ暗で静まり返っている。電気に手を伸ばしたが、指がスイッチを押す前にオレンジ色の明かりがぼんやりと広がった。

「うーらーめーしーやー……」

　おどろおどろしい声とともに顔が浮うかび上がり、危あやうく上げかけた悲鳴を吞み込む。

　手からビジネスバッグと茶ちや封ぶう筒とう、それに一階のポストに押し込まれていたダイレクトメールの束がドサッと足もとに落ちた。

「おーい、桜沢。気を失ってんじゃないだろうな？」

　陽一が懐かい中ちゆう電灯で自分の顔を照らしたまま手を振ふる。

　ただでさえ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいして戻ってきたというのに……。

「お前がやると、洒落しやれにならんだろう！」

　怒いかりの声を上げて懐中電灯をもぎ取り、壁かべのスイッチを押す。玄関と廊ろう下かが明るくなった。

「なかなか戻ってこないからさ。あ、風ふ呂ろ入る？　それとも飯食う？　用意してあるぞ」

　陽一は腰こしに手を当てて得意顔になる。上着は脱ぬぎ、シャツの袖そでを肘まで捲まくり上げていた。

「勝手に人の家に上がり込んで何をしているんだ。家宅侵しん入にゆうだぞ」

　足もとに落ちたものを拾い上げ、靴くつを脱いで上がる。

「電話に出ないから心配したんだよ。こんな時間までどこに行ってたんだよ？」

　脇に避けた陽一の前を通り過ぎ、リビングダイニングに足を向けた。

「松まつ崎ざき山やまパーキングエリア……だ」

「高速のか？　なんでそんなところに？」

「気付いたら連れて行かれていた」

　パーキングエリアで売られているジャージー牛乳七十パーセント使用のコーヒーならぬ、コーヒー牛乳をわざわざ飲むために、片道三時間の道のりをつき合わされたかと思うと、まったく恨うらめしいことこの上ない。

「誰だれにだよ？」

　ドアの前で足を止め、渋じゆう面めんを作って陽一を振り返る。

「お前のことだから、女とドライブデートって可能性はないし」

「なぜ、断言できるんだ？」

　むっとしてきき返すと、「デートだったら眉み間けんに皺しわ寄せて帰ってくるかよ」と軽く笑われた。

「椿原さんに連れて行かれたんだな？」

　視線を逸そらしながら眉間に指を運ぶ。いつもの癖くせだが、メガネはかけていない。

「風呂、入ってくる」

　陽一にビジネスバッグと茶封筒を押しつけ、洗面所のドアを開いた。







　濡ぬれた髪かみをタオルで拭ふきながらリビングのソファーに腰を下ろすと、キッチンに立っていた陽一がやってきた。「ほらよ」と、投げ渡わたされたのはよく冷えた缶かんビールだ。

　陽一はガラステーブルの上に皿を下ろし、ラップを外す。

　フライドポテトとホットサンドが盛られていた。

「冷蔵庫の中身で作れるものって、これくらいしかなかったからな。夕飯食ってないだろ？」

　そういえばそうだったと、今さら忘れていた空腹を思い出す。

「食えよ。まだ冷めてねえから」

　差し出された皿からホットサンドをつまむ。レタスとチーズ、それに何やら薄うすっぺらな揚あげ物が入っていた。

「何を入れたんだ？」

「ハムカツ。ブタ肉ねえし」

「ハム、カツ!?」

　いままでハムをカツにするという文化を持ち合わせていなかった結人は軽くカルチャーショックを覚える。恐る恐る口に運んで一口齧かじってみると、パンとハムカツがさっくりしていた。その上、溶とけかけのチーズと、市し販はんのトンカツソースが絡からみ合って、意外にもよく合っている。

「な？　結構うまいだろ？」

　陽一はソファーではなく、ラグマットの上にどかっと腰を下ろす。そして、缶ビールを口に運びながら自信ありげに笑った。

「まあ……悪くない、な」

　日ひ頃ごろは余り飲まないビールも、こんな厄やく日びにはつい手が伸びてしまう。それにビールとハムカツの相あい性しようはなかなかいい。

「篠崎翼の行方ゆくえは？」

「さっぱりだ。霊れい察さつ庁ちようの連中があちこちうろついていたからな。姿、隠かくしてんだろ」

　霊察庁は栗栖が所属している、言わば霊れい界かいの警察組織である。それだけ大がかりな捜そう索さくをしているということは、篠崎翼は相当に危険人物と見なされているということだ。

「明日はほかの連中にも頼たのんで、手分けしてさがしてみる」

　陽一が言うほかの連中とはもちろん幽ゆう霊れい仲間のことだ。生きている人間と同じで、幽霊には幽霊のコミュニティというものが存在するらしい。

「椿原さんから、翼の関かかわっている事件のこと聞けたのかよ？」

「まあ……おかげで散々な目に遭あったが」

　半分ほど空にした缶ビールをテーブルに戻し、ソファーに置かれていた茶封筒を取る。中に入っているファイルをテーブルの上に広げると、陽一が手を伸ばした。

「確かく認にんされている被ひ害がいは九件。四件が転落事故、一件が交通事故。いずれも外傷は軽けい微びだ」

　問題なのは、それなのに意識が戻らないということだ。

　被害にあった児童の写真もクリップで挟はさんである。楽しげに家族や友人と写っている姿が、逆に事件の生々しさを感じさせた。その中には、歩道橋落下事故の少女の写真も含ふくまれている。

「ほかの四件は突とつ然ぜんの昏こん倒とうって、いきなりばったり倒たおれたってことかよ？」

　陽一がファイルに目を通しながら、訝いぶかしげな顔をした。

「そうらしいな。事故……いや、事件現場は通学路や学校、公園、自宅付近とばらばらだ」

　それらの現場で篠崎翼の姿を目もく撃げきしたのは、もちろん生きている人間ではない。霊察庁側も付近を徘はい徊かいしている幽霊に聞き込みを行ったようだ。その情報にどれほど信しん憑ぴよう性せいがあるのか疑わしいところではあるが、霊察庁は篠崎翼の犯行だと確信しているのだろう。

「翼が捕つかまったらどうなるんだ？　裁判になるのか？」

　陽一が顔を上げる。

「いや、まだ起き訴そは確定していない」

　とはいえ、翼はすでに幽霊となっている。許可なく現世に留とどまっているのだから、いずれは霊界に連行されて裁かれることになるのは間ま違ちがいない。だが、それは現世で犯おかした罪の場合であり、死後に犯した罪はまた別だ。

「じゃあ、まだ犯人って決まったわけじゃないんだよな？」

「起訴に持ち込めるだけの証しよう拠こがそろわないんだろう。今のところは目撃証言だけだ」

「翼は犯人じゃねえよ。絶対」

　陽一の手が空の缶ビールを握にぎり潰つぶした。

「何にせよ、調べてみるしかないだろう」

　ビールをあおって空にしてから、縁ふちに残った泡あわが消えていくのを見つめた。







　翌日の昼過ぎ、一人で足を運んだのは事務所からほど近いところにある市民図書館だ。

　戦前に建てられた小学校の校舎を改築したもので、現在もその名残なごりがある。

　市内の小学校が一いつ斉せいに夏休みに突とつ入にゆうしたため児童が多かった。だが、幸いにして法律関係の書しよ架かは児童に人気がないらしく、比ひ較かく的てき静せい寂じやくが保たれていた。

　隅すみの四人がけ用テーブルに向かいながら、新聞をひたすらめくり続ける。暇ひまを持て余して新聞を閲えつ覧らんしに来ているわけではない。地元新聞の過去記事を調べているだけだ。

　篠崎翼の行方をさがしている陽一からは、まだ連れん絡らくが入っていなかった。

　栗栖からの連絡もなく、こちらからかけても留守電にかかるばかりだ。

　いつもなら、どんなに忙いそがしくても折り返して電話をしてくるのにそれもない。関わるなという無言のメッセージなのだろうが、今さらそういうわけにもいかなかった。

　容疑がかけられている九件の事件のうち、転落事故と交通事故にあった児童の記事は見つかったが、突然意識をなくした児童に関しては記事にはなっていない。病院に出向いて調べてみるしかないだろう。

「あっ……桜沢さん」

　不意に呼ばれて、新聞をめくる手が止まる。

　顔を上げると今時古風なボブカットの髪かみをした少女が、数冊の本を抱かかえて立っていた。

　高校生になる陽一の妹、時子だ。クリッとした瞳ひとみの奥ゆかしげな雰ふん囲い気きの少女で、レンズの厚い黒くろ縁ぶちのメガネをかけている。引っ込み思案な性格らしく、顔を合わせた当初はかなりオドオドしていたが、最近でははにかみながらも笑え顔がおを見せてくれるようになった。

　メガネを外して彼女の抱えている本に目を向けると、法律関係の入門書ばかりだった。

「勉強か？」

「はい、大学進学に向けて少しでもやっておこうと思って」

「法学部に進むつもりなのか？」

　少々意外ではあった。時子は口くち下手べたで見知らぬ人の前に出ると萎い縮しゆくしてしまう性格だ。弁護士や検事、裁判官に向いているとは到とう底てい言えない。

「やっぱり、無理、だと思いますか？」

　時子は落ち込んだようにうつむいて本を抱だき締しめる。

「いや、そんなことは……弁護士になるのか？」

「むずかしいのは分かっています。学校の先生にも、よく考えて決めた方がいいって言われてしまいましたし。でも、私もお兄ちゃんや桜沢さんみたいになりたくて……」

「そうか。応おう援えんする」

　そう答えると、時子は嬉うれしそうに笑みを浮うかべた。

　兄の死によって彼女も少しずつ変わろうと努力しているのだろう。

　時子が一人前の弁護士として事務所を継つぐ日が来れば、自分はもういらなくなるだろうなと、そんな思いが頭を過よぎる。最初からそのつもりだったのだ。

　時子と志織が自活できるまで手を貸すだけだと。

「あの……桜沢さん、今年のお盆ぼんはお時間、ありますか？」

　頰ほおを赤く染めた時子が、緊きん張ちようしたように尋たずねてきた。

「お盆？　いや……」

　以前勤めていた事務所でも、お盆、正月、ゴールデンウィークなど、長期の休みはまともに取ったことがない。それが身についているし、休きゆう暇かと言われても正直、時間を持て余すだけだ。

　陽一が聞けば、「定年退職したおっさんかよ」と笑いそうだが、休みたくもないのに休む必要はない。ただでさえ仕事は山積みで時間が惜おしいくらいなのだ。

　これは断じてワーカホリックなどではなく、人一倍勤労意い欲よくにあふれているからなのである。

「特に予定は入れていないが、それがどうかしたのか？」

「毎年、お盆の最後の日に花火大会をやるんです」

「ああ、そういえば」

　商店街のあちこちに告知のポスターが貼はられていたことを思い出す。

「だから、その……毎年、みんなで出かけてて……」

　時子は細い脚あしをモジモジさせながら、言いにくそうに口ごもった。

「俺はかまわないよ」

　そう答えると、時子の表情がぱっと明るくなる。

「本当ですか？」

「出かけるんだろう？　留守番はしておく」

　陽一のことがあり、志織も時子も沈しずみがちになっていた。賑にぎやかな場所に出かければ気も紛まぎれるだろう。そう気を利きかせたつもりなのだが、なぜか急に怒おこったような顔をされた。

「桜沢さんも、お誘さそいしているんです！」

「えっ……お誘い？」

　この桜沢結人、生まれてこの方、女性から『お誘い』なるものを受けたことはない。いや、受けたことはあるのかもしれないが、勉強や仕事のこと以外の話は自動的に右耳から左耳にすり抜ぬけるようになっていたので記き憶おくには残っていないのだ。

　そんなわけで、こんな時にどう反応していいのか分からず、密ひそかにうろたえる。

「花火の日は毎年、灯とう籠ろう流ながしが行われるんです。だから……」

　時子が少し目を伏ふせた。

　ああ、そうか……。

　今年は陽一にとっての初はつ盆ぼんだ。花火大会の日はお盆の最終日で、仏送りのために人々が灯籠を川に流す。姿も見えているし、声も聞こえているので忘れそうになるが、今年は日向家にとっては特別なお盆なのだ。

「一いつ緒しよに行かせてもらうよ」

「絶対ですよ。忘れないでくださいね」

「ああ……」

　いままで仕事のことしか考えられなくて、自分は色々なことに疎うとくなっていたようだ。

　時子は腕うで時ど計けいを確かめてから、「そろそろ、行きますね」と立ち去ろうとする。

「時ちゃん、ありがとう」

　何となくお礼を言うと、彼女は目を丸くしてから恥はずかしそうに微笑ほほえんだ。




　　　　＊＊＊




　新聞社に電話し、事故の記事を担当した記者から話を聞くことができた。

　椿原から渡わたされた資料と、新聞の記事を照らし合わせながら事故の詳しよう細さいをまとめていく。

　作業をしているうちに、壁かべにかかったクラシカルなボンボン時計が十六時を知らせた。

　一息吐ついて、椅い子すの背に凭もたれながらメガネを外す。

　眉み間けんを軽く揉もんでいると、志織が暖簾のれんをくぐって事務所に出てきた。タイミングよく、よく冷えた麦茶を運んできてくれたらしい。

「ご苦労様。少し、休きゆう憩けいをしてはどう？」

　差し出されたグラスを、お礼を言って受け取る。

「これから、お買い物に行くつもりだけれど、何かいるものはあるかしら？」

「いえ、特には」

　口に含ふくんだ麦茶は瞬またたく間に喉のどを通り抜けて消える。

「そう。じゃあ、アイスクリームを買って帰るわね。あ、そうだ。今日は暑いから、お夕飯はおそうめんでもいいかしら？　この前、お中元でたくさんいただいたのよ」

「いつも、すいません」

「あら、いいのよ。桜沢さんがいてくださると、陽一がいるみたいで。だから、嬉しいの」

　微笑みを残して、志織は奥へと戻もどる。

　陽一がいるみたい、か……。

　グラスを口に運ぼうとした時、不意にファイルの下からいつもの着信音、リストの死の舞ぶ踏とう（『怒いかりの日』によるパラフレーズ）が鳴り出した。

　ファイルを押し退のけてディスプレイに表示された名前を確かく認にんすると、翼をさがしている陽一からのものだった。

　応答ボタンを押して携けい帯たいを耳に押し当てると、こちらが口を開く前に陽一の声が聞こえる。

『桜沢、お前、事務所だよな。これから言う場所に今から来られるか？』

「……どこだ？」

　メモを引き寄せ、告げられた場所を書きとめる。

『栗栖には、連れん絡らくしねえよな？』

　心配そうに、陽一が少し声のトーンを落とした。

「分かっている。お前こそ、その場から動くなよ」

　通話を終しゆう了りようすると、パソコンの電源を落として立ち上がる。

　買い物カゴを手にした志織が事務所に出てきて、「あら、お出かけ？」と尋ねた。

「ええ、遅おそくなるかもしれないので、夕飯は俺を待たずに食べておいてください」

「そう？　できれば、おそうめんが伸のびないうちに帰ってきてね」

「努力してみます」

　壁のフックにかけていたビジネスバッグをつかみ、玄げん関かんへと向かう。上着を忘れたことに気付いたが、クライアントに会いに行くわけではない。

「気をつけてね」

　笑顔で見送る志織に、「いってきます」と告げて事務所を後にした。







　商店街を抜け、十分ほど車を走らせると住宅団地に出る。

　陽一が指定した場所をさがしながら入り組んだ路地を徐じよ行こうしていると、角に幼よう稚ち園えんが見えてきた。道を曲がり、さらに進む。

　夕方前の焼けるような日差しの中、アスファルトの路面には電柱の影かげがくっきりと映し出されていた。以前足を踏ふみ入れたあちら側に似ているが、ここは現実の世界だ。

「あいつの説明が曖あい昧まいなんだ」

　住宅団地の中に教会の尖せん塔とうが見えると言っていたが、それらしきものは見当たらなかった。

　ナビで確認しようと、車を脇わきに寄せて停車する。

　タッチパネルを操作しながらふと顔を上げたのは、サイドミラーに子供の姿が映った気がしたからだ。振ふり向くと、小学生の一団が賑やかな笑い声を上げて走り去ってく。

　気のせいか……。

　どうやら、意識が過か敏びんになっているらしい。

　タッチパネルに視線を戻そうとした時、運転席の窓ガラスが叩たたかれる。

「遅いぞ、教会だって言ったろ？」

　助手席側に回った陽一が、そう言いながら乗り込んできた。

「もっと分かりやすい場所を指定しろ。教会なんてナビにも表示されてないぞ」

「そうなのか？　まあ、いいや。適当に車走らせてくれ」

「篠崎翼を見つけたんじゃないのか？」

　律りち儀ぎにシートベルトを締しめている陽一を横目で確認してから、車を発進させる。

「この辺りを縄なわ張ばりにしている連中が、教会の近くでそれらしい子供を見たって言うからな」

「だったら、急いで来る必要もなかっただろう」

「二日続けて見たって話を聞いたんだよ。近くにいるのは間ま違ちがいない。早くさがしてやらないと、霊れい察さつ庁ちようの連中に見つかるかもしれないだろ」

「幽ゆう霊れいだから、夜にならないと出てこないとかいうことはないのか？」

　子供の頃ころから幽霊を目もく撃げきする体質だったとはいえ、いままでは極力見ないように、関かかわらないようにと避さけてばかりいたのだ。幽霊の生態がいかなるものか、はっきりと分かっているわけではない。

　幽霊初心者の陽一も同じらしく、「そりゃないと思うけどな」と言いつつも首を捻ひねっている。

「俺が翼を見かけたのも昼間だったぞ」

　それはそうだ。陽一だって昼夜問わず出しゆつ没ぼつしている。夜になると急に活気づいたり、太陽の光を浴びた途と端たんに溶とけて消えるようなことはない。

　通りを進むと、陽一の言うとおり教会の尖塔が見えてくる。

　異変に気付いたのは、角を曲がった時だ。

　救急車と消防車がサイレン音を撒まき散らしながら停車し、その周囲には人ひと集だかりができていた。

　制服姿の警官が駆かけ寄ってきたので窓を開く。

「何かあったんですか？」

「そこの踏み切りで人身事故が起きましてね。すいませんが、迂う回かいしてもらえますか？」

「人身事故……」

　警官は忙いそがしそうに、後続の車の方へと走っていった。

「あそこに停とまってるのって、栗栖の車じゃねえか？」

　人集りに埋うもれるように停まっているレモンイエローの車は、確かに栗栖の愛車と車種も色も同じだ。外車だし、そうよく見かける色ではない。

　嫌いやな予感を覚え、シートベルトを外して外に出る。

　陽一もドアを開いて降りてきた。

「あっ、ちょっと……。車を停めないで！」

　警官の苛いら立だった声を無視して、人集りの方へと足早に向かう。

　集まっているのは通行人と近所の主婦たちだろう。

「すいません、通してください」

　断りながら前に出ると、線路の遮しや断だん機きは下り、電車が停車していた。

　不安そうな乗客たちが窓から覗のぞいているのが見える。警官から事情を聞かれているのは車しや掌しようだろう。

　まるでバラの花びらを散らしたような血けつ痕こんが、線路一面に広がっていた。

　その真ん中に佇たたずんでいたのは……。

　遮断機をくぐり、駆け寄る。

　栗栖は赤く濡ぬれた自分の手を見つめたまま微び動どうだにしない。スーツもシャツも返り血を浴びたようになっていた。

「栗栖」

　肩かたをつかむと、ビクッとしたように顔を上げる。生気をなくしてぼんやりとしていた瞳ひとみが、我に返った途端に動どう揺ようする。

「桜…………先せん……輩ぱい…………」

　何があったと問う前に、栗栖の表情が歪ゆがんだ。

「助け、られなかった……間に合わなくて……」

　線路に転がっているのは、女の子ものの可愛かわいらしい靴くつだ。

　サイドミラーに映った子供の姿が脳のう裏りを過よぎる。

「これで分かったでしょう。あの子を早くあの世に送らないと取り返しのつかないことになる。いや、もう……なっているんです！」

　声を震ふるわせながら、栗栖はうつむいて拳こぶしを握にぎる。

「分かったから、とりあえず事務所に来い。その恰かつ好こうではどうにもならないだろう」

　腕うでをつかもうとしたが、強く振り払はらわれた。

「いままでは殺人未み遂すいだったけど、これで殺人事件に変わった。先輩の弁護も無む駄だです。あの子の裁判は……もう行われない」

「死者の魂たましいは必ず最さい終しゆう審しん判ぱんで裁かれるんじゃないのか？」

「それは生前の罪の場合です。死後に人を殺あやめれば問答無用で地じ獄ごく送りですよ。たとえ、生きている時に罪を犯おかしていなくても」

　唇くちびるが切れるほど強く嚙かみ締めた栗栖を見て、言葉をなくす。

「もう、かまわないでください。僕は翼をさがさなきゃならないんだ」

　ふらつく足で車に戻もどろうとする栗栖の前に、陽一が立ち塞ふさがった。

「退どいてくださいよ。日向さん。邪じや魔まです」

　剣けん吞のんな目で、栗栖が陽一を睨にらんだ。

「お前、翼とどういう関係だよ？」

　陽一にきかれて、栗栖の顔が明らかに強こわばる。

「そんなに必死になってんのは、何か理由があるからだろ？」

「何を馬ば鹿かな。凶きよう悪あく犯を野放しにはできないからですよ」

　はっと笑ってみせたが動揺は隠かくせていない。

「栗栖、篠崎翼のことを知っているのか？」

　結人が陽一の代わりにきく。

　栗栖は「関係ありませんよ」と、撥はねつけるように言って遮断機をくぐった。

　今は人の話を聞けるような状態ではないのだろう。一人で帰らせるのは心配だったが、聞き入れないのでは仕方ない。

「戻るぞ」

「いいのかよ？」

　路上に停めたままの自分の車へと、引き返した。

　思ったより事態は切せつ迫ぱくしているのかもしれない。

　できるだけ早く、翼の行方ゆくえをさがした方がいいだろう……。




　　　　＊＊＊




　市内の総合病院に入院していた少女の母親から、相談があると深刻な様子で電話がかかってきたのは翌日のことだ。だが、病院に向かうと病室は蛻もぬけの殻からとなっており、ドアのネームプレートも外されている。

　病室を移ったのかもしれないと思い、廊ろう下かに出てナースステーションに向かおうとした。

「そこの患かん者じやさんは転院されましたけど、何かご用でしょうか？」

　余所よそ余所よそしい女性の声に呼び止められる。

　振り返ると、ナースキャップと、ナース服姿の看護師がクリップボードを手に立っていた。二十代という若さだが、すでに看護師長に似た貫かん禄ろくを漂ただよわせている。

　陽一が体を奪うばわれる事件の際に、少々世話になったことのある柳やな井い女史だった。ひっつめ髪がみと鋭えい角かくのメガネは相変わらずだ。

「いつ？」

　驚おどろいて尋たずねると、柳井女史は「ついさっきよ」と、愛あい想そのない口調で答えた。

　入れ違ちがいになったのだろうか？　だが、すぐに転院するとは聞いていない。電話でも病室に行きますと伝えてある。

　妙みようだなと、眉まゆをひそめた。

「少しいいかしら？」

　答える前に病室に引っ張り込まれ、ドアが閉められた。

「篠崎翼の件を調べているのでしょう？」

　柳井女史はクリップボードを抱だきながら、辺りをはばかるように声を潜ひそめる。

「どうして、それを」

「私もあちら側の関係者ですから」

　柳井女史もあちら側、つまり霊れい界かいに関わっている人間だ。栗栖と同じく霊察庁に所属しているが、彼女の場合は捜そう査さ官かんではなく事務方だ。

　看護師は現世での彼女の仕事である。

　霊界の警察組織である霊れい察さつ庁ちようは人手不足を理由に、霊界に干かん渉しようできる栗栖や柳井女史のような人間を引き入れ、現世に悪あく影えい響きようを及およぼしている幽ゆう霊れいの取り締しまりに協力させているようだ。

「まだ、捕つかまらないみたいね。栗栖君も思い詰つめていたみたいだから心配なのよ」

　ベッドの端はしに浅く腰こしをかけ、柳井女史はため息を吐つく。

「栗栖と篠崎翼の関係について何か知っているのか？」

　そう問うと、柳井女史は小さく首を振ふった。

「栗栖君は自分の過去なんて話したがらないから」

　結人も栗栖が明聖大学の法学部に在ざい籍せきしていたことは知っているが、それ以前のことは出身校すら知らない。

　他人の過去なんて本人が語りたがらないのに、わざわざこちらから聞く必要はないと思ってきた。だが、それは結局、他人に対して無関心であったということと同じだ。

「栗栖君のことは分からないけど、篠崎翼のことなら……」

　柳井女史はナース服のポケットからメモとペンを取り出して、何かを書きとめる。

「事件には関係ないから捜査報告書から削さく除じよされていたけど、一応何かの手がかりになるかもしれないから」

　差し出されたメモを受け取る。これも、本来なら秘ひ匿とく事じ項こうなのだろう。

「ここに入院していた子の転院先がどこか知りたいんだが」

「個人情報なので本来、ご家族以外にはお答えできないことになっているんですけど」

「彼女の母親から相談の電話を受けていたのに連れん絡らくが取れない。頼たのむ」

　言い渋しぶった後で、柳井女史は「青おお野の木ぎ病院よ」と教えてくれた。

「なぜ、急に転院を？」

「小しよう児に外げ科かに腕のいい先生がいるという噂うわさだから。最近、多いのよ」

　相談というのも、転院のことだったのかもしれない。

「助かる」

「あなたのためではありません」

　柳井女史はベッドから立ち上がり、取り澄すました顔で病室を出て行った。

　栗栖のため、か……。

　渡わたされたメモをもう一度見てから、上着の内ポケットにしまう。







　病院を出て駐ちゆう車しや場じように向かうと、陽一が愛車のそばで待っていた。事故現場付近をもう一度調べてみると言って朝早くから出かけていたので、病院に行く前にメールを打っておいたのだ。

「どうだった？」

「青野木病院に転院したそうだ」

　ドアを開いて車に乗り込むと、陽一が助手席に座る。

「急だな」

　後ろを振り返りながら、片手でハンドルを操作する。一度バックしてから駐車場を出た。

「行ってみるのか？」

「母親からの電話が気になるからな」

　何度かかけ直してみたものの繫つながらない。病院内にいて携けい帯たいの電源を切っている可能性もあるが、直接会って話を聞いた方がよさそうだ。

「お前の方は？」

「昨日の事故を目もく撃げきしたおっさん……あ、幽霊なんだけどな。女の子がふらっと線路に入っていったらしい」

「自分でか？」

　バックミラーを一いち瞥べつしたが、助手席に座っているはずの陽一の姿は映っていない。

「そうみたいだな。事故の後でさ、踏ふみ切りの向こうでランドセルを背負った子供がじっと見ていたって言ってたよ。やっぱ、翼だろうな」

「だが、踏み切りの向こうでは、直接突つき飛ばしたり押したりはできなかったはずだ」

　普ふ通つうに考えれば事故、あるいは自殺ということになるのだろうが、篠崎翼が目撃されている上に被ひ害がい者しやが死亡してしまっている。翼にとってはかなり不利となるはずだ。

　赤信号で止まってから陽一の方を見る。

「死亡したのなら、魂がまだ現場に残っているんじゃないのか？　幽霊になって……」

　陽一や自分なら話を聞くこともできる。そうすれば、事故なのか、事件なのか、あるいは自ら命を絶とうとしたのかが分かる。翼の関かん与よについてもはっきりするというものだ。

「それが、分かんねえんだよ」

「分からない？」

「現場付近には彷徨さまよってなかったからな。まだ、体にとどまっていたのかもしれないし」

　死亡したからといって、すぐに魂たましいが抜ぬけるというわけではないらしい。自分が死んだことも分からないまま体に残っており、葬そう儀ぎを終えてから死んだことに気付く人も多いという話だ。

「お前が昨日言っていた教会、やはり篠崎翼と関係があるようだ」

　ポケットから取り出した柳井女史のメモを陽一に渡す。教会の名前と住所が記されている。

　青信号に変わると、ゆっくりとアクセルを踏んだ。

「翼はここに通ってたってことか？」

「関係者なら翼のことを覚えているかもしれない」

「教会はかなり前に火事にあって、今は閉へい鎖さされてるぞ？　司祭がその時死んだって話だ」

「火事？」

　運転しながら、横目で陽一を見た。

「聖堂だけ焼け残ってるけどな」

「不ふ穏おんな話だな」

「まあな。事件と関係あると思うか？」

「それは調べてみないと分からないだろうな」

　病院のある西にしヶが丘おか方面に向かって車を走らせる。

　気付いた時には小こ雨さめになっており、フロントガラスに水すい滴てきが当たっていた。







　新興住宅団地の近くに小高い丘がある。その頂に青野木病院が建っていた。

　初めて訪おとずれたが、病院というよりホテルかと見まがうような外観だった。二年ほど前に建てられたばかりで、最新医い療りよう設備と優ゆう秀しゆうなスタッフがそろっており、患かん者じやサービスも充じゆう実じつしているとニュースで取り上げられていた。

　完全会員制というだけあり、エントランスホールは豪ごう華かで、壁かべには有名画家の巨きよ大だいな油絵が飾かざられている。

　陽一も天てん井じようを見上げながら、「すげえ病院だな」と感かん嘆たんの声を上げた。

　総合案内カウンターに足を運んで少女の病室を尋ねると、受付用紙に名前と住所、電話番号まで書かされ、身分証明書の呈てい示じまで求められた。

　セキュリティの面から必要な措そ置ちらしい。大人しく入館証をもらい、エレベーターで小児外科病びよう棟とうに上がった。

　病室のドアには、少女の名前が書かれたネームプレートがかけられている。

　ノックすると中から返事があり、母親が顔を出した。

「すいません、突とつ然ぜん、お邪じや魔まを……病院を移られたことを知らなかったものですから」

「ごめんなさい、娘むすめが寝ねているものですから。談話室でかまいませんか？」

　母親はそう言うと、廊ろう下かに出てドアを閉めた。

　談話室に向かうと、観葉植物のおかれた明るい室内にソファーが並んでいる。

「電話でおっしゃっていた相談というのは？」

　ソファーに腰こしを下ろしてから尋たずねると、母親はほつれた髪かみを耳に引っかけながら不自然に視線を逸そらした。

「そのことは、もういいんです。入院費のことでご相談をしようと思っていただけですから」

「入院費？」

「こちらの病院はとても入院費がお高くて……幸い、支し援えん基金の方からお金を借りることができたんです」

「そう、ですか。お嬢じようさんのご容態は？」

「手術のおかげで意識が戻もどったんですよ。やっぱり、お金は高くても転院して良かったわ」

　母親はやつれ気味の顔に嬉うれしそうな笑えみを浮うかべた。

　ソファーの横に立っている陽一と視線を交かわす。

　転院してからまだ数時間だ。そんなに簡単な手術とやらで意識が戻るものなのだろうか。

「先生のお話では、来週には退院できるみたいなんですよ。院長先生がおっしゃっていたように、これも神様のご加護があったからだわ」

　腕うでのよい医師のおかげなのか、あるいは神のご加護とやらのおかげなのかは不明だが、意識が戻り、早急に退院できるのは喜ばしいことには違ちがいない。

「そろそろ、回かい診しんの時間なので病室に」

「すいません、お時間を取らせてしまって」

　母親と一いつ緒しよにソファーから立ち上がり、談話室を出る。

「あ、院長先生」

　母親がそう呼んだ相手は、四、五十代の大おお柄がらな男だった。その男が手を引いているのは、歩道橋から転落したあの少女だ。真っ白なネグリジェを着て、無表情にじっとこちらを見つめている。足もとを見ればスリッパも履はいておらず、素す足あしのままだった。

　微かすかな驚おどろきを込めて見ていると、院長と呼ばれた男が少女と一緒に歩いてくる。

「お母さんをさがしていたのでね」

　低い落ち着きのある声で、男が母親に話しかける。白衣の胸むな元もとにつけられた名札には、『院長　青野木』と書かれていた。白衣の下はワイシャツではなく黒のタートルネックだった。夏だというのに暑くないのだろうかと思ったが、病院内は寒いくらいに空調が効いている。

　青野木院長は母親から結人の方に視線を移した。

「こちらは？」

「娘を最初に助けてくださった桜沢先生です。色々と相談にのっていただいて……」

　母親に紹しよう介かいされたので、「桜沢です」とだけ名乗って軽く会え釈しやくした。

　青野木院長が目を細めると、目め尻じりの皺しわが深くなる。

「ほお、先生ですか」

「ええまあ。弁護士をしております」

「ああ、なるほど」

　結人は母親に、「また伺うかがいます」と軽く頭を下げてエレベーターホールへと足を向けた。

「でもまあ、良かったよな。早く元気になるといいけどな」

　隣となりに並んだ陽一が楽観的にそう言った。だが、結人の方は眉まゆをひそめる。

　エレベーターの前で足を止めて廊下の方を見ると、青野木院長と母親が少女を連れて病室に戻っていくのが見えた。

　振ふり向いた少女と目が合った瞬しゆん間かん、なぜかゾクッと悪お寒かんが走る。

　何だ……？

　自分でも分からない強きよう烈れつな違い和わ感かんに戸と惑まどっていると、陽一が「どうしたんだ？」ときいた。

「いや、何でもない」

　一いつ瞬しゆん頭を過よぎった考えを、すぐに馬ば鹿か馬ば鹿かしいと振り払はらった。

　あの子は幽ゆう霊れいではない。

　それなのに、生きている感じがしない、なんて……。

　エレベーターのボタンを押す。

　無言で待っていると、「桜沢君」と呼び止められた。

　青野木院長だった。少女と母親と別れて、途と中ちゆうで引き返してきたらしい。

「何か？」

「思い出したよ。王城法律事務所の桜沢君だろう？」

　軽く驚くと、青野木院長が笑みを浮かべる。

「稲垣君から優秀な弁護士がいると聞いていてね」

「所長をご存じなのですか？」

　正確には元所長と言うべきだが、自分は事務所を辞やめた人間だし、事務所にいる間、ずっと所長を務めていた人だ。いまさら『元』とつけるのも躊躇ためらわれた。

　稲垣所長は陽一が体を失うことになった事件に関与していたが、所長には所長の事情があった。だからといって許されるというわけではないが、その心情は理解できる部分もある。それに、弁護士としては所長を尊敬していたし、世話になった恩義もある。

「知っているとも。うちの病院の顧こ問もん弁護士をやってもらっていたからね。辞めてしまって本当に残念だ。今の奈な倉ぐら君は悪くはないが、彼はどうも……」

　青野木院長は少々唇くちびるを曲げながら、角張った顎あごをさする。

　奈倉は王城法律事務所に所属する弁護士で、結人にとっては先せん輩ぱいに当たる。

　大学は一流出なのだが、正直、仕事ができるとは言いがたい人だ。悪くはないというのは人間的な部分を言っているのであって、弁護士としては不満があるのだろう。

「病院経営というのも色々とリスクが大きい。できれば優秀な弁護士に顧問を依い頼らいしたいと思っているところなのだ。どうだろう？」

　どうだろうと言われても、即そく答とうに困る。

「顧問を引き受けてみないかということでしょうか？」

　単刀直入にきき返すと、青野木院長は快活に笑った。

「もちろん報ほう酬しゆうは弾はずむ。事務所には私から交こう渉しようしよう」

「お申し出はありがたいのですが、私も王城法律事務所を辞めたので」

「それはもったいないな。今は別の事務所なのか？」

「ええ、まあ……個人事務所ですが」

「ほお、独立したのか。若いのに大したものだ。私はそれでもかまわないんだが」
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　これだけの大病院ともなれば、王城法律事務所にとっても大口の顧こ客きやくだ。青野木院長にしても本気で言っているとは思えない。

　顧問を替えるなんて、そんなに簡単なことではない。弁護士というのは企き業ぎようや組織の内部事情だけではなく、裏の裏にまで精通している。それでも顧問を替えるという時はよほどの時だ。

「うちのような小さな事務所では、大病院の顧問はとうてい務まらないでしょう。王城法律事務所にはほかにも優ゆう秀しゆうな弁護士がいますから、相談してみられてはいかがですか？」

　あまり得意ではない営業用の笑みを作り、差し障さわりのない受け答えをした。

「これはふられてしまったかな。私としてはかなり熱ねつ烈れつなラブコールを送ったつもりだが」

　口調は冗じよう談だんめかしていたが、灰色がかって見える瞳ひとみは案外本気だったので戸惑った。

「それは光栄ですが……」

「気が変わったら連れん絡らくをくれ。いつでも歓かん迎げいする」

　肩かたがポンと叩たたかれる。

「おお、すげえな。ヘッドハンティングされたぞ」

　立ち去る背中を見送っていると、陽一がからかうように言った。

「真に受けるな。それより、行くぞ」

　ちょうど到とう着ちやくしたエレベーターに乗り込み、ボタンを押す。

「本当は、ちょっとやってみたいとか思ってるだろ？」

「病院の顧問なんて大変に決まっている」

　それに、ほかの依頼など引き受けている暇ひまがなくなるだろう。報酬は期待できるが、いままで黄泉坂法律事務所を懇こん意いにしてくれた顧客を切るなどできるはずがない。

　黄泉坂法律事務所は小さな事務所ではあるが、代々、地域に根ざして人々の悩なやみや問題を解決してきた信しん頼らいと実績がある。

　陽一や、陽一の父、祖父が大切に守ってきたものを投げ出しては自分が事務所を引き継ついだ意味がない。

　エレベーターが一階に到着し、扉とびらが開いた。







　昨日、事故が起きた踏ふみ切りの前を通りかかると、部活に向かうジャージ姿の学生が遮しや断だん機きの前で待っている。

　道の脇わきにひっそりとおかれた花は、強い日差しを浴びて力なく頭こうべを垂れていた。

　陽炎かげろうが揺ゆらぐ中、定刻通りの電車が走り去るのを見届けてから車を進めると、まもなく教会の尖せん塔とうが現れる。人通りの少ない坂道に門が面していた。その前で車を降り、日差しのまぶしさに目をすがめながら尖塔を見上げる。

　煉れん瓦が造づくりの聖堂は火災の名残なごりがそのまま残され、壁かべ一面が無残に黒く焼け焦こげている。ほかの建物は取り壊こわされたのか、それとも全ぜん焼しようしたのか残っていない。中庭に植えられたバラが、手入れをする者もなく枝や蔓つるを伸のばしている。廃はい墟きよ特有の物もの寂さびしさが漂ただよっていた。

　陽一が蔓草の絡からみついている鉄てつ柵さくの門を軽く揺する。

「鍵かぎ、かかってるみたいだな」

「ここの管理をしているのは？」

「そんなの誰だれもいねえよ」

　錆さびた取っ手に爪つま先さきを引っかけ、陽一は軽々と門をよじ登る。

「何してんだよ。早く来いよ」

「無理だ」

「不法侵しん入にゆうじゃないぞ？」

「そういう問題ではない」

「登れないのかよ。だったら、そう言えって」

　誰もが陽一ほどの運動神経を持っていると思ったら大おお間ま違ちがいである。そもそも、幽霊なら落ちて怪け我がをすることもないだろうが、こちらは生身なのだ。

「ほら、さっさと登ってこいよ」

　上から手を差し出される。

　躊躇っていると、門の上で陽一がため息を吐ついた。

「ほかに入れそうなところなんかねえぞ？」

　あきらめて陽一の手をつかみ、取っ手に足を引っかける。よじ登ろうと四苦八苦していると、見かねたように陽一が上から引っ張った。

　ようやく門を乗り越こえたのはいいが、そのまま体の重みに引きずられて落下する。ストンと綺き麗れいに着地した陽一の隣となりで、いささかみっともなく尻しり餅もちをついた。

「うぐっ……！」

　腰こしを押さえて痛みに耐たえる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　面おも白しろがっているのがありありと表情に表れている。

　軽く睨にらんでから、よろめくように立ち上がった。

　顔をしかめつつ敷しき地ち内を見み渡わたしたが、誰かが侵入した痕こん跡せきはない。

「この教会、俺が学生の頃ころから幽ゆう霊れいスポットとして有名な場所だったからな。あんまり人が近付かねえんだよ」

　確かに真っ昼間でも何かが出そうな、そこはかとない薄うす気味の悪さが漂っていた。

　一いつ瞬しゆん、先に進むのを躊躇ったが、これも仕事だと割り切り聖堂に向かって足を踏み出す。

　半分炭化している聖堂の扉とびらには幸いにして鍵はかけられていなかった。崩くずれないよう慎しん重ちように押すと、ギイッと重い音が内部に響ひびく。

　中に入ると、ステンドグラスの窓は割れ、差し込んだ日の光が床ゆかに散乱した色ガラスの破は片へんに反射している。長なが椅い子すの燃えかすらしきものが床に転がっていた。

「何にも残ってなさそうだな」

　陽一が腰に手を当てながら、足もとに落ちた瓦が礫れきを足で避よける。屋や根ね瓦がわらの一部だろう。

　見上げれば天てん井じように穴が空いており、ゆっくりと埃ほこりが舞まい落ちてくる。

　唯ゆい一いつ焼失を免まぬかれているのは、祭さい壇だんの右手隅すみにポツンとおかれたオルガンくらいなものか。

　陽一が左手にドアがあることに気付き、「調べてくる」と向かう。

　結人は聖堂の中を見回しながら、オルガンの方へと歩み寄る。埃が積もり白くなった鍵けん盤ばんを押してみると、壊れているのか、カスカスとした音が出るだけだ。

　ドアの外を確かく認にんした陽一が戻もどってくる。

「中庭に出るドアだった。後であっちも調べてみるか？」

「日向」

　鍵盤から手を離はなして横手に回る。オルガンで塞ふさがれていたので気付かなかったがドアがあるようだった。オルガンを押して隙すき間まを広げ、ドアを押してみると簡単に開いた。

「俺、けっこうきついんだけど」

　幽霊のくせにそんなことを言いながら、陽一が隙すき間まを抜けて後に続く。

　中は八畳じようほどの広さの部屋で、古い衣い装しようダンスが一つ残されている以外に何もない。

　割れた窓から吹ふき込む風にあおられ、破れ目のある染しみだらけのカーテンが気持ちよさそうに泳いでいた。

　床に落ちていた写真立ては壁にかけられていたものだろう。歩み寄って拾い上げると、割れたガラスの中に一枚の古い写真が入っていた。

　ガラスを払はらいながら写真を抜ぬき出す。写っていたのは五、六歳前後の子供だった。天然パーマのクルクルとした髪かみで、天使のように愛らしい顔に泣きそうな表情を浮うかべている。

　睫まつげの長い大きな瞳を見ていて、結人は訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「栗栖……？」

　面おも影かげが今もまだ残っている。

「栗栖と翼はこの教会に通ってたのか？」

「そういうことになるだろうな」

　背後に写っているのは中庭のバラだろう。

　その時、カタッと小さな物音が聞こえ、陽一と一いつ緒しよに衣装ダンスの方を振ふり返る。

「おい、今……」

　なるべく足音を立てないように歩み寄り、衣装ダンスの観音開きの扉をそっと開く。

　中を覗のぞいて陽一と顔を見合わせた。







　聖堂に戻り、祭壇の段差に腰をかける。

　結人と陽一の間に座らされた翼は、霊れい察さつ庁ちようの捜そう査さ官かんに追われて教会に逃にげ込み、ずっと隠かくれていたことを話した。

「心配したぞ。さがしてたんだからな」

　陽一がポンと頭を叩たたくと、「ごめんなさい」と小声で謝る。

「まあ、無事で良かったよ。あ、そうだ。腹減ってないか？」

　気き遣づかうように陽一がきくと、翼は小さく首を振る。

「この教会に通っていたのか？」

　結人の問いかけに、翼は顔を上げてコクンと頷うなずいた。

「小さい頃、母さんと一緒に……」

「この写真の子供のことを、君は知っているか？」

　先ほどの部屋で見つけた栗栖の写真を差し出すと、手にとった翼の口もとが綻ほころぶ。

「知ってるよ。ミオは教会の子だったから」

「教会の子？」

「教会に住んでたんだ」

　栗栖は何らかの事情で、教会に預けられていたということなのだろうか。だが、あれこれと詮せん索さくするのは気が咎とがめた。それは栗栖のプライバシーに関係することだ。

「君は栗栖の友達だったのか？」

「クルスなんて知らない。ミオはミオだ」

　翼は不可解そうな顔をして答える。

「そのミオってのと、仲が良かったんだよな？」

　陽一が聞き直すと、翼は「うん」と誇ほこらしげに答えた。

「いつも一緒にいたよ。ミオはすっごく怖こわがりでさ。いつも泣いてばかりいたんだ。怖いものに連れて行かれるって」

「へえ、あいつにもそんなかわいい時期があったのか」

　陽一が片手で頰ほお杖づえをつきながら、意外そうに言った。

「約束したんだ。怖いものから絶対に守るって」

　翼はそう言ってから、表情を曇くもらせる。

「でも、教会が火事になってミオは家に帰ることになったから、できなくなったんだよ。大人になったら会いに行けるから、それまでお別れだって言ったんだ。これ……」

　翼はランドセルを開くと、中に入っていたフェルトの人形を見せてくれる。

　子供が作ったらしい不細工な作りだが、どうやら翼を模したものらしい。

「ミオが一いつ生しよう懸けん命めい作ってくれたんだ。これがあれば、ボクもミオも忘れないから」

　大事そうに、翼の指がフェルトの人形をなでる。

　その栗栖は翼の行方ゆくえを追っている。

　霊れい界かい捜査官として翼を捕つかまえるために……。

　銃じゆうを突つきつけた栗栖の、思い詰つめたような表情が頭を過よぎった。

「まったく」

　煩わずらわしい前まえ髪がみをかき上げる。

　一言、相談してくれればよかったものを。そんなに頼たよりがいのない先せん輩ぱいだと思われていたのだろうか。確かに陽一ほど面めん倒どう見みがいいわけではないし、人の気持ちに疎うといといつも言われる。それでも事情を知っていれば、あの時もっと別の対応の仕方もあっただろう。

「どうする？　桜沢」

「一度、事務所に連れて帰るしかないだろうな」

　膝ひざに手をついて、腰を上げる。
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　暗くなった公園を一本の街灯が照らす。さすがに、二十二時を過ぎているために人ひと気けはない。ブランコの支柱に寄り掛かかって待っていると、仕事帰りの栗栖が姿を現した。

「悪いな、呼び出して」

「いえ……それより、翼が見つかったというのは本当ですか？　今、どこです？」

　警けい戒かいしているのか、栗栖の表情は硬かたかった。

「今は教えられないな」

「僕は取引はしませんよ。そんな権限もない」

　眉をひそめた栗栖の横顔を、明かりがぼんやりと照らす。

「だったら、篠崎翼は渡わたさない」

「逃とう亡ぼう犯を匿かくまうんですか？」

　栗栖はビジネスバッグの持ち手を握にぎり締しめたまま、距きよ離りをおいて近付いて来ようとはしない。

　スーツの内ポケットから取り出した写真を見せると、はっとしたような顔をした。

「どこで、それ……」

「篠崎翼とは仲が良かったそうだな」

　栗栖は視線を逸そらし、唇くちびるを引き結ぶ。

「もう昔のことです。関係ありませんよ」

「少なくとも、翼はそうは思っていないぞ。お前のことを大事な友達だと言っていた」

　翼は栗栖のことを、『ミオ』だとは気付いていない様子だった。気付いていれば、怯おびえて逃げ隠れすることはなかっただろう。

「なぜ、名乗ってやらなかったんだ？」

「……駄だ目めなんですよ」

　栗栖は目を伏ふせてから、小さな声で言った。

「お前がミオだと分かれば、翼も正直に事件のことを話すんじゃないのか？」

「だから！　何度も話そうとしたんですよ。でも、翼は全然、分からないんです」

「分からない？」

「翼にとって、僕はいつまでも小さい頃ころの僕のままだ。僕が僕だとは理解できないんです。仕方ないですよね。翼の時間はずっと止まったままなんですから」

　作ろうとした笑えみが強こわばり、栗栖は唇を引き結んだ。

　大人になったら、か……。

　その約束がひどくやるせなくて、星の瞬またたく空を見上げる。

「お前は本当に、篠崎翼が人を殺あやめたと思うのか？」

　そう尋たずねると、栗栖は「分かりません」と首を振る。

「翼は人を傷つけるような子じゃなかった。だけど、今は幽ゆう霊れいです。生きている時とは違ちがう」

「何も違わないだろう。お前の知っている篠崎翼のままだ」

「……本当にそう思いますか？」

　栗栖が頼りない瞳ひとみを向けた。信じたがっているのは、栗栖も同じはずだ。

「篠崎翼の身み柄がらは引き渡す。ただ、弁護士をつけた上で正式に裁判を行うことが条件だ」

　栗栖はしばらく迷うように黙だまっていた。

「交こう渉しようはしてみます。ただ、確約だとは思わないでください。引き渡し日時は追って連れん絡らくを」

　頭を下げてから立ち去る栗栖の背中を見送り、結人は表情を険しくした。

　死者の時間は、永遠に止まったままその先に進むことはない。

　陽一もそうなのだろうか？

　陽一と自分の時間も乖かい離りしていき、翼と栗栖のように分からなくなってしまうのだろうか。

　そんな取り留めのない疑問が頭を過った時、「こんなところにいたのかよ」と声がした。

「何やってんだ？」

　相変わらずの笑みを浮うかべた陽一から、何となく視線を逸らす。

「後で話す。事務所に戻もどるぞ」

　交渉のことは陽一にはまだ告げていない。

　知ればこの男のことだ。翼を逃にがしかねない。

「そういや、ホットドッグ売りのおっさんがいたからさ。買って帰ろうぜ」

「こんな時間に、まだ何か食べるのか」

「夜食だよ、夜食」

「肥満になるぞ」

　日ひ頃ごろから入手経路不明の得体の知れないお供え物をしばしばつまんでいる。もっとも、腹を壊こわす心配はないのだろう。それを言うなら、太る心配もいらないのか。

「お前はもうちょっと肉つけろよ。男の貫かん禄ろくは腹で決まるんだぞ」

　また、どこから仕入れてきたのか知れないいい加減な話を……。

　公園を出ようとした時、陽一が急に立ち止まった。

「どうしたんだ？」

「そういや、この公園さ。ガキの頃によく遊んだと思って」

　陽一は遊具の並んでいる公園を懐なつかしそうに眺ながめてから、顔を戻して歩き出す。

　月明かりがアスファルトの路面に伸のびた。

　この先のことなんて、誰だれが知るだろうか……。

　今の自分たちのことですら、分からないことだらけなのに。
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　日が暮れ始めた十八時過ぎ、時間を確かめた懐かい中ちゆう時計をポケットにしまってから緩ゆるい下り坂を見る。教会の門の前で十分ほど待っているが、通りかかる人も車もほとんどなかった。

「どうしても、引き渡さなきゃならないのかよ？」

　門に寄り掛かった陽一が、不服そうにきいた。

　少し離はなれてしゃがんでいた翼がこちらを見る。だが、すぐに拾い上げた小石でアスファルトを削けずり始めた。

「このまま、逃げ続けても状じよう況きようが不利になるだけだろう。それなら、裁判で潔白を証明するべきだ。栗栖も承知している」

「信用するのかよ。裁判をやるって保証もないのに」

「お前の時に手を貸してくれたのは栗栖だぞ？」

　陽一の方を見ると、「それはそうだけど」と短い前髪をかき上げながら顔をしかめる。

　琥こ珀はく色いろの光がほんの少し透すけた陽一の体をすり抜ぬけていた。

「一度は納なつ得とくしたことだろう。いまさら文句を言うな」

「俺はお前ほど栗栖を知らないからな。だいたい、霊れい察さつ庁ちようの捜そう査さ官かんなんて信用できるかよ。あいつら、俺たちを片かたっ端ぱしからあの世送りにすることしか考えてない連中だぞ？」

「それが仕事だから、仕方がないだろう」

「栗栖だってそうじゃねえのかよ。翼を連れてこさせるために、俺たちをだましているかもしれないんだぞ」

「翼は栗栖にとって大事な友達なんだ。それを売るようなことをするか」

「そうだといいけどな」

　皮肉っぽく言われ、陽一の顔を横目で睨にらむ。

「いい加減にしろ。栗栖は俺の後こう輩はいだ」

「霊察庁の捜査官でもあるだろ」

「だから、何だ？」

「霊察庁の捜査官なんて幽霊を人間だとは思っちゃいない。幽ゆう霊れい狩がりとか言ってひどいことばっかしやがるってな。三丁目の権ごん次じ郎ろうさんも、先日、それでやられた」

　陽一は痛ましげな表情を作る。三丁目の権次郎さんがどこのどなたなのか存じ上げないが、幽霊にとって霊察庁の捜査官は天敵と見なされているらしい。

「俺が言いたいのは、後輩だからって無条件に信用するのは危ないって言ってんだよ。お前ってさ、結構お人ひと好よしだろ？」

「は？　誰が？」

「お前だよ。自覚ねえのか？」

　生まれてこの方、陰いん険けんだの、根暗だのという評価は散々得てきたが、間ま違ちがってもそのようなことを言われたことは一度もない。知人すべてに聞いたとしても、桜沢結人はお人好しとはほど遠い人物だと酷こく評ひようされるだろう。

「頼たのまれたら嫌いやって言えないだろ？　何だかんだ言って助けてやるしさ。博愛主義？」

「それは、お前のことだろう」

「俺はそうでもねえよ。助けたいやつしか助けないから」

　陽一はそう言ってから、「わがままだからな」とつけ加える。

「栗栖だけじゃない……お前のことだって信用している」

　メガネを直そうとした手が、かけていないことに気付いて中ちゆう途と半はん端ぱなところで止まった。その手を口もとに運び、居い心地ごこちの悪さをごまかすように軽く咳せき払ばらいする。

「ほら、やっぱりお人好しだ」

　笑ってそう言ってから、陽一はふっと真顔になった。

「心配してんだよ。お前って、すぐ傷つくだろ？」

　そんなに繊せん細さいな神経は持ち合わせていないと言おうとした時、一台の車が速度を落としながら近付いてくる。会話を中断すると、レモンイエローの車が道の脇わきに停車し、栗栖が降りてきた。

　黒い外がい套とうを着た不気味な男たちの気配は周りにない。

　翼が寄ってきてギュッと手を握にぎり締しめてきたので、大だい丈じよう夫ぶだと言うかわりに手に力を込めた。

　陽一の時と同じく留置所に放ほうり込まれることにはなるが、それも少しの辛しん抱ぼうだ。逃げ続ければ罪を認めたも同じことになる。それは翼のためにはならない。陽一も分かっているはずだ。理解はしているが、感情では納得しかねているだけなのだろう。

「栗栖、約束……」

　言葉を遮さえぎるように響ひびいた一発の銃じゆう声せいに凍こおりついた。その音はおそらく、自分たちの耳にしか聞こえてはいない。何が起きたのか、把は握あくするまでに時間はいらなかった。

「翼！」

　陽一が叫さけんで、後ろ向きに倒たおれる翼の小さな体を両りよう腕うでで抱だき留める。

　眉み間けんを撃うち抜かれた翼は、大きく目を見開いて空を見つめたまま動かない。

　膝ひざをついた陽一の両腕の中で、その姿は瞬またたく間に薄うすれていき、最後には何も残らなかった。

　陽一は信じられないというように、言葉をなくしている。

　長い沈ちん黙もくの後で、結人はようやく栗栖の方を見た。

「すいませ……ん……先せん輩ぱい」

　両手でリボルバーを握り締めた栗栖が、微かすかな声で言った。

　なぜと、怒いかりの声を上げようとしたが、栗栖の頰ほおを伝う涙なみだに何も言えなくなる。

　闇やみが空を浸しん食しよくするように広がると、思い出したように街灯が灯ともる。

「だから言っただろ。こいつはこういうやつだよ」

　陽一が空っぽになった手のひらを強く握り締めてから、ゆっくりと立ち上がった。

「仕方ありませんよ。これ以上、被ひ害がい者しやを出すわけにはいかない。霊察庁の決定なんです」

　無む理り矢や理り自分自身に言い聞かせるような、力のない声だった。

「都合のいいこと言うんじゃねえよ。お前はその手で、自分の友達を地じ獄ごく送りにしたんだ！」

　今にも殴なぐりかからんばかりに陽一は拳こぶしを震ふるわせる。その肩かたをつかみ、後ろに引っ張った。

　正義感の強い陽一からすれば、栗栖の行こう為いは許しがたいものだろう。

「篠崎翼の裁判をやるというのが引き渡わたしの条件だったはずだぞ、栗栖」

「日向さんの時とは違ちがう。裁判なんて無理に決まってるじゃないですか」

「…………だましたのか？」

「そうでも言わなきゃ先輩は引き渡してくれないでしょう？」

　栗栖の口もとが微かに引きつる。

「お前だって、篠崎翼を救いたかったんじゃないのか!?」

「死者は無自覚に生者を引きずり込もうとする。彼らに罪を犯おかしている意識なんてないんです」

「裁判も開かずに翼を地獄に送れば、事件の真相は何一つ分からないままだ。それは事件を闇に葬ほうむるのと同じことだぞ。真実は明らかにされなければならない。その上で、裁きは公平に下されるべきだ。そうじゃないのか!?」

「無理なんですよ！」

　声を張り上げてから、栗栖は瞼まぶたを伏ふせた。

　唇くちびるを強く嚙かみ締めてから、もう一度こちらを見る。

「先輩、僕にはもう何もできないんです……」

　瞳ひとみに浮うかんでいたのはあきらめの色だった。同時にどこかほっとしているようでもあった。それが栗栖の出した結論だというのなら、何も言うことはない。

「そうか、よく分かった」

　陽一を促うながして、道の脇に停とめた愛車へと向かう。

「先輩、どうするつもりですか？　無理だって言ったでしょう！」

　栗栖が焦あせったように引き止めた。

「椿原と話をつける」

「これは霊れい界かい裁判所の……大だい審しん院いん長ちようの判断でもあるんです。あの人に言ったところで、聞き入れられるわけがない！」

「栗栖、教えたはずだぞ。一度受けた依い頼らいはどんなことがあっても投げ出すなとな。その意味が分からないのなら弁護士などやめてしまえ」

　言い方が冷たくなるのを自覚しながら、ドアに手をかける。

　霊察庁の捜査官としての栗栖の立場なら、翼を撃たざるを得なかったのは理解する。だが、ほかに方法がなかったとは言わせない。

　ドアを開こうとした時、陽一が「結人！」と叫んだ。

　アスファルトを削けずるようなタイヤの悲鳴に振ふり返る。

　猛もうスピードで突つっ込んできた車が目に入った直後、衝しよう撃げきと同時に弾はじき飛ばされ、ぶち当たったフロントガラスが粉々に砕くだけた。




　──自分が正しいと思うのなら、絶対に迷うな。




　そう言ったのは、確か父だった。

　滅めつ多たに助言などしないあの人が、司法試験に合格した息子むすこに向けてくれた餞はなむけの言葉だった。

　そんな言葉を、急に思い出すなんて……。

「先輩！」

　悲鳴混じりの栗栖の声を最後に、意識が途と切ぎれた。







　　　三




　病室の窓から、山の稜りよう線せんから湧わき上がるような真っ白な入道雲が見えた。

　花か瓶びんに生けられているヒマワリとかすみ草は、病室が殺風景だからと志織が持ってきてくれたものだ。いままで感じたことはなかったが、こういう時に甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれる女性がいるというのは、大変ありがたいものである。

　英国にいる祖母グランマが早く嫁よめをと言うのももっともだ。八十を過ぎた祖母グランマが他界する前には曾ひ孫まごの顔を……などと日ひ頃ごろの自分なら絶対に考えないようなことを考えてしまうのも、きっと死にそうな目に遭あったからに違いない。

「それにしても、良かったよな。肋あばらに罅ひびが入ったくらいでさ。これも、俺という守しゆ護ご霊れいがついてたからじゃねえか？」

　冗じよう談だんめかしてそう言った窓まど際ぎわの陽一を、呆あきれて見る。

　勝手に人の守護霊に昇しよう格かくしないでもらいたいものだ。そもそも、助かったのはいつも携けい帯たいしている六法全書がエアバッグ代わりとなり、衝撃が軽減されたからにほかならない。

　担当医にも「その本がなかったら、死んでいたよ」と笑いながら言われてしまった。

　やはり、六法全書は国民の生命、財産、自由を守ってくれるアイギスの盾たてだったのだ。満まん身しん創そう痍いの愛書は、自分にとっては交通安全のお守りより、よっぽど御ご利り益やくがあるらしい。

「何が良かったんですか」

　丸椅い子すに腰こしをかけていた栗栖がようやく口を開く。その声はいつもより低めだった。

「まかり間ま違ちがっていたら、先輩は……死んでたかもしれないんですよ。なんで、そんなに平然としていられるんです」

「いや、それは……」

　確かに派手に轢ひかれはしたが、大げさに嘆なげき悲しむほど重傷でもない。

　栗栖は椅子を蹴けって立ち上がり、陽一の方を鋭するどく睨にらんだ。

「先輩を巻き込んだのはあなたですよ、日向さん！」

　激げつ昂こうした栗栖の言葉に、陽一の顔から笑えみが消えた。

「よせ、日向のせいじゃないだろう」

「この人がいなかったら、先輩は危険な目に遭うこともなかったし、霊界なんてものと関かかわらずに済んだ。それを引っ張り込んだのは、この人でしょう！」

　頰を朱しゆに染めながら、栗栖は陽一を指差す。

「これは俺の選せん択たくの結果だ。日向に当たるのはよせ」

　軽くため息を吐ついてから、できるだけ冷静な声で諭さとす。だが、栗栖は一度高ぶった感情のやり場を完全に見失っているらしい。傷ついたような瞳でこちらを見る。

「どうしてその人をかばうんです？　幽ゆう霊れいじゃないですか。もう、死んでいるんですよ！」

「死んでいようが、生きていようが、日向は日向だからだ」

「その人は、いつか先せん輩ぱいを地じ獄ごくに引きずり込む。死んだ人間と一いつ緒しよにいるということは、そういうことなんです！」

　栗栖は溜たまった涙なみだがこぼれ落ちるのを手の甲こうで押さえ、身をひるがえして病室を飛び出す。

「待て！」

　中ちゆう途と半はん端ぱに開かれたドアが、反動でゆっくりと戻もどる。

　ベッドから降りようとして体勢を崩くずし、シーツごと床ゆかに落下した。激痛が走り、一いつ瞬しゆん呼吸困難に陥おちいりそうになる。今ので、罅の入っていた肋ろつ骨こつがポッキリいってしまったのではなかろうか。こんなことなら、日頃からもっとカルシウムを摂せつ取しゆしておくべきだった。今度からは紅茶はロイヤルミルクティーに要変へん更こうだ。

「桜沢！」

　身動きできずにうずくまっていると、陽一が焦ったように駆かけ寄ってくる。

「悪い、メガネくれ」

　助け起こされ、何とか立ち上がる。

「ああ……大だい丈じよう夫ぶ、なのか？」

　心配そうにききながら、陽一が六法全書の上においていたメガネを取る。

　これがなければ病院内などまともに歩けたものではない。どこもかしこも徘はい徊かい幽霊だらけなのだ。この病室に生息していた幽霊は陽一が丁てい重ちように追い出してくれたが。

　渡わたされたメガネを片手でかけ、栗栖を追って病室を出る。

　まったく、こちらは怪け我が人だというのに世話を焼かせてくれる……。







　節電のためか、消灯されたエレベーターホールは薄うす暗ぐらかった。

　公衆電話と自じ動どう販はん売ばい機きの前には黒い長なが椅い子すが並び、栗栖がうな垂れて座っている。

「謝りませんから。日向さんに言ったこと……」

　顔を上げず、栗栖が少し鼻にかかった声で言った。

　ため息を吐いて歩み寄り、隣となりに腰を下ろす。

「お前に心配をかけたのは悪かったと思っている」

「そんなことを言っているんじゃない！　僕は……」

　栗栖は唇くちびるを嚙かんで顔をそむけた。

「もう、死んだ人間のために失うのは嫌いやなんです。教会の火事だって……」

　そう言いかけて、両手をかたく握にぎり合わせる。

「栗栖？」

「僕のせいなんです。あちら側にもよく迷い込んでいたから、そのせいで引き寄せてしまう」

　幽霊は見える人間に寄ってくる性質があるのは知っている。それは寂さびしさや、恨うらみや、色々な思いがある。現世への未練が断たち切れないから、見える人間に訴うつたえかけてくるのだ。

「教会なら守ってくれるからと言われて、両親は僕を司祭様に預けた。そのせいで……」

　栗栖は声を詰つまらせてこちらを見た。

　瞳ひとみの中に浮うかんでいたのは、栗栖がずっと一人で抱かかえてきた消えることのない傷だ。

「先輩のことも、日向さんのせいじゃないのは分かっているんです。巻き込んだのは、僕だから……」

「もういい、よせ」

　霊れいを取り締しまるべき捜そう査さ官かんになったのは、悔くやんでいるからなのだろう。陽一に向ける敵意もその表れなのだと思えた。

「僕は……誰だれも守れない」

　両手で顔をおおう栗栖に、かける言葉をさがす。

　椿原に霊れい界かい弁護士の記章バツジを差し出された時、「君は棺かん桶おけに片足を突つっ込んでいるも同然だ」と言われた。霊界という死者の世界に関わることを安直に考え過ぎていたのかもしれない。

「悪かった」

　結人が謝ると、栗栖は小さく首を振ふった。

　落ち着きを取り戻すまで待ちながら、非常灯の緑色の明かりを見つめる。

　認にん識しきも覚かく悟ごも甘かった。今回の事故は自分自身で招いたようなものだ。

「……すいませんでした、先輩」

「お前のせいじゃない」

「いえ、僕の責任です。僕は霊察庁の捜査官だから、どんな事情があってもほかの人間を関わらせるべきじゃなかった」

　長椅子から立ち上がり、表情を引き締めてこちらを向く。

「後のことは僕が責任を持って処理します。先輩は療りよう養ように専念して忘れてください」

「それは、無理だな」

　気持ちは分かるし、心配してくれるのはありがたいと思うが、それとこれとは別問題だ。

　体の節々が疼うずくのを堪こらえて立ち上がると、軽くよろけた。

　栗栖が反射的に手を出して肩かたを支える。

「篠崎翼のことをあきらめる気はない」

「翼はもう霊界に移送させられているんですよ」

「それでも、依い頼らい人にんが無実を主張している以上、信じるのは弁護士の務めだ」

「先輩のその姿勢は尊敬します。でも……」

「お前だって篠崎翼を助けたいと言っただろう。あれはその場の方便じゃない、お前の本心だった。俺はそう信じている」

　視線を逸らさず、栗栖はしばらく黙だまっていた。

「僕は先輩をだました。その僕を信じられるんですか？」

「お前が喜んで俺をだましたのではないことを知っているからな」

「そんなことだから」

　栗栖がもどかしそうに言いかけた時、エレベーターの扉とびらが開いた。

　降りてきたスーツ姿の男を見て、結人は椅子から腰を浮かせる。

「父さん、どうして……」

　とっくに東京に戻ったものだと思っていた。

「あ……すいません。それじゃあ、僕はこれで」

　栗栖が慌あわてて明真と結人に頭を下げ、急ぎ足で扉の閉まりかけているエレベーターへと向かう。引き止めようにも父の前だ。

　栗栖の乗ったエレベーターの扉が閉まるのを見届けてから、父に視線を移した。

　何も話すことを思いつけずにいると、明真が手にしていた紙かみ袋ぶくろを差し出す。

「何ですか？」

　怪あやしみながら袋ふくろの中を覗のぞくと、箱の包み紙は駅前のデパートのものだ。

「ちりめんじゃこだ」

「……は？」

「骨折したんだろう。ぼんやりとしながら歩いているから車などに轢ひかれるのだ」

「お言葉ですが、骨折ではなく罅ひびが入っただけです」

「同じことだろう。轢き逃にげした車の車種とナンバーは？」

「そんなこと、覚えているはずないでしょう」

　意識を失う直前に見たのは、グレーの普ふ通つう車しやだった。

　運転手の顔を一瞬だけ見たような気がするが、はっきりとは思い出せない。

「何だ、それでは轢かれ損ではないか。警察には通報したのか？」

「ええ、してます。病院の方が」

　ややげんなりしながら答える。

「入院費、治ち療りよう費の請せい求きゆう書だけではなく、入院中に購こう入にゆうしたものはティッシュペーパーに至るまですべて領収書をもらっておけ。轢き逃げ犯に損害賠ばい償しようを請求する時、必要になるからな」

「今は正直それどころじゃない。怪我も大したことはないし、明後日あさつてには退院できる。俺のことは心配いりませんから、余計な口出しをしないでください。ちりめんじゃこもいりません」

　紙袋を突き返すと、明真の表情がますます険しくなった。

「何だ、その言い草は。お前が頼たよりにならんから、私がわざわざ出向いてやったんだろう」

「誰も頼たのんでいない」

　父を冷ややかに一いち瞥べつして、病室に引き返そうとした。

「結人、戻もどらないのなら、お前の事務所は私が潰つぶすぞ」

　足を止め、体の向きを変える。

「何のつもりですか？」

「私は本気だ」

「それは脅きよう迫はく罪だ」

「訴えるかね？　私は負けんよ。お前などにはまだまだな」

　明真と数秒睨にらみ合う。

　ただの脅おどしではないことは、父の性しよう分ぶんを知っているから分かる。やると言ったらやる人だ。息子むすこ相手でも手を緩ゆるめることはしないだろう。

「意に沿わない不ふ肖しようの息子など、見捨ててしまえばいいでしょう。あなたはそうやって、みんな切り捨ててきた。それとも、事務所の上の連中に俺を連れ戻せと命令でもされたんですか？」

　そう尋たずねると、明真の太い眉まゆがピクリと動いた。

　なんだ、そうか……。

　この人は事務所の命令に従っているだけなのだ。

　息子の行く末を案じているわけではなく、自分の地位と名声を守りたいだけだ。

　落らく胆たんする必要はない。そういう人だと分かっていた。

　もう話すことはないと、背を向けて歩き出す。

「結人、待ちなさい！」

　呼び止める父の声が、エレベーターホールに響ひびく。

　振り返ることはしなかった。

　顔を見れば、言わなくていい言葉をぶつけそうだ。







　病室から消えていた陽一の姿をさがして屋上に向かうと、陽一は柵さくに凭もたれて快晴の空をぼんやりと眺ながめていた。

　軽くため息を吐ついてから歩み寄り、隣となりに並ぶ。

　車くるま椅い子すや松まつ葉ば杖づえの患かん者じやらが中庭を散歩しているのが見えた。中にはすでに自分がこの世にいないことに気付いていない者もいる。

　あの世とこの世が渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、ひどく曖あい昧まいな世界を構築している。それが自分が今いる世界だ。

「……何をしてるんだ？」

「宇宙人と交信している最中。邪じや魔ますんなよ」

　陽一は心地ここちよさそうに日の光を浴びながら、冗じよう談だんめかして答えた。

「栗栖の言ったことを気にしてるのか」

「間ま違ちがってないだろ。俺がお前の足を引っ張ってる」

「そんな風に思ったことはない」

　柵に手をかけ、眉まゆ根ねを寄せながら答える。

「親父おやじさんみたいに、弁護士として一流法律事務所で活かつ躍やくするのがお前の目指していたところだろ。そのためにいままで努力してさ。俺が邪魔さえしなけりゃ、何の問題もなく王城法律事務所で弁護士をやってたはずだ」

　そうかもしれない。陽一が電話さえしてこなければ、自分は今も変わらずにあの事務所にいただろう。何一つ疑いを抱いだくこともなく、きっと父と同じように生きていたはずだ。

　陽一は、「あー、くそっ」と、苛いらついたように頭を搔かく。

「お前に電話なんかしなけりゃよかった」

　投げやりな陽一の言葉に、なぜかひどく裏切られた気がした。

「今さら、何を言っている……」

「なあ、桜沢。降りてもいいんだぞ」

　陽一と向き合い、微かすかに光に透すけたその瞳ひとみを見つめる。

「親父さんも迎むかえにきたし、今ならまだ引き返せる。何もかもなかったことにできるんだ」

「そんなこと、できるはずがないだろう」

　金かな網あみに引っかけた指にぐっと力を込めた。

　今さら、何もなかったことにして王城法律事務所に戻ることなんてできない。

　見えないふりをするのも、気付かないふりをするのももうやめた。

　きっかけをくれたのは、ほかでもない陽一ではないか。

「なかったことにしたいのはお前じゃないのか。お前が後こう悔かいしているから……だから、何もかも忘れてしまいたいんだろう！」

　栗栖のことや、父のこと、先行きの見えない自分自身、解決の糸口の見えない事件のことなどどうにもならないことばかりで、抑よく制せいしていた感情の糸が切れそうだった。

　本当に今の選せん択たくが正しかったのかなんて、後になって振ふり返ってみなければ分からない。

　それでも、陽一の事務所でパートナーとしてやっていくと決めた。

　いつか、あの場所に陽一が戻ってくると信じて……。

「お前がやり残したことがあると言ったんだぞ！」

「俺のつまんねえ未練のために、お前の人生を台無しにしたくねえんだよ！」

　怒ど鳴なるような声を上げた陽一の顔を、言葉もなく見つめ返す。

　陽一は顔をそむけると、ズボンのポケットに片手を突つっ込みながら歩き出した。

　風に揺ゆらいでいたドアがゆっくりと閉まる。

「分かってないんだ……お前も、栗栖も」

　呟つぶやいてみたところで聞く相手はいない。

　手で顔を覆おおいながら、柵を背にしゃがみ込む。

　当たり前か。他人と理解し合うなど、簡単なことじゃない……。
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　消灯した病室を照らすのは、窓の外から差し込む月明かりだけだ。

　ロッカーの中からスーツとシャツ、ネクタイを取り出し、それをベッドに投げて着き替がえる。ネクタイを結び、病院スリッパから革かわ靴ぐつに履はきかえた。

　懐かい中ちゆう時計を見れば、深夜零れい時じを回ったところだった。

　額に貼はられた大きなガーゼを剝はがし、ゴミ箱に投げ捨てて病室を出る。

　今は余計なことを考えるより、やるべきことをやるしかない。

　廊ろう下かの隅すみに座り込んでいる幽ゆう霊れいらしき者の前を素す通どおりしてエレベーターに向かった。

　地下一階に下りると、廊下を包む闇やみの向こうに非常灯の明かりがぼんやり見える。霊れい安あん室しつと書かれたプレートのかかる扉とびらの前で足を止め、軽く呼吸を整えてから押した。

　視界を覆う鮮あざやかな琥こ珀はく色いろの光の中に、迷わず足を踏ふみ出す。

　霊れい界かいと現世の通路というのは、知らないだけで至る所にあるらしい。

　霊安室もその一つで、以前、柳井女史に案内されて通ったことがあった。

　黄昏たそがれに支配された無音の空を見上げる。現世では夏なのに、霊界では季節は関係ないらしい。ひんやりとしたそよ風が吹ふき抜ぬけ、草木を揺らしていた。

　舗ほ装そうされていない道を進むと、黒い鉄てつ柵さくの門が現れる。奥に見えるのはドーム型の屋根を持つ、煉れん瓦が造づくりの外がい壁へきの建物だ。門標には『霊れい察さつ庁ちよう』と書かれている。

　用があるのは霊察庁ではなく、霊界の裁判所だ。

　あの男に会うのはひどく億おつ劫くうだが、そんなことを言っていられる状じよう況きようでもない。

　胸に留めた月と太陽を表す記章バツジを指で確かめる。

　現世に弁護士がいるように、霊界にも弁護士というものが存在する。その証あかしとなるのがこの記章バツジだ。裁かれる死者たちを弁護する役目を引き受けたのは、助けを必要とするのは生者も死者も同じだと思ったからだ。







　通されたのは広い書しよ斎さいだった。天てん井じようまで届く書しよ架かには、書しよ籍せきや書類ファイルがぎっしりと詰つまっている。モスグリーンの絨じゆう毯たんが敷しかれ、ソファーとテーブルがおかれていた。

　正面中央を重じゆう厚こうなデスクが陣じん取どっている。黒革の椅い子すに座って書面にサインを入れていた男が、手を止めずにこちらを一いち瞥べつした。この男が霊界の支配者にして、死者の裁判を司つかさどる大だい審しん院いん長ちようだというのだから、まったく世の中どうなっているのか。

「そろそろ、訪ねてくる頃ころだと思っていた」

　ペン立てにペンをしまった椿原が、膝ひざの上で指を組みながら椅子の背に凭れる。いや、ふんぞり返ると形容した方が正しいだろう。

「だったら、何の用かも分かっているだろう？」

　椿原は「ふむ……」と、もったいぶったようにマグカップを手に取って口に運ぶ。

　どうせ、中身はいつものコーヒー牛乳だろう。

「車に轢ひかれたそうだな。生憎あいにくと私も多た忙ぼうでね。見み舞まいに行く暇ひまがないのだ。といっても、その様子ではたいしたことはなさそうだが」

　この男に見舞いなどされては、治るものも悪化しそうだから、こちらこそ御ご免めん被こうむりたい。

「余計な話をしに来たわけじゃない。篠崎翼のことだ」

「その件はすでに片がついている。君の出る幕はない」

　大おお股またに歩み寄り、バンッとデスクに片手を叩たたきつける。

「椿原、俺が今、一番許せないと思っている相手が誰だれだか分かるか？」

「轢き逃にげ犯かね？　それなら、交通課に言うのだな。それと、現世の問題を持ち込まないでくれたまえ。私は本来、君などが容易たやすく面会できるような相手ではないのだ。頭ずが高いぞ」

「ふざけるな。お前は篠崎翼が栗栖の友人だと知っていたはずだ」

「その件で君に苦情を申し立てられるいわれは、まったくないと言っておこう」

「なぜ、栗栖に撃うたせた」

「私は命じた覚えはない。霊察庁の判断だ」

「お前が許可を与あたえたんだろう。同じことだ。下手へたな言い逃のがれをするな！」

　椿原の成金趣しゆ味みなネクタイを嫌いやという程ほど締しめ上げてやりたい衝しよう動どうに駆かられた。すべての元げん凶きようはこの男ではないかという疑ぎ惑わくさえ浮うかんでくる。

「霊察庁の捜そう査さ官かんとなった時から、栗栖澪も覚かく悟ごを決めているだろう。それに、篠崎翼の身み柄がら確保は自分がやると名乗りを上げたのは彼だ。強要したわけではない」

　友人だという理由で事件から手を引けば、篠崎翼はほかの誰かに撃たれることになる。栗栖のことだから、他人ひと任まかせにして逃げるようなことはできなかったのだろう。

「篠崎翼の裁判を開いてくれ」

「その必要はない。彼の罪は明白だ」

「犯行現場で姿を目もく撃げきされたというだけだろう。それだけで犯人と断定するのか？」

「状じよう況きよう証しよう拠こはそろっている」

「直接証しよう拠こは？　動機は？」

「動機などこちらの世界では無意味だ。彼らの犯行に理由などない」

「つまり、直接証拠はないんだな？」

　椿原から視線を逸らさずに強い口調で問う。

「ほかに目撃された者はいない。それとも、犯行現場に篠崎翼が現れるのが偶ぐう然ぜんだとでも？　それこそあり得んよ」

「犯人と断定するに至る決定的証拠もないのに、裁判もせず地じ獄ごく送りにするのか」

「私の役目はただ死者を裁くことではない。霊界と現世の秩ちつ序じよを維い持じし、これを犯おかすものを取り締まることだ」

「冤えん罪ざいだったら、お前は責任を取れるのか？」

「では、彼を野放しにしている間に被ひ害がい者しやが出たら、君は責任を取れるのかね？」

「篠崎翼を釈しやく放ほうしろと要求しているわけじゃない。裁判の場で事件の真相を明らかにすべきだと言っているだけだ」

　デスクに両手をついて詰め寄ると、椿原は思案するように顎あごをさする。

「君の言いたいことは理解した」

「それなら、裁判を……」

「すでに決定したことだ。あきらめたまえ」

　椿原はペンを取ると、積まれた書類の一枚を手に取る。

「椿原！」

「見ての通り、処理しなければならない案件は山積みなのだ。毎日送られてくる死者たちが行列をなして待っているのでね」

「篠崎翼の身柄はそちらが押さえているのだから逃とう亡ぼうの心配はない。地獄送りにするのを少しくらい待ってくれてもいいだろう」

「待って何かが変わるのかね？」

　書類にペンを走らせながら椿原がきく。

「翼は犯行を否ひ認にんしている。裁判で俺に弁護をさせてくれ」

　椿原は煩わずらわしそうにため息を吐ついてから、視線を向ける。

「犯行を否定するだけの弁護材料を用意できたら考えよう。だが、もし君の提出した証拠が検証に値あたいしないと判断した場合は、決定通りに篠崎翼は地獄送りだ。それでも、かまわんのなら猶ゆう予よも考こう慮りよしよう」

「その言葉、反ほ故ごにするなよ」

「誓せい約やく書でも書くかね？」

「篠崎翼との接見許可書を」

「それは欲よく張ばり過ぎというものではないか、桜沢弁護士」

「当然の要求をしているだけだ」

　椿原はデスクの引き出しから用紙を取り出し、ペンを走らせる。

　渋しぶるように差し出されたそれを受け取り、用のなくなった書斎を後にした。







　検査と退院手続きを終えて、ようやく病院を後にした時には正午を回っていた。

　体の節々が痛むものの、日常生活に支障をきたすほどではない。

　一度、事務所に戻もどろうかと迷ったが、その前に以前勤めていた王城法律事務所の入っている駅前のビルへと向かった。

　ほんの少し懐なつかしさを覚えながら、足を止めてビルを見上げる。

　太陽の光を跳はね返すミラーガラスのおかげで、中の様子は見えない。

　半年前までは自分が辞やめることなど考えもしなかった。人生とは分からないものだ。

　顔見知りに遭そう遇ぐうする前にビルを通り過ぎる。

　懐かい中ちゆう時計を確かめれば十二時十五分。ちょうど、昼休みに入っている頃だろう。

　オフィスビルに囲まれた細い路地を進むと、噴ふん水すいのある公園が見えてくる。子供たちが水に飛び込んで遊んでおり、しっかりと紫し外がい線せん対策をした母親の一団が木こ陰かげで談だん笑しようしていた。

　やはり、ここだった。

　小こ脇わきに茶ちや封ぶう筒とうを抱かかえながら、隅すみのベンチに歩み寄る。

「栗栖」

　呼びかけると、一人ポツンと座っていた栗栖が顔を上げる。

「先せん輩ぱい……」

　落ち込んでいるのか、栗栖の声には元気がなかった。エビフライとポテトサラダなどを詰つめた弁当も、眺ながめているだけで少しも手をつけていない。

「そっか、今日退院でしたよね。良かったです、本当」

「一週間時間をもらった。篠崎翼に有利な証拠が出れば裁判に持ち込める」

「椿原さんに、会ったんですか？」

　栗栖の顔が驚おどろきを浮かべる。

「ほかに方法があるか？」

「どうやって説得したんです？　あの人を」

「手を貸せ。お前の協力が必要だ」

　そう言うと、栗栖は戸と惑まどうように視線を下げた。

「無理、です……できません」

「このまま、何もしなければ本当に篠崎翼は地獄送りだ。それでもいいのか？」

「僕は霊れい察さつ庁ちようの捜査官なんですよ。先輩に協力するわけにはいきません」

　栗栖はギュッと眉み間けんに皺しわを寄せて答える。

「事件の真相を明らかにするのは、お前の役目でもあるだろう。何の問題がある」

「僕はこの事件を二年、追ってきたんです。どれだけ調べ直したところで、翼に有利な証拠なんて出てきませんよ」

「篠崎翼を助けたいんだろう。いつまで迷っているんだ」

　肩かたをつかむと、栗栖が顔をそむけて目を伏ふせた。

「栗栖！」

　強く呼びかけると、ようやくこちらを見る。その表情は今にも泣なき崩くずれそうだった。

「助け…………たい……ですよ」

　すがるように、栗栖の手が結人のスーツをつかむ。

「翼は大切な……大切な友達なんです！」

　大切な人を救えないばかりか自らの手で闇やみに落とす。そんな業ごうを背負わせたくはない。

　小脇に抱えていた茶封筒を差し出す。

　栗栖は戸惑うように受け取り、中から書類を引っ張り出した。

「篠崎翼の接見許可書。捜査官の立ち会いが必要だそうだ」

「先……輩」

　栗栖が瞳ひとみに涙なみだを滲にじませ、書類の端はしをクシャッと握にぎる。

「行くだろう？」

「先輩！」

　感かん極きわまったように飛びつこうとする栗栖を、慌あわてて片手で押さえる。

「弁当がひっくり返るぞ！」

　そう忠告すると、栗栖は膝ひざから滑すべり落ちかけている弁当を押さえた。

「先輩に頼たよるのは駄だ目めだって分かってるんです。これ以上、巻き込んだら本当に……次は命に関かかわるかもしれないのに」

「俺はそんなに頼りなく見えるのか？」

「先輩が優ゆう秀しゆうな弁護士なのは疑ってませんよ。ただ、ちょっとばかり、抜ぬけてる時があるっていうか。僕としてはそこがツボなんですけどね」

　栗栖は涙を拭ぬぐい、少し無理をしたようにいつもの明るい笑えみを作る。

「抜けてるは余計だ」

「あの、先輩」

「何だ？」

「日向さん、は？」

　屋上の一件以来、姿を見せなければ連れん絡らくもしてこない陽一のことを思い出して、結人は顔をしかめた。

「あの馬ば鹿かのことは知らん」

「僕がひどいこと言ったから……」

　気にしているのか、栗栖は表情を曇くもらせる。

「放ほうっておけ。あいつも少し頭を冷やした方がいい」

　何が、『降りてもいいんだぞ』だ。全部自己都合ではないか。人の意志は無視だ。だったら好きにすればいい。

「もしかして先輩、怒おこってます？」

「当たり前だ！」

「えーと、エビフライ食べます？　お腹なか減ってると余計にイライラしますよ？」

　栗栖が箸はしでつまんだエビフライを差し出してくる。

「いや、いい。お前の昼食時間を邪じや魔まして悪かった。後でまた、連絡する」

　書類を受け取って立ち去ろうとすると、栗栖が弁当を手に慌てて立ち上がった。

「先輩、ありがとうございます！」

「まだ、何も解決してない」

「それでも言いたかったんです」

　吹ふっ切れたのか、栗栖は迷いの消えた瞳を向けてそう言った。







　翌日の十八時過ぎ、栗栖と待ち合わせて向かったのは霊察庁だ。

　相変わらず寒々しい面会室のアクリル板越ごしに、栗栖と翼が向き合って座る。

「君は何もしていないと言ったね。それは間ま違ちがいない？」

「知らない。お前なんかに話すもんか」

　翼にとって、今の栗栖は自分を追い回し、挙げ句に銃じゆうで撃うった霊察庁の捜そう査さ官かんだ。警けい戒かいするのは無理もないことだろう。

「歩道橋の時も、線路の事故の時も、君はなぜその場にいたの？」

　ギュッと唇くちびるを引き結んで答えようとしない翼に、栗栖が一いつ瞬しゆんだけ辛つらそうな表情を覗のぞかせる。先の質問が続かないようだった。

　仕方なく歩み寄り、栗栖の隣となりに立つ。

　こういうことは本来、陽一の方が得意なのだが……。

「大だい丈じよう夫ぶだ。正直に答えればいい」

　不安げな翼の瞳が、結人を見上げる。

「ここから出るためには、話を聞く必要がある」

　翼はしばらく迷った末に口を開いた。

「助けようとしたんだ。何度もそう言ったよ」

「君には事故が起こることが分かっていたのか？」

「事故じゃない。みんな天国に行くためだよ。天国に行けば嫌いやなことなんてなくて、ずっと幸せに暮らせるって、そう言われたんだ」

「言われた？」

　台に片手をつきながら、怪け訝げんな顔をしてきく。

「本当は天国になんて行けない。ボクもほかのみんなも信じてたけど噓うそだった」

　泣くまいと堪こらえるように、翼はギュッと眉根を寄せる。

「誰だれに言われたんだ？」

　思わず尋たずねる声に力が入る。

　翼は唇を一文字に引き結んで黙だまってしまった。

「これはとても大事なことだ」

「言っちゃ駄目なんだ。みんな……連れて行かれるから」

「どこに連れて行かれるんだ？」

「地じ獄ごくだよ。そのために、ボクを追いかけていたんでしょう？」

「違ちがう、そうじゃ……」

　そう言いかけて、栗栖が視線を逸そらした。

「地獄になんて連れて行かれない。だから、教えてくれ。誰が君にそう言った？」

　怯おびえたように、翼は強く首を振ふる。

　誰にも言ってはいけないと口止めされているのか、あるいは脅おどされているのか。

「君は生きている時に、最後にどこにいたのか覚えているか？」

　質問を変えると、栗栖も気付いたのか結人の顔を見る。

　事件を調べながら引っかかっていた。過去の新聞記事を調べても翼の死亡記事は見当たらなかった。病死の可能性もあるが、それにしても不可解なことが多い。

　翼は自分も天国に行けると思っていたと言った。だとすれば、ほかの子供たちのように何者かにだまされ、命を絶った可能性もある。

「教会……だったと思う」

　記き憶おくをさがすように、翼の瞳が台の上を彷徨さまよう。

　結人は微かすかに眉まゆをひそめた。

「箱の中に閉じ込められた。暗くて、苦しくて……でも、出してくれなかったんだ」

　恐きよう怖ふと悲しみが蘇よみがえってきたのか、翼は身を震ふるわせてぎゅっと縮こまってしまった。

「怖こわかったんだ。何度も助けてって言ったのに！」

「翼、もういい。思い出さなくても大丈夫だから」

　椅い子すから腰こしを浮うかせた栗栖が、聞くに堪たえないというように止めに入る。

「ボクはやっぱり、地獄に行くの？」

　答えを待つように見つめる小さな瞳ひとみに、栗栖は一瞬言葉を詰つまらせる。それから、ぎこちなく笑みを浮かべた。

「地獄になんて行かないよ……行かせない、から」

　台の上におかれた手が密ひそかに握にぎり締められる。

「よかった。それなら、ミオに会いに行ける」

「え？」

　当とう惑わくする栗栖に、翼はほっとしたような表情を見せた。

「きっと、待ってるんだ」

　奥のドアが開き、係官が時間切れを知らせる。

　翼は椅子から下りると、係官に手を引かれて面会室を出て行った。




　　　　＊＊＊




　相変わらず陽一から連絡はなく、事務所に戻もどってきた様子もなかった。このまま本当に姿を消してしまうつもりなのではと、そんな予感が頭を過よぎる。

　喫きつ茶さマルコの看板の前に立ち、着信履り歴れきを確かく認にんしてから携けい帯たいをしまう。

「先せん輩ぱい、すいません。遅おそくなって！」

　スーツ姿の栗栖が、軽く息を弾はずませながら駆かけ寄ってきた。

　午前の裁判が思いがけず長引いたらしい。個人事務所の自分の方が今は時間に余よ裕ゆうがある。

「いや、それほど待っていない。それより、大丈夫か？」

「ああ、ええ……昼休み中ですから」

　栗栖が店のドアを開くと、ベルがカランと音を立てた。

　相変わらず客のいない店内は話をするのに丁度いい。前と同じ窓まど際ぎわの席に腰かけ、自分はアイスティーを、栗栖はクリームソーダを注文した。

　余計な雑談をしている時間もないので、さっそく本題に入る。

「篠崎翼の証言が事実なら、事故でも事件でもなく自殺未み遂すいということになるだろうな」

「だとしても、それを証明する手段がありません」

「意識が回復している子供もいるんだろう。本人に直接確認すれば分かることだ」

「それはそうですが、きっと両親に止められますよ」

　事故当時の記憶など思い出したくないだろう。親の許可を得るのはむずかしい。裁判のために協力をと言ったところで現世の裁判ではない。霊れい界かいの裁判のためだ。幽ゆう霊れい絡がらみですなどと言おうものなら、通報されるのがオチだ。

「それにしても、腑ふに落ちない」

　脚あしを組んだまま、顎あごに手を添そえて考え込む。

「天国に行くため、ってやつですか？」

　無ぶ愛あい想そうな店主がお盆ぼんを手にやってきて、アイスティーと、アイスクリームのたっぷりとのったクリームソーダをテーブルに並べる。

　店主が「ごゆっくり」と、一言添えて立ち去るのを待ち、グラスに手を伸のばした。

「それもだが、篠崎翼の死亡に関してだ」

「確かに……僕も気になっていました」

「最後に翼に会ったのは？」

「教会が火事になって、すぐ後だったと思います。僕は親もとに返されたから」

　銀のスプーンでアイスクリームを溶とかしていた栗栖の手が止まる。思い出しているのか、瞳がぼんやりと細身のグラスを見つめる。

　アイスティーを一口飲んでから、コルクのコースターにグラスを戻した。

「翼が生前住んでいた集合住宅に、母親はいなかった。どこにいるのか知っているか？」

　管理会社に問い合わせたが、記録が残されていないので分からないという返答だった。

「それが、足取りがさっぱりつかめなかったんです。綺き麗れいに痕こん跡せきが消されているというか」

「生前記録簿ぼを調べることはできないのか？　翼と母親の」

　生前記録簿は生前の行いがすべて記されたものだ。それを見れば、翼の死因も、母親の現在の行方ゆくえも明らかになるのではないか。

「生前記録簿は霊れい察さつ庁ちようの管理ではなく、霊れい籍せき庁ちようという霊界の戸こ籍せき管理を行う部署の管かん轄かつです。それに生前記録簿はよほどのことがなければ開示請せい求きゆうできません。それこそ、椿原さんの許可でもないと……」

「まあ、そうだろうな」

　それは究極のプライバシーと言えるものだ。生きている人間が簡単に覗のぞき見られるようなものではないだろう。霊界の情報というのは、極力現世に漏ろう洩えいしないように厳重に管理されている。でなければ、現世に悪あく影えい響きようを及およぼしかねない。そう考えると、やはり生前記録簿から痕跡を辿たどるのはあきらめるしかなさそうだ。

「会えなくなって、翼はきっとお母さんと一いつ緒しよにどこかで幸せに暮らしているんだと勝手に思っていました」

　二年前から事件が起こるようになり、篠崎翼が被ひ疑ぎ者しやとして挙げられたことで、ようやくその死を知ったらしい。

「約束してくれたんです。大人になったら会いに行くからって……僕は何も知らなくて、何もしてあげられなかった」

　栗栖に以前、幽霊との約束など交かわすだけ無む駄だだと言われたことがある。

　それは叶かなうことはないのだと……。

　一度交わせば、人はその約束に縛しばられる。子供の頃ころの約束であってもだ。

　まして一方が他界してしまえば、その約束は永遠に果たされることもないまま、もう一方の心にいつまでもしこりを残し続けるだろう。これが法律であれば、契けい約やく不ふ履り行こうとして破は棄きされて終わるだけだが、人の感情はそれほどシンプルにはできていない。

「今はお前が助けになってやれる。そうだろう？」

　顔を上げた栗栖が、「はい」としっかり頷うなずいた。

　残された期日は少ない。まだ、篠崎翼の有罪を覆くつがえす決定的証しよう拠こはない。翼の証言だけでは、椿原を納なつ得とくさせることはできないだろう。だが公算がないわけではない。

　翼やほかの子供たちに自殺教きよう唆さした人間がいる。生者なのか、死者なのかは今のところ分からないが、その人物を特定することができれば事件解決の突とつ破ぱ口こうになりうるかもしれない。

「篠崎翼の証言が本当だとしたら、教会に埋うめられている可能性があるとは思わないか？」

「誰だれかに殺された、ということですか？」

　栗栖は口もとに手をやり、眉をひそめた。

「教会に出入りしていた大人は？」

「たくさんいましたよ。毎週の礼拝には必ず信者や支し援えん者しやの人が集まっていましたし。近所の人たちも司祭様に何かと相談してましたから」

　今となっては調べるのもむずかしいだろう。栗栖も子供だったのだから、出入りした人間のはっきりとした素す性じようまでは覚えていないはずだ。

「教会を調べてみるしかないだろうな」

　グラスのアイスティーを飲み干してから、テーブルに戻す。

　ちょうど、栗栖の昼休みが終わる時間になった。
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　夕方から降り出した雨が激しくなる。

　車を降りて懐かい中ちゆう時計を確かめると、二十三時過ぎだ。

　助手席を降りた栗栖が傘かさを差しかける。

　大おお粒つぶの雨がアスファルトを叩たたき、川を作るように側そつ溝こうへと流れ込む。

「先輩、本当にやるんですか？　教会は広いんですよ？　どこに埋まってるか……ショベルカーでも持ってきて掘ほり返さないと分かりませんよ」

　雨音に負けないように、栗栖が声を大きくした。

　トランクからシャベルを二本取り出し、振ふり返る。

「嫌いやなら帰ってもいいぞ」

「やりますよ。怪け我が人の先せん輩ぱいにさせるわけにはいかないし」

　シャベルの一本を栗栖に渡わたし、トランクを閉める。

「こんな時に限って、日向さんはいないんだから。ほんと、あの人って肝かん心じんの時に役に立ちませんよね。僕も先輩も肉体労働は向いてないのに」

　ぼやいている栗栖にかまわず、門もん扉ぴに向かう。

　この前は陽一の手を借りて乗り越こえたが、今回はそうはいかない。

　鉄てつ柵さくに手をかけてよじ登ろうとしたが、胸に痛みが走って短く呻うめいた。

「先輩……何をしているんです？」

「ここから入るしかないだろう。お前も見ていないで手を貸せ」

「あのー、非常に申し上げにくいんですけど、裏口から入れますよ。普ふ通つうに」

　栗栖は「あっちの」と、横手の路地の方を指差す。

「それを早く言え！」

　無駄な体力を消しよう耗もうしてしまったではないか。

「待ってくださいよ！」

　急ぎ足で歩き出すと、栗栖がシャベルと傘を手に追いかけてきた。







　シャツの袖そでを捲まくり上げ、緩ゆるめたネクタイを肩かたに引っかけながら、シャベルを土に差し込む。ズボンの裾すそも靴くつもすでに泥どろまみれだ。ズキズキと体の節々が疼うずくのは我が慢まんするしかない。

　ずぶ濡ぬれになったシャツが体にべったりと張りついている。いくら顎からしたたる滴しずくを拭ぬぐっても、空から落ちてくる雨はきりがない。

　聖堂の脇わきを掘り返していた栗栖が、シャベルを引きずりながら疲つかれ果てた顔で中庭に戻もどってきた。

「先輩……どうです？　何か見つかりました？」

「いや。そっちは？」

「何もありませんでした」

　結人は手をシャツで拭ってから、ズボンのポケットに入れていた懐中時計を取り出す。すでに三時前になっていた。顔を上げて辺りを見回すと、大きなモグラがあちこち掘り返したように庭は穴だらけになっていた。

「後、掘っていないのはバラの下くらいか」

　棘とげだらけの蔓つるが互たがいに絡からみ合っており、掘り起こそうにもかなり根も張っているだろう。

「せめて、明日にしません？　天気も晴れるみたいですし。今日は無理じゃないかなあ」

「お前は聖堂の中にいていいぞ」

　シャベルを手にバラの茂しげみの方に向かう。

「先輩！　ああ、もう……本当に、怪我が悪化したらどうするんですか！」

　土にシャベルを突つき刺さす。

　雨のおかげで、土がぬかるんでいて掘りやすい。

　栗栖も少し離はなれたところを掘り起こし始めた。







　根ごと掘り起こしたバラを投げ捨てる。

　棘で切れた皮ひ膚ふから血が滲にじむのを見て、せめて軍手を用意してくるのだったと後こう悔かいする。

　栗栖の方を見れば、雨に打たれながらも作業を続けていた。無む駄だ口ぐちを叩くのもやめたらしい。

　さらに堀り進めたところで、切っ先がガツンと何かに当たる。身を屈かがめて土を払はらい除のけると、現れたのは黒く塗ぬられた木の板だった。

「栗栖！」

　立ち上がって呼ぶと、栗栖が作業を中断して駆かけ寄ってくる。

「先輩、これって」

「ああ、どう見ても棺かん桶おけだろうな」

　手を借りて、穴から這はい出す。

「翼の……でしょうか」

「分からん。開けてみなければな」

「これを引っ張り上げるのは無理ですよ」

　半分以上がまだ土の中に埋まっているのだ。

「後は警察に任せる」

[image: ]

　携けい帯たいを取り出し、一いつ瞬しゆん迷ってから椿原に連れん絡らくを取る。ほかの警官では説明がむずかしい。

「先輩、あの……実は」

「何だ？」

「僕が掘っていたところにも、棺桶が埋まってるみたいなんですけど」

　思わず、携帯を耳から離して栗栖の顔を見た。







　翌日の早朝から、近所の迷めい惑わくも考こう慮りよせず、騒そう音おんを立てながらショベルカーが土を掘り返す。

　小型のクレーンまで投入されての大おお騒さわぎだった。

　暇ひまな主婦たちや、地元新聞の記者、ローカルテレビ局のリポーターまで駆けつけている。

「どこの無礼者が夜中に電話をしてきたかと思えば、まったく君とはな。他人の安あん眠みんを妨ぼう害がいする不届きな輩やからは銃じゆう殺さつ刑けいに処すよう法改正すべきだ。そうは思わんかね？」

　安全第一と書かれたヘルメットをかぶった椿原が、腕うでを組んで作業を眺ながめながら、ひどく不ふ機き嫌げんに言った。

「俺は善良な一いつ般ぱん市民としての義務を果たしたまでだ」

　災難なのはこちらの方である。椿原に連絡して事情を伝えたまではよかったが、朝までずぶ濡れの状態で待たされた。

　半はん乾がわきの服は上から下まで泥で汚よごれていた。慣れない肉体労働と睡すい眠みん不足のおかげで疲ひ労ろうは極限に達している。それでも、見届けるまでは帰るわけにはいかない。

　栗栖もそのつもりなのか、じっと作業を見つめていた。

「廃はい屋おくに入り込んで穴あな掘ほりをしている者が、善良な一般市民かどうかは甚はなはだ疑問だな。埋まい蔵ぞう金をさがしていたら、偶ぐう然ぜんにも棺桶を発見したなどと陳ちん腐ぷな言い訳はせんだろうね？」

　小型のクレーンが、ロープでくくられた棺桶を引っ張り上げている。

「証しよう拠こをそろえろと言ったのは、お前じゃないか」

　横目で睨にらみ、辺りをはばかって声を抑おさえる。

「棺桶の中身が死体だとは限らん。吸きゆう血けつ鬼きやミイラ男だった場合、捜そう査さ費用は君に請せい求きゆうするから覚かく悟ごしておきたまえ」

　皮肉たっぷりに言って、椿原は白い手て袋ぶくろをはめながら歩き出す。

　地面に下ろされた棺桶の周りには、警官たちが集まっていた。

「栗栖、お前はここで待っていろ」

「いいえ、僕も行きます。この目で確かめたいんです」

　そう言い張る栗栖と一いつ緒しよに、椿原の後に続く。

「今のところ三つです。後の二つは現在、掘ほり起こしているところです」

　若手の警官が、椿原に向かって報告していた。

「五つ……」

　地面には少し小さめの棺桶が三つ並べておかれ、警官が二人がかりで蓋ふたをこじ開けようとしている。半分腐くさりかけた木の板は、メリメリと嫌いやな音を立てながら割れる。

「やはり、遺体のようですね」

　警官が身を屈めて中を確かく認にんし、そう言った。

　栗栖が隣となりで身を硬かたくするのが分かった。顔色が悪いのは疲労のためだけではないだろう。

「やれやれ、猫や犬のではないだろうな？」

　椿原がこちらを一いち瞥べつしてから、棺桶に近付く。

「子供のようですね」

　身を屈めた警官がそう報告する。

　すべての棺桶の蓋が開かれると、栗栖が警官を押し退のけて前に出た。

「待て、栗栖！」

　後を追い、棺桶のそばに立った栗栖の肩をつかむ。

「困りますよ、あまり近付かないでください！」

　警官が前に立ちはだかり、迷惑そうに追い払おうとする。

　身元確認と死因の特定はＤＮＡ鑑かん定ていと検死の結果を待つしかないだろう。

「行くぞ、栗栖。後は椿原に聞けばいい」

　栗栖の腕を引いてその場を離れる。

「先せん輩ぱい……翼でした。いつも翼が着ていたＴシャツだったから間ま違ちがいありません」

　栗栖の肩に手をかけたまま、運び出される棺桶の方を見る。

　生ぬるい風が運んでくる不ふ穏おんな予感に眉まゆをひそめた。







「あら、あら、あら、どうしちゃったの！　その恰かつ好こう」

　事務所に戻ると、奥の廊ろう下かから姿を見せた志織が目を丸くする。

　上から下まで汚れた恰好を眺め回されて、ひどく決まりが悪かった。

「すいません、これから家に戻ってきます」

　事務所に立ち寄ったのは陽一が戻っているかと思ったからだ。電話は相変わらず繫つながらない。

　玄げん関かんを出ようとすると、志織が強い口調で「いいえ、駄だ目めです！」と、引き止めた。

「お風ふ呂ろを沸わかすから入ってらっしゃい。その間に服はクリーニングに出しておくわ」

「いえ、そこまでお世話になるわけには……」

「何を言っているの。泥まみれの子はどこにも行かせられません！　ほらほら、上がってちょうだい。着き替がえは陽一のがあるから、それを脱だつ衣い所においておくわね」

　背中を押され、靴くつを脱ぬいで廊下に上がる。

　母親のような顔で怒おこられると、どうにも逆らいがたいものがある。







　はっとして目を覚ますと、体の上にかけられていたタオルケットが落ちかける。

　窓の外はすでに暗くなっていた。

　志織が夕飯を作っているのか、台所からは魚の焼ける香こうばしい匂においが漂ただよってくる。

　意識が飛ぶほど熟じゆく睡すいしたのは久々のことだった。

「おはよ、って言っても、もう夜だけどな」

　声のする方を見れば、薄うす暗ぐらい中、陽一が事務机に向かって作業をしていた。

　一度、瞬まばたきしてから改めてその姿を見る。

「お前……いつ、戻もどってきたんだ？」

「夕方にな。悪い、連絡しなくて」

　陽一はパソコンに視線を戻す。

「何をしているんだ？」

「溜たまってた書類片付けてたんだよ。お前は入院してたし、このところ忙いそがしかっただろ？」

　ああ、そうか……。

　そういえば、現世での仕事が滞とどこおりがちになっていた。

「俺だって一応は弁護士だぞ。忘れてただろ？」

　陽一がキーボードを打ちながら軽く笑う。

「そういうわけじゃないが……」

「応接机の上に報告書があるから、後で目を通しておいてくれよ」

「報告書？」

　滑すべり落ちてくる前まえ髪がみをかき上げながら、応接机のファイルを手に取る。

「教会のこと、調べてたんだよ」

「それで？」

　ファイルを開きながら先を促うながす。かなり事細かに聞き取りを行っていたようだ。

「教会が建てられたのが今から二十二年前だ。その頃ころから時々、教会に通ってた子供が行方ゆくえ不明になってるみたいなんだよな」

「それなのに、なぜ騒さわぎになっていない？」

　過去二十年分ほど遡さかのぼって新聞記事を調べた時にも、そんな事件は取り上げられていなかった。だが、実際に教会の敷しき地ち内から棺かん桶おけが五つ発見されている。

「親が捜そう索さく願ねがいを出さなかったら、子供が行方不明になっても分からないだろ？」

　篠崎翼も捜索願は出されていなかった。それは警察署に確認したから間違いない。

「その頃からなんだよ。ランドセルを背負った子供の幽ゆう霊れいが出るって噂うわさになってたのは」

　陽一が椅い子すの背に凭もたれながら、両手を頭の後ろにやる。

　篠崎翼の死亡時期がいつなのかは、警察の検死結果を待たなければ分からない。幽霊の姿が死亡した時のまま変わらないとすれば、翼が死んだのは子供の頃だろう。少なくとも、十数年以上は経過している。だが、子供たちが意識不明となる事故が発生しているのはここ二年ほどのことだ。

「教会で篠崎翼の遺体が見つかった」

「ああ、知ってる。騒ぎになってたからな。これって良かったって言っていいんだよな。翼が見つかったってことなんだから」

　陽一は頭から手を離はなし、椅子の背に凭れていた体を少し起こした。

「どうだろうな……だが、一つはっきりしたのは、翼は何者かに殺されたということだ」

「生きた人間の仕し業わざ、か？」

「幽霊がせっせと穴を掘って土中に棺桶を埋うめたのでなければな」

　考えにくいが、陽一も物を動かしたりすることは可能なのでまったくないとは言えない。

「翼なら犯人を見てるだろ？」

「言わないのは理由があるからだろうな」

　犯人は翼にとってよく知っている相手なのではないか。そんな気がしたが、それが誰だれなのか分からなければ意味がない。

　陽一が立ち上がり、椅子の背に引っかけていたスーツの上着を取ってはおる。

「もう少し詳くわしく調べてみる。当時、教会に通ってた人もいるかもしれないからな」

「日向」

　事務所を出て行こうとする陽一を、思わず呼び止めた。病院の屋上でのことが引っかかってはいるが、何と話を切り出していいのか分からないまま気まずくて視線を逸そらす。

「今はこの事件の、翼のことの方が大事だろう？」

　背を向けたまま、陽一が先にそう言った。

　それはそうだ。自分たちのことで揉もめている場合ではない。だが……。

「お前にも俺にも考える時間は必要だしさ」

「ああ……そうだな」

　陽一は「じゃ、行ってくる」と、玄関を出て行く。

　今話し合っても建設的な意見はお互たがいに出そうにない。

　陽一の言うように、自分たちには考える時間が必要なようだ。

　事件に集中しようと気を入れ直し、改めて陽一がまとめた報告書を念入りに読み直した。
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　分厚いファイルを両りよう腕うでに抱かかえながら、重じゆう厚こうな扉とびらの前で呼吸を整える。

　篠崎翼の無実を証明するような決定的証しよう拠こは得られなかったものの、有罪確定判断に疑義を抱いだかせるだけの材料はそろえた。

　後は裁判が行われるか、否いなか……。

　扉を開いて書しよ斎さいの中に入り、デスクに歩み寄る。書面に万年筆で署名を入れていた椿原が、話しかける前に軽く片手を上げてみせた。

　少し待っていろということだろう。かまわず、デスクの上にドンッとファイルをのせる。

　陽一とともに昨日、一日かかってまとめ上げたものだ。

　手を休めた椿原が万年筆の蓋ふたを閉じ、その先でファイルを捲めくった。

「もう少し簡潔明めい瞭りようにできなかったのかね？」

「一日もあれば十分に目を通せるだろう。警察の鑑かん定てい結果の方は？」

「身元は判明した。死亡時期もな」

　椿原はデスクの引き出しを開いてファイルを取り出した。

　渡わたされたファイルを開くと、被ひ害がい者しやの写真がファイルにクリップで留められている。その中に翼の写真を見つけた。死亡推定時期の欄らんを見て思わず目を疑う。

「これは、本当に間ま違ちがいはないのか？」

「むろんだ。歯形もＤＮＡ鑑定の結果も本人のものと一いつ致ちした。別人の可能性はゼロだよ」

「死因は？」

「窒ちつ息そく死しだろう。外傷はほとんど見られない。状じよう況きようから見て、生き埋めにされた可能性が高いというのが検死官の所見だ」

「生き埋め……」

　幼い子供が生きたまま棺桶に閉じ込められ、どれほどの恐きよう怖ふと苦痛を味わったことか。犯人の非人道性にぞっとする。どんな理由があったとしても許されることではない。この犯人こそが地じ獄ごくに落とされるべきだろう。

「椿原、篠崎翼は犯人じゃない。あの子も被害者だ」

「被害者が加害者に変わるということも往々にしてあるものだ。それは君もよく知っているだろう。負の感情は連れん鎖さする」

　両手で万年筆を弄もてあそびながら、椿原はわずかに目をすがめた。

「無実だ。裁判で必ず立証してみせる」

　そう言い切り、身をひるがえして書斎を出る。

　後は椿原の判断を待つしかない。決定権を持っているのはあの男なのだ。







　事務机に向かって書類を片付けながら、ひたすら時間が過ぎるのを待つ。

　篠崎翼が勾こう留りゆうされて、ちょうど一週間目だ。

　壁かべかけのボンボン時計に目をやると、あと五分で日付が変わる。

　陽一も落ち着かないのか、二時間ばかりランニングマシンで走り続けていた。

「なあ、桜沢。裁判が開かれなかったらどうするつもりだ？」

「再度審しん理り請せい求きゆうする。それでも駄だ目めなら別の方法を考える」

　パソコンの液えき晶しよう画面から視線を外さずに答える。とはいえ、正直なところを言えば公こう訴そ棄き却きやくとなれば打つ手なしだ。椿原が一度確定した判断を覆くつがえす可能性はほぼないと考えるべきだろう。

「ああ、くそっ……落ち着かねえな！」

　陽一がランニングマシンの速度を上げる。余計な考えを頭から振ふり払はらいたいのだろう。

　ボンボン時計が十二回鳴り響ひびいた時、自転車のベルの音が微かすかに聞こえた。

「速達でーす」

　玄げん関かん戸の隙すき間まから赤い封ふう筒とうが投げ込まれた。霊れい界かいの裁判所絡がらみの書面は、深夜に届けられるものらしい。ランニングマシンを降りた陽一が玄関戸に向かい、床ゆかに落ちている封筒を拾い上げて戻ってきた。

「どうだ？」

　中を確かめてもいないのに、気が急せくように尋たずねてくる。

　結人は封ふうを破り、折りたたまれた白い用紙を取り出した。

「おい、桜沢。どうなんだよ？」

　目を通した後で、陽一の胸に押しつける。

「公判期日は明後日あさつてだ」

「ってことは、有罪根こん拠きよが揺ゆらいだってことだよな？」

　今のところ、翼にとって不利な状況は変わらない。

　だが、勝てる見込みはある。
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　沈ちん黙もくに包まれた細長い廊ろう下かに、いつまでも変わることのない茜あかね色いろの日が差し込む。

　現世では、もうじき深夜一時になろうかという時間だ。

　死者の魂たましいを裁く霊界裁判所は、霊れい察さつ庁ちようの建物と渡り廊下で繫つながっている。

　目の前の扉は中央法ほう廷ていへの入り口だ。現世と同じく、廊下の掲けい示じ板ばんには本日行われる裁判の予定表が貼はり出されていた。

　ほかにも小しよう法ほう廷ていがいくつもあるらしく、扉が並んでいる。廊下の途と中ちゆうにある階段を上がれば大だい審しん院いん長ちようの書斎や、書記官たちの事務室、控ひかえ室といった部屋が並んでおり、職員たちが忙いそがしく出入りしていた。そんな光景も、現世の裁判所とそれほど変わらない。

　あの世の管理、運営を行っているのも人である以上は、どうしても同じようなシステムになってしまうのだろう。

　廊下の端はしにおかれた長なが椅い子すに腰こしをかけ、開かい廷てい時間になるのを待つ。

　隣となりには事件記録の分厚いファイルと、現世の六法全書をおいていた。

　霊界には霊界六法という独自の法律がある。現世の法律を記した六法全書は何の役にも立たないのは分かっているが、これがないとどうにも落ち着かない。自分にとっての必勝お守りのようなものだ。

　陽一の時も、六法全書を片手に裁判に挑いどんだことを思い出す。

「桜沢さん」

　書類ファイルを小こ脇わきに抱えて立っていたのは、二十代後半の青年だ。結人に負けず劣おとらずの細身だが身長は少し高い。物もの腰ごしは柔やわらかく、温おん厚こうそうな卵形の顔立ちだった。

「木こ檜ぐれさん、お久しぶりです」

　結人は立ち上がって頭を下げた。

　青年はこう見えても、なかなかやり手の霊界検事だ。木檜という苗みよう字じは実のところ本名ではなく、結けつ婚こん前の苗字だ。現世の姓せいは日向と言い、優ゆう秀しゆうな弁護士だった。

　この人が若くして亡なくなった陽一の父親であることは、陽一には伝えていない。日向の苗字を名乗らなかったのは、木檜自身が知られることを望んでいないからだろう。

「また、随ずい分ぶんと厄やつ介かいな裁判を引き受けたそうですね。霊界でも噂うわさになっていましたよ」

「担当検事は木檜さんではないのですか？」

　陽一の裁判の時には木檜が担当だったので、てっきり今回もそうなのだと思っていた。だが、考えてみれば霊界の検事は一人や二人ではない。

「今回は別の人ですよ。あなたが来ていると聞いたので、ちょっと立ち寄ってみただけです。お邪じや魔までしたか？」

「いえ、裁判まで時間があるので……」

　開廷は一時十五分だ。十分前にならなければ扉とびらは開かない。

「陽一は役に立っていますか？」

「ええ、いつも助けられています」

「何かあったんですか？」

　探さぐるような目でじっと見つめられ、戸と惑まどいを覚える。

「どうしてです？」

「桜沢さん、私は噓うそは見み抜ぬけます」

　木檜が隣に腰を下ろした。

「噓では……ただ、少し」

　窓の外は鮮あざやかな夕焼けの色に染まっていた。

　日が昇のぼることも、沈しずむこともない、永久の黄昏たそがれ……。

　目を細めて言葉をさがしていると、木檜が微び笑しようを浮うかべた。

「ケンカでもしましたか」

「些さ細さいな意見の相そう違いです。問題はありません」

「そうですか？　何だか、深刻な問題を抱かかえているみたいに聞こえますよ」

　声も表情も相変わらず穏おだやかだが、この人もやはり検事だ。

　白状しなさいと言われているような無言の圧力を感じて、思わず苦く笑しようする。

「今は目の前の裁判の方が重要です。それに比べたら、俺や日向の問題など取るに足らないでしょう」

「僕が口を挟はさむようなことではないし、余計な助言をするのは本当はルール違い反はんですが……」

　手元を見つめてから、木檜は改めてこちらを見た。

「問題はできるだけ早く解決する努力をしなければ、時間が経たつほど修復不可能になるものです」

「人が本心から望んでいるものなんて、他人は分かりません」

「だとしたら、自分が何を望むかではないのですか？」

　木檜は椅い子すから立ち上がり、優やさしく微笑む。

「和解協議と同じですよ。相手の要求が分からない時には、思い切りこちらの要望を盛って提示する。それを吞のむか否いなかは相手次し第だいでしょう」

「もし、吞まなければ？」

　木檜は「そうですね」と、思案するように窓の外を見る。

「私なら譲じよう歩ほはしません」

「それで、和解は成立しますか？」

「しますよ。こちらの要求が相手にとっても最良の条件だと、納なつ得とくしてもらえるまで説得しますから」

　にっこりと微笑ほほえまれ、結人も思わず笑えみをこぼす。

「あなたと現世の裁判所で対たい峙じすることがなくて良かった。うまく丸め込まれそうだ」

　木檜は軽く笑ってから、ふと、真顔になった。

「今回の裁判を担当する検事は、私より遥はるかにやり手です」

「弁護人とむやみに口をきくのはルール違反だ、木檜」

　靴くつ音おととともに声が近付いてくる。

　廊下の向こうから颯さつ爽そうと歩いてくる相手を見て少々面めん食くらったのは、相手が女性だったからだ。結人より若じやつ干かん年上だろう。ファッションモデル並みの長身と長い脚あしで、パンツスーツが実に様になっている。

　長く艶つやのあるストレートの黒くろ髪かみと、スーツの襟えり元もとを華はなやかに飾かざるレースのブラウス、十五センチヒールの真っ赤な靴くつが女性らしさを強調していた。靴と同様の真っ赤な口紅以外に化け粧しよう気けはなかったが、十分に見み栄ばえのする迫はく力りよく美人だった。ただ、その瞳ひとみにはそこはかとなく暗さがある。

「ちょっと世間話をしていただけですよ。そうですよね？　桜沢さん」

　木檜は穏やかな表情を崩くずさないまま、横目で結人を見た。

「ええ……まあ」

　迫力美人に頭の上から足の爪つま先さきまで無ぶ遠えん慮りよに眺ながめ回され、いささか不快感を覚える。

「こちら、本件を担当する桐生きりゆう検事です」

　木檜が紹しよう介かいすると、迫力美人が片手を差し出してきた。

「よろしく、桜沢」

　堂々と呼び捨てられ複雑な表情になる。形式ばかり握あく手しゆをすると、ひんやりとした感かん触しよくの中に微かすかな人の体温を感じて相手の顔を見た。

「私は現世でも検事だ。君とはまだ一度も法廷で相まみえたことはないが、噂だけは聞いているよ。桜沢弁護士のご子息らしいね」

　握にぎり締しめた手を離はなさないまま、桐生がこちらを凝ぎよう視ししてくる。向けられているのが敵意なのか、ただの興味なのか分からなかった。

「父をご存じなのですか？」

「優秀な弁護士は忘れない。それ以外はまったく覚えていないが……君はどちらかな？」

「さあ、どうでしょうね」

　結人はそっけなくそう答えた。ようやく手を解放されたが、妙みような汗あせをかいてしまった。

「伶司は君を随分と買っているようだね」

「大審院長とどういうご関係なのか、興味がありますね」

　桐生が目を見み据すえたまま、ゆっくりと顔を寄せてきたので身を引いた。

「……愛人」

　耳元で囁ささやかれ、思わず動どう揺ようが顔に出る。

「本気にするな。単なる友人だよ」

　ククッと笑ってから、桐生はヒールをカツンと鳴らして後ろに下がった。

　書記官がやってきて解かい錠じようする。重い音を響ひびかせながら扉が開き、廊ろう下かに冷気が這はい出した。

　話を打ち切ると、彼女はもうこちらを見ようとせず、髪かみをなびかせながら法ほう廷ていへと入る。

「彼女を担当検事に抜ばつ擢てきしたということは、この裁判、覚かく悟ごした方がいいですよ」

　木檜が桐生の後ろ姿を見送りながら、少し表情を険しくした。
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　開かい廷ていからそろそろ三十分、結人は喉のどが干ひ上あがってきて机の上のグラスに手を伸のばした。

　桐生が翼の前に立ち、証言台に両手をつく。

「以上、九件の被ひ害がい者しやについて面識は？」

　証人席に立たされた翼は、自分のＴシャツを不安げに握り締めながら首を振ふった。

「はっきりと発言しなさい！」

　桐生の叱しかりつけるような声に、小さな肩かたがビクッと跳はねた。

「ないよ」

「面識がないのに、なぜ彼らの事故現場にいたのか説明を」

　目を据すえて問われ、翼は涙なみだ目めになり助けを求めるように弁護人席を振り返る。

　今は検察側の証人尋じん問もん中だ。口の形だけで「も・く・ひ」と伝えると、分かったのか翼は頷うなずいて正面を向く。

「もく……」

「黙もく秘ひするということは不利となる事実を隠かくしたいがためだ。それは罪を認めたも同然ということになるが、それでもかまわないのか？」

　翼の言葉を遮さえぎるように、桐生は声を大きくして問う。

　結人は手を挙げて、勢いよく立ち上がった。ガタンと椅子が倒たおれたが無視する。

「異議あり！　今のは脅きよう迫はくだ。黙秘する権利は被ひ告こく人にんに認められている」

「それは現世での話だ。霊れい界かい法をちゃんと勉強したのか？」

「相手は未成年者だ。少しくらい考こう慮りよして然しかるべきだろう」

「残念だが少年法もない。ランドセルを背負った子供だろうが、紙おむつをした赤ん坊ぼうだろうが、被告人は被告人、罪を犯おかせば裁かれる。それが霊界の裁判所だよ」

「被告人は犯行を否ひ認にんしている！」

「大だい審しん院いん長ちよう、弁護人は尋問を妨ぼう害がいしている」

　桐生が裁判官席を見上げて訴うつたえる。

「弁護人は尋問が終わるまで黙だまっていたまえ。それができないようなら退たい廷ていを申しつける」

　椿原の声が返ってくる。

　結人は密ひそかに歯を嚙かみ締め、椅子を直して着席した。

　桐生は改めて篠崎翼と向き合い、尋問を再開する。

「被害者を事故に見せかけ、こちら側に引っ張り込む機会をうかがっていたのではないのか？」

「ちが……う、ボクは……」

　気け圧おされたように、翼は声を小さくする。

「生きている子供たちを見て、どんな感情を抱いだいた？」

「どんな？」

　戸と惑まどうように、翼が桐生を見上げる。

「妬ねたましいとか、羨うらやましいとか、自分も彼らのように生きていれば、そう思ったことはないか？　生きている子供たちに対して、憎にくしみの感情を抱いたことはあるだろう」

　我が慢まんできずに、結人は「異議あり！」と声を張り上げて尋問を遮る。

「ありもしない感情を、勝手な憶おく測そくだけで作り上げるな！」

「答えられないのか？　それは図星だからだろう？」
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　桐生がかまわず問いかけると、翼が勇気を奮い起こすように真っ直すぐ顔を上げる。

「そんなこと、思ってない！」

「では、何度も被害者に接せつ触しよくを試みたのはなぜかな？」

「ボクは助けたかったんだ！　ボクみたいに……こちら側に来ちゃ駄だ目めだから……だから、止めたかったんだ！」

　桐生の声につられて、翼が声を張り上げる。

　シンッと法廷が静まり返る。

「もういいだろう。篠崎翼が事故現場に姿を見せたのは、被害者の自殺を止めるためだ。供述調書にも記されている」

　声のトーンを落として言うと、桐生が感情を排はいした冷れい徹てつな瞳を向ける。

　鉄の女というのは、こういう女性のことを言うのだろう。

「自殺しようとしていたのだとすれば遺書は？　近親者、友人そのほかの証言は？　ないのだとすれば、それは被告人の一方的な思い込みでしかないよ」

「だからといって、犯行の裏付けにはならないだろう」

「では、再度、被告人に尋ねる。被害者を殺したのか？」

「異議あり！」

　机を強く片手で叩たたく。

「弁護人に発言は認めていない。被告人、答えたまえ」

　裁判官席の椿原を思い切り睨にらんだが、忌いま々いましいことにその姿は弁護人席から見えない。

　気き丈じようにも、翼は真っ直ぐ顔を上げる。

「ボクは誰だれも殺してなんかない！」

「誰かに命令を受けていたのか？」

　わずかに顔を強こわばらせ、翼は動揺したように黙った。

「子供たちを殺せと命じられたのか？」

　桐生はじっと翼の顔を見たまま、容よう赦しやなく質問を続ける。

　翼……。

　結人は拳こぶしを握り締め、証言台に立つ小さな依い頼らい人にんの姿を見つめる。

「命じられてなんかない。ボクは……違ちがう」

　声を絞しぼり出すようにそう答え、うつむいた。

「私からの尋問は以上」

　桐生はそう言うと、背を向けて席に戻もどる。

「弁護人、尋問を始めたまえ。それとも冷静になる時間が必要かね？」

「結構だ」

　この法廷で翼を守れるのは自分しかいない。襟えりに弁護士記章バツジが留まっているのを無意識に指で確認してから、椅い子すを引いて立ち上がる。

　証言台に歩み寄ると、翼が泣くのを必死に堪こらえた目で見上げてきた。

「翼、君は被害者たちが自殺しようとしていることを知っていたんだな？」

　そう問うと、翼は「うん」と頷いた。

「それは、どうやって知ったんだ？」

「聞いたから」

「誰に？」

　翼は答えに詰つまり、視線を彷徨さまよわせる。

「答えられないならいい。君が聞いた話はどんな話だったのか教えて欲しい」

　落ち着いた声で問うと、翼は少し躊躇ためらってから口を開いた。

「天国に行けるからって……天国に行けば、幸せになるってそう言ってた」

「被害者たちは、天国に行くというのが自らが死ぬことだと理解していたと思うか？」

　翼は小さく首を振る。

「みんな、知らなかったんだと思う。ボクもそうだったから」

「君も、誰かに天国に行けると言われたことがあるのか？」

「でも、行けなかった。死んじゃったら、お母さんや友達や……みんなに会えなくなる」

「自殺行こう為いだと思わずに、子供たちは危険な行為に及およぼうとしていたから、君は止めようとしたということか？」

　証言台に手をかけて尋たずねると、翼は「そうだよ」とはっきりと答える。

「助けたかったけど、できなかった。ボクの声は聞こえないし、姿も見えないから」

「何度も接触を試みようとしたが、気付いてもらえなかったんだな？」

　人差し指を頰ほおに押し当てながら聞いていた桐生が、その手を軽く挙げる。

「何者かが被ひ害がい者しやを唆そそのかしていたが、何者かの正体は明かせない。それでは通用しないよ」

「明かせないのは、明かせないだけの理由があるからだ」

　眉まゆ根ねを寄せて、検事席の桐生を見る。

「せめて理由を示すべきではないのか？　でなければ、証言としての信しん憑ぴよう性せいに欠ける。被告人の妄もう想そうか、罪を逃のがれるための方便だととられても仕方がないと思うけれどね」

「では、そちらも被告人が犯行を行ったという明確な証しよう拠こを提示しろ。有罪の立証責任はそちらにあるだろう！」

　現場にいたからという理由だけで犯人と決めつけるなど、霊れい察さつ庁ちようの捜そう査さはあまりにも杜ず撰さん過ぎる。犯人の目星がつかないので、翼に罪を擦なすりつけようとしているとしか思えない。

「弁護人、君が尋問すべき相手は検事ではない。被告人に対する尋問を続けたまえ」

　椿原の声が、桐生と結人の口論に割り込む。

「尋問は以上だ。それと休きゆう廷ていを申しん請せいする」

　苛いら立だち混じりに言い放って席に戻ると、ガベルの音が鳴り響ひびいた。

「では、一時休廷する」
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「やりづらい！」

　どうにも苛立ちが収まらず、狭せまい事務所内を無意味に歩き回る。

　第一回目の公判が終しゆう了りようし、自宅に戻ったのは明け方のことだった。

　二時間ほど仮か眠みんするつもりでベッドに倒たおれ込んだのはいいが、疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしていたのか目が覚めた時には十時過ぎになっていた。

　寝ね過すごしたと、急いで身み支じ度たくを整えて事務所を訪おとずれたのはそれから一時間後のことである。

「その桐生って検事は、椿原とどういう関係なんだ？」

　シャツの袖そでを捲まくり、ランニングマシンで軽く走りながら陽一がきく。

「知らん。友人だと言っていた」

「あの人に友人がいたのかよ」

　陽一が驚おどろくのももっともだ。だが、それに関しては自分も人のことはとやかく言えない。

「現世でも検事だそうだ」

「じゃあ、木檜さんみたいに幽ゆう霊れいじゃないのか」

　落ち着きなくうろついていた結人の足が止まる。

　陽一は「だろ？」と、何も知らないまま言った。

「まあ、な」

　黙だまっていることはだましているようで、多少後ろめたくはある。

「まさか、本当に椿原さんの彼女とか元カノとかで、色気でたらし込まれてるんじゃねえだろうな？」

「それはないだろう」

　椿原は霊れい界かいの裁判に関しては公平さを重んじている。自らが下す判決の重みを、誰よりも分かっているからこそ私情を交えて判断を下すような真似まねはしない。

　そういう点においては、椿原伶司という男を認めてはいるのだ。ひどく、癪しやくではあるが……。

「美人だったんだろ？　その桐生って検事」

　美人は美人だが、男を骨ほね抜ぬきにするような魅み惑わく的てきな女性ではない。お見合いなら間ま違ちがいなく敬遠されるタイプだ。むろん、椿原のことだから特とく殊しゆなタイプの女性を好んだとしてもそれはそれで不思議はないが、正直、二人がつき合っている姿というのはかなり想像しがたいものがある。

「絶対、ハニートラップに引っかかってんだよ。案外、女に弱いタイプなんだって！」

　ランニングマシンの速度を少し上げながら、陽一が力説する。

　暖簾のれんをくぐり、廊ろう下かの方から栗栖が姿を現した。

　陽一が体を奪うばわれる事件の折に日向家の家族とは面識があるものの、いつの間に台所に上がり込むほど馴な染じんでいたのか。

　上着を脱ぬぎ、シャツとスーツズボン姿で、その上にヒヨコ柄がらのエプロンを身に着けている。

　手にしているお盆ぼんにはアイスティーと、シフォンケーキがのっていた。

　エプロンのあちこちについている卵や粉から、なかなかの奮ふん闘とうぶりがうかがえる。

「桐生検事はそういうのじゃありませんよ」

「おっ、何だよ、それ。うまそうだな」

　ランニングマシンを降りた陽一がシフォンケーキの甘い香かおりにつられて寄って行くと、栗栖は警けい戒かいするようにお盆を避よけた。

「近付かないでくださいよ。日向さんの分なんてありませんから」

「へー、あっそ。お前、そういうこと言うわけ」

「幽霊なんだから食べなくても平気でしょ。これは、僕とおばさんが焼いたんですからね」

「ディフェンスが甘いな」

　陽一はにやっと笑って、すかさずシフォンケーキの皿を奪だつ取しゆする。

　栗栖が「ああっ」と、声を上げた。

「一番大きなやつは先せん輩ぱいのですよ。返してください」

　栗栖が手を伸のばして取り戻そうとするが、陽一はヒョイヒョイとその手をかわす。

「先輩、日向さんに何とか言ってくださいよ！」

「それはいいが、アイスティーがこぼれそうになってる」

　ため息混じりに忠告すると、栗栖が慌あわててお盆を水平に戻もどした。

「お前は桐生という検事を知っているのか？」

「ええ、まあ……被ひ告こく人にんを必ず刑けい務む所しよに放ほうり込むって、現世でもあちらでも有名人ですから。桐生検事の担当した事件では、ほとんど執しつ行こう猶ゆう予よもつかないんですよ」

　栗栖は応接机の上にお盆を下ろし、アイスティーとシフォンケーキの器うつわを並べる。皿が人数分あるところを見ると、口では色々言いつつ陽一の分も用意していたらしい。

「椿原との関係は？」

　応接椅い子すに移動して腰こしをかけ、栗栖が渡わたしてきたアイスティーのグラスを受け取る。

「大学時代の同期だって聞いたことがありますよ。お父さんは法学部の教授だそうです」

「親同士が仲が良くて、許嫁いいなずけだったりしてな」

　陽一の言葉に、栗栖が「あり得るかも」と珍めずらしく同調した。

「椿原は今回の裁判、明らかにこちらを勝たせる気はない」

　脚あしを組みながら呟つぶやくと、隣となりに腰かけた栗栖が眉根を寄せながら頷うなずいた。

「でしょうね。でなかったら、わざわざ桐生検事を担当にしたりはしません」

「決定打に欠けているのは事実だ」

　子供たちを唆している人間の存在を立証できれば状じよう況きようは変わるかもしれないが、そうでなければこの裁判、勝てる見込みは薄うすい。

　だが、その存在を証明できるのは翼の証言しかない。その上、肝かん心じんなその人物の素す性じようについて黙もく秘ひを続けている。

「栗栖、教会で殺された子供たちの魂たましいを証人として法ほう廷ていに召しよう喚かんすることは可能だと思うか？」

「椿原さんが認めるかどうかだと思いますけど……時間が経たちすぎているので、霊界裁判で裁かれて転生している可能性もあります。そうなれば、過去の記き憶おくは失われているし、生きているから霊界の裁判には呼べません」

　陽一が応接椅子の背に肘ひじを引っかけながら、「次の公判はいつなんだよ？」ときく。

「三日後だ」

　もし仮にまだ魂が現世に留とどまっていたとしても、三日以内に居場所を突つき止めるのはむずかしい。殺人事件の被害者の証言を得るのは期待できないだろう。

「期日延期は申請できねえのか？」

「現世の裁判とは違ちがうんですから、そんなの簡単に認められませんよ」

　栗栖が眉まゆをひそめつつ、陽一を一いち瞥べつする。

「教会での殺人事件と、翼が容疑をかけられている九件の事件はおそらく同一犯の犯行によるものだろう。ただ、それを立証する手立てがない」

　単独犯か、組織犯かも今の段階では分かっていないのだ。

「教会の敷しき地ちに埋うまってたんだろ？　なら、教会関係者じゃねえのか」

　陽一が立ったままそう言った。

「それはありません。管理していたのは司祭様だけですけど、あの人は僕が子供の頃ころに死んでいます。二年前から起きている九件の事件とは無関係ですよ」

　栗栖は「ただ……」と、言い淀よどんだ。

「どうした？」

　先を促うながすと、栗栖が握にぎり締しめた手にギュッと力を込め、迷うように瞳ひとみを向ける。

「司祭様を殺したのは生きた人間じゃありませんでした。それも一人ではなかった……」

「じゃあ、翼やほかの子供を殺したのも幽霊の仕し業わざか？」

　陽一が釈しやく然ぜんとしないように顔をしかめる。

　確かに腑ふに落ちない点が多い。だが、司祭を殺した幽霊というのが一連の事件とまったく無関係だとも思えない。

「犯人が生きてるのか、死んでるのかも分からないんじゃなあ」

　すっきりしない様子で、陽一が頭を搔かく。

　まったくだ。曖あい昧まいなことが多すぎて、これでは法廷で椿原や桐生を納なつ得とくさせることはできない。そもそも、犯行の動機がまったく不明だ。椿原は幽霊の犯行に理由などないと言うが、生きた人間であれば動機は必ずあるはずだ。

「栗栖、駄だ目めもとでもいい。教会で殺されていたほかの子供たちの魂をさがしてみてくれ」

「分かりました」

「悪いな……」

　栗栖にとって、翼の死について調べることは辛つらい仕事だろう。

「これは霊れい察さつ庁ちようの捜そう査さ官かんとしての仕事でもありますから」

　栗栖は少し畏かしこまって、敬礼してみせる。

「日向、お前に頼たのんでいた件はどうなっている？」

「やってるよ」

　陽一は事務机まで行き、書類を手に戻ってきた。

「先輩、日向さんに何を頼んだんです？」

「ちょっと気になったことがあったからな」

「だったら、僕に頼んでくれれば良かったのに」

「お前には今、頼んだだろう」

「先輩の頼みなら不ふ眠みん不ふ休きゆうでやりますよ。こんな食い意地の張った幽ゆう霊れいなんかに頼まなくても」

　ふくれっ面つらになる栗栖の頭を、陽一がファイルでポンと叩たたいた。

「だーれが、食い意地が張ってるって？　栗栖」

「日向さん以外にいないでしょ」

　栗栖は迷めい惑わくそうに顔をしかめながら、ファイルを振ふり払はらう。

「チワワがキャンキャン吠ほえても、うるせえだけだろ。ほらよ、桜沢」

　投げ渡されたファイルを両手で受け止める。

「九件の事故の被ひ害がい者しやは全員、青野木病院に転院してる。その上、意識が回復した被害者は退院後、両親共々行方ゆくえが分からなくなってるんだよ。おかしいだろ？」

　ファイルを開くと、青野木病院に関する詳しよう細さいな調査報告書が綴つづられていた。青野木院長に関する経歴なども事細かく記されている。

「随ずい分ぶんと華はな々ばなしい経歴の持ち主だな」

　有名医大を卒業後に渡と米べいし、医学博士、心理学博士などいくつもの博士号を取得している。

「専門は、幽ゆう体たい離り脱だつ？」

　随分とまた胡う散さんくさい研究を行っているものだ。向かいに座った栗栖も身を乗り出してファイルを覗のぞき込む。

「青野木病院が建ったのが、ちょうど事件が起こり始めた二年前ってのも気になるだろ？」

　陽一が言うと、栗栖が顎あごに手を当てて首を傾かしげた。

「偶ぐう然ぜんっていうには怪あやしいですよね？」

「確かにな。それに、莫ばく大だいな資金がどこから供給されているのかが気になる」

　国内に五つ、アメリカにも二つの病院を経営してる上に、さまざまな福ふく祉し事業にも手を出している。慈じ善ぜん活動でもかなりの寄付金を投じているようだ。

「スイカ切ってみたのだけど、食べるかしら？」

　志織が暖簾のれんをくぐって姿を見せた。三角形に切り分けられたスイカがお盆ぼんの上に並んでいる。

「わあ、いただきます！」

　栗栖が素す早ばやく立ち上がり、志織からお盆を受け取った。

「いつも、すいません」

　ファイルから顔を上げてそう言うと、志織がにっこりと微笑ほほえむ。

「いいのよ。それより、何だか大変そうなのねえ」

「近々裁判があるもので」

　結人がそう答えると、志織は「まあ、そうなの！」と瞳を輝かがやかせた。

「それじゃあ、今夜はトンカツにしなくちゃ。栗栖君も食べていくでしょう？」

「え、僕もいいんですか？」

「ええ、もちろんよ。栗栖君はうちの事務所の一員も同然だもの」

　志織は「お肉屋さんに行ってくるわね」と、ガマ口財さい布ふを手に事務所を出て行った。

「栗栖、そう言えば仕事に戻らなくてもいいのか？」

　壁かべの時計を見れば昼前だった。

　栗栖も現世では王城法律事務所の弁護士だ。仕事は山積みだろう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ご先祖の三百回かい忌きの大法要があるから休むって、連れん絡らく入れてありますから」

「お前の後こう輩はい、結構ダイナミックな噓うそ吐つきだな」

　陽一がスイカを齧かじりながら、感心したような顔で言う。

「仕事をさぼってるわけじゃありませんよ。自宅残業だってしてるし、やることは全部やってます。日向さんとは違いますからね」

　栗栖は腰こしに手をやり、少しばかり顎を上げる。

　まあ、栗栖のことだから本業で手を抜ぬくようなことはないだろう。こう見えてそつがないのだ。

「次の公判までに桐生検事を黙だまらせるだけの弁護材料をそろえる必要がある」

「じゃあ、やっぱりもう少し調べ直さないと。僕、法要は三日三晩続くみたいだからしばらく休むって、もう一度事務所に連絡入れてきます」

　急に真しん剣けんな顔になり、栗栖が携けい帯たいを手に忙いそがしく事務所を出て行く。

「俺ももう一回聞き込みしてくるわ。トンカツまでには戻もどってくるから残しておけよ」

　落ち着かない様子で、陽一もズボンのポケットに両手を押し込みながら玄げん関かん戸に向かう。

　木檜の言葉を思い出し、陽一を呼び止めようとした。だが、うまく言葉が見つからず、あきらめてため息を吐つく。

　自分が何を望むのか……か。

　気を取り直してファイルを手に立ち上がる。
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　午後、青野木病院を訪おとずれた結人は、案内してくれた看護師とともに中庭に足を運んだ。

　ブロックの敷しかれた遊歩道を、のんびりと車椅い子すの老人が散策している。中央はバラ園が作られ、子供たちが賑にぎやかな声を上げていた。

「この時間なら、いつもバラ園にいらっしゃるはずなんですけど」

　若い看護師がそう言いながら、蔓つるバラの絡からみついたアーチをくぐる。

　後に続くと、一ひと際きわ元気のいい子供たちの笑い声とともに水が降ってきた。

　看護師は悲鳴を上げながらも素早く飛び退のいたが、結人は生憎あいにくと一いつ般ぱん人よりもいささか鈍にぶい反射神経のおかげで、頭から水を被かぶる羽目になった。

　顔や髪かみから水が滴したたる。足もとに落ちたホースは、まるで生き物のようにクネクネと地面を這はいずりながら、水を吐はき出し続けていた。おかげで靴くつもズボンの裾すそも泥どろまみれだ。

「こら、何をしているの!?」

　看護師が叱しかりつけると、バラの茂しげみに隠かくれていた子供たちが逃にげ出した。

「すいません、本当に……悪気はないんですよ」

　看護師は申し訳なさそうに頭を下げる。

「いえ、おかまいなく」

　営業用の笑えみが引きつりそうになるのを堪こらえて、ポケットから取り出したハンカチで顔を拭ぬぐう。スーツを汚よごしたのは、今月に入って二度目だ。

「おや、誰だれかと思えば桜沢君じゃないか」

　そう言いながら歩いてきたのは、院長の青野木だった。

　バラの手入れをしていた最中なのか、軍手をした手には剪せん定ていバサミを握にぎり締しめている。黒のタートルネックとズボン姿で、白衣をはおっていた。

「どうも……」

「これはまた、派手にやられたものだ」

「院長、失礼ですよ。お客様なのに」

　看護師に咎とがめられると、「いや、申し訳ない」と笑い収める。

「今、拭ふくものをお持ちしますから」

　看護師は申し訳なさそうにそう言ってから、急ぎ足で通用口の方へと引き返して行った。

「顧こ問もん弁護士の件、引き受ける気になってくれたのか？」

「いえ、別件です。少々事件に関することでお伺うかがいしたいことがありまして」

「ほお、どんな事件だ？」

　青野木は興味深そうにきき返してから、身を少し屈かがめて、傷んだバラの葉を剪定バサミで切り落とす。夏なつ咲ざきの赤いバラが枝の先に赤い花をつけていた。

「二年前から、四辻市で不ふ審しん事故が起こっているのはご存じですか？」

「不審事故？」

　手を止め、青野木が怪け訝げんそうにこちらを見る。空々しいと思ったが先を続けた。

「被害にあった子供たちは、ほとんど外傷はないにもかかわらず、意識不明の状態のまま回復していない。患かん者じやは全員、四辻市総合病院からこの青野木病院に転院しています。先日の歩道橋から転落した少女もです」

「彼女はすでに意識を取り戻し、退院している。それに回復した子供はほかにもいるだろう」

「ええ、数名は退院していますね。それもこの病院に転院してすぐに」

「君が何を疑っているのか正直分からんな。我々は必要な治ち療りようをおこなっている」

　青野木がゆっくり立ち上がる。

　白衣にしがみついた子供たちがきょとんとした顔で見上げていた。

「もうすぐおやつの時間になる。病室にいない子にはないかもしれないぞ」

「院長先生は？　院長先生も戻らないとおやつがないよ！」

　子供の一人がそう言うと、青野木は愉ゆ快かいそうに笑った。

「そうだな。では私の分は一番早く病室に戻った子にあげよう」

　子供たちは顔を見合わせ、はしゃいだ声を上げて一いつ斉せいに走り出す。

「ああ、ほら。転んでしまうだろう。気をつけなさい」

　子供たちの声が遠ざかると、バラ園は静かになった。

「桜沢君。君は紅茶は好きか？」

　青野木は笑みを浮うかべたまま、そうきいてきた。







　通されたのはクーラーのよく効いた院長室だ。

　絨じゆう毯たんが敷かれ、窓まど際ぎわに円形の白いソファーがおかれている。

　腰を下ろして待っていると、青野木が土汚れのついた白衣を着き替がえて現れた。片手にはティーセットののったトレイを持ち、片かた腕うでにはタオルを引っかけていた。

「クリーニング代は、うちの病院に回してくれ」

　タオルを差し出され、遠えん慮りよなく受け取る。濡ぬれた髪を拭っていると、青野木が目の前にカップをおき、手慣れた手つきで紅茶を注ぐ。上質な茶葉の香かおりがふわりと立ち上った。

　ソファーに腰を下ろした青野木が、脚あしを組みながらどうぞと勧すすめるので、お礼を言ってカップを手に取った。

「私はアメリカでの生活が長かったが、どうにもコーヒーだけは馴な染じめなくてな」

「それは……分かります」

　高校時代に紅茶好きの父と嗜し好こうが同じであることが嫌いやで、一時コーヒーばかり飲んでいたが、結局口に合わず大学に入る前に紅茶党に戻ってしまった。今にして思うと、あれが唯ゆい一いつの反はん抗こう期と呼べるものだったのだろう。

　紅茶を一口飲んでからカップをソーサーに戻した。なかなかの味だが、紅茶を堪たん能のうするために来たわけではない。

「意識不明の子供たちが、青野木病院に転院している理由は何です？」

「うちに運ばれて回復した患者がいるからだろう。その手の噂うわさはすぐに広まるものだ」

　紅茶を啜すする青野木の顔を、密ひそかに探さぐり見る。

「それだけでしょうか？」

「強ごう引いんに転院させたわけではない。患者の親たちが望んだことだ。それとも、子供たちが意識を取り戻さないのはうちのせいだとでも言うつもりか？」

　さすがに青野木も機き嫌げんを悪くしたのか、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「そうとは申し上げておりません」

「我々は可能な限り適切な治療を行っている。現に回復して退院した患者もいるのだ。意識を取り戻していない患者も、症しよう状じようが悪化したというようなことはない。医い療りようミスを疑うのであれば、むしろ四辻市総合病院の方ではないのか？　あちらは以前から杜ず撰さんな治療を行っていると患者の間ではかなり評判が悪いと聞いている。ひどい目に遭あってうちに転院してきた患者は一人や二人ではない」

「不快に思われたのであれば謝罪します。私は子供たちが意識不明になった原因が知りたいだけなのです」

　真しん剣けんな目で見つめると、青野木がカップを手にしたまま軽くため息を吐ついた。

「子供の肉体も精神も、我々大人が思っている以上に複雑で繊せん細さいなものだ。外傷がないように見えても、ダメージを負っている時はある。回復には時間がかかる。いつ意識が戻もどるかは我々医師にも分からないことだ」

「では、どのような治療を？」

「患者に関する情報を漏もらせば秘密漏ろう示じ罪に当たることを知りながら、君がそれを問うのか？」

　青野木は目をすがめてこちらを見た。

「意識不明の患者が運ばれてきた場合の、一般的治療方針をお尋たずねしているだけです」

「意識不明と言っても原因も症状も違ちがう。それに応じて治療方針は変わる。当然のことだ」

　これ以上質問を重ねたところで押し問答になるだけだ。青野木が患者の情報を漏ろう洩えいするわけにはいかないのはこちらも承知している。

「分かりました。お手間を取らせて申し訳ありません」

　足もとにおいたビジネスバッグを手に取り、ソファーから立ち上がる。

「私も一刻も早く回復してくれることを願っているのだ。子供は元気に走り回っていて欲しいものだからな」

　青野木が憂うれいを浮かべ、光の差し込む窓の方を見る。

「ええ……私もそう思います」

　頭を下げ、院長室を後にした。







　昼過ぎに事務所に戻ると、栗栖が応接椅い子すに腰こしをかけて待っていた。

「どうでした？　病院の方は」

　栗栖は手て土産みやげのオレンジケーキを皿に取り分け、アイスティーをグラスに注いだ。

「青野木院長には会った。うまく話をはぐらかされたがな」

　上着を脱ぬいで応接椅子に腰を下ろす。

「入院している子供たちは？」

「面会謝絶だった。特別病びよう棟とうに入っているらしい」

　ビジネスバッグの中から取り出した四つ折りの紙を応接机の上におく。病院のロビーにおかれていた会報をもらってきたものだ。会報の表には、病院の表おもて玄げん関かんで写したと思われる写真が白黒で掲けい載さいされていた。花束を渡わたされた少年と、青野木院長、それに看護師と両親が並んで写っている。その少年は事件の被ひ害がい者しやの一人だ。

　笑え顔がおの大人たちに囲まれながら、少年だけが無表情にカメラのレンズを見み据すえているのが気になった。

「先せん輩ぱい……」

　栗栖が会報を手に取る。

「この人、誰だれです？」

「青野木院長だが、それがどうした？」

「そんなはずはありません。だって、その人は……」

　栗栖の顔がはっきりと分かるほど青ざめる。

「栗栖？」

「司祭様です」

　栗栖の言葉に、結人は眉まゆをひそめて応接机の上に落ちた会報に目をやる。

「だが、教会の火事で亡なくなっているだろう」

「僕が子供の頃ころに二十代半ばくらいだった。年ねん齢れい的てきにも合います。でも、なんで……」

　結人が会ったのは幽ゆう霊れいではない。その証しよう拠こに看護師とも何事もなく話をしていたではないか。それに、メガネもかけていた。幽霊なら姿は見えなかったはずだ。

　青野木は紛まぎれもなく生きた人間だ。だが、そういえば夏場に黒のタートルを着ているのも不自然といえば不自然だ。

　火事でやけどを負ったものの一命は取り留めたと考えられなくはないが推測の域を出ない。

「本当に司祭は亡くなったのか？」

　栗栖も子供だったのだ。記き憶おく違ちがいということもあるかもしれない。

「母と一いつ緒しよに葬そう儀ぎに参列したんです。遺体の損傷が激しくて見ることはできなかったけど」

「別人の遺体にすり替かえられていたとか、棺ひつぎが空だったという事もあるんじゃないのか？」

「それじゃあ、生きていた？」

　そのことを喜べないのは、栗栖も気付いているからだろう。

　司祭が一連の事件の犯人である可能性が高くなる。少なくとも、教会の殺人事件と九件の不ふ審しん事故に青野木が関かかわっているのは間ま違ちがいない。

「司祭様は子供を殺すような……そんな人じゃない。預けられた僕を親身になって面めん倒どうを見てくれたんですよ」

「善良に見える人間が必ずしも善良とは限らない。それはお前も分かっているだろう」

　司祭や翼との思い出が大切なものなのは分かる。だが、そこに囚とらわれて真実を見失ってはならない。栗栖は弁護士であり、霊れい界かいの捜そう査さ官かんでもあるのだ。

「でも、先輩……僕はやっぱり、信じられない」

「だとすれば、余計に事件との関係を調べるべきだろう。青野木と司祭が同一人物だという確かな証拠はまだない。別人という可能性もないわけではないからな」

「分かりません。司祭様がもし犯人なら……なぜ、翼やほかの子供たちを？」

　青野木を取り調べることができれば何か分かるかもしれないが、押しかけたところで相手にはされないだろう。少なくとも、青野木は現世の法に引っかかるようなことはしていない。

　十数年前に死んだかもしれない人間が生きているので調べてくださいと申し立てても、警察が動いてくれないのは当たり前だ。

　不意に自分が車と衝しよう突とつした時の記き憶おくが頭を過よぎる。

　グレーの普ふ通つう車しや……。

　携けい帯たいを取り出し、アドレス帳から相手の名前をさがす。

「先輩？」

　幽ゆう霊れい絡がらみの事件は現世の法では裁けないし、警察も動かない。だが、轢ひき逃にげ犯となれば別だ。警察も喜んで逮たい捕ほしに行くだろう。

『君からの電話は、いつも厄やつ介かい事ごとを運んでくる』

　電話越こしに、椿原が大げさなため息を吐いた。




　　　　＊＊＊




　警察署から轢き逃げ犯が見つかったと連れん絡らくを受けたのは翌日のことだ。

　急いで向かうと、取調室では青野木と椿原が向かい合って座っていた。

「君のことは気に入っていたのに、こんなことになって実に残念だよ。桜沢君」

　廃はい車しやになりかけていた車はすでに押収されているので言い逃のがれはできないはずだが、青野木はまったく動じた様子はない。

「私もです、青野木院長」

　皮肉を込めて答えてから、ドアを閉めて歩み寄る。

　机を挟はさんで青野木と対面していた椿原が、ペンを弄もてあそびながらこちらを見た。

　珍めずらしく上着は脱いでパイプ椅子の背にかけている。

「君の事情聴ちよう取しゆは後で行うから、外で待機していたまえ。被害者の立ち会いは認められていない」

「青野木院長に話があるだけだ。すぐに済む」

　椿原を一いち瞥べつして言い、青野木と向き合う。

「私の目の前で殴なぐるのはよしたまえ。君を暴行罪と公務執しつ行こう妨ぼう害がいの罪で現行犯逮捕しなければならなくなるからな」

　言われなくても、最初から手など出すつもりはない。轢き逃げに遭あったことは腹立たしいが、それよりも事件解決の手がかりが欲しい。そのために警察署まで足を運んだのだ。

「なぜ、私を殺そうとしたんです？」

「確かに君を轢いたのは事実だが、殺そうとしたわけではない」

　青野木の声も態度も不自然なほど冷静だ。

「殺意は否ひ認にんするわけですか。あれが、偶ぐう発はつ的てきな事故だったとは言わせませんよ。あなたは明らかに俺を轢くつもりで突つっ込んできた。そして、そのまま逃とう亡ぼうを図はかった」

　冷ややかな眼まな差ざしを青野木に向ける。この男の本ほん性しようが分かった以上、何の遠えん慮りよもいらない。

「明らかな自動車運転過失傷害罪です。その上、救護義務と報告義務を怠おこたった。より罪は重い。事故車両を廃はい棄きしようとしたことは証しよう拠こ隠いん滅めつ罪に当たる」

「その件については弁明しない」

「罪を認めるのですか？」

「後は私の弁護士を通してくれ」

「王城法律事務所の弁護士に頼たのんだのか」

　眉をひそめてきくと、青野木が余よ裕ゆうのある笑みを浮うかべた。

「当然だろう。多額の顧こ問もん料を払はらっているのだ。役に立ってもらわなければ困る」

　まるで見計らったようにドアが開く。

「遅おそくなりました」

　そう言いながら入ってきた相手を見て、さすがの結人も意表を突かれた。

「栗栖、お前……」

　栗栖は目を合わせようとせず、強こわばった表情で青野木に歩み寄る。

「面倒をかけてすまないね」

「いえ……」

　青野木の傍かたわらに立った栗栖が一いつ瞬しゆんだけ結人を見る。だがすぐに視線を逸そらした。

「彼が私の弁護士だ。改めて紹しよう介かいをする必要はないだろうが」

　青野木の悠ゆう然ぜんとした笑みを見て、密ひそかに拳こぶしを握にぎる。

「依い頼らい人にんは、はからずも轢き逃げという過失を犯おかしてしまったことを深く反省しています。被ひ害がい者しやである桜沢先……さんに対して心より謝罪するとともに、すべての治ち療りよう費、休業損害および、慰い謝しや料りようを支し払はらい、示談にすることを望んでいます」

　栗栖は事務的な口調で言いながら書類を机におく。

「随ずい分ぶんと太っ腹な金額だな。いったい、この金がどこから出てくるんだ？」

　書面を一瞥しただけで手には取らなかった。

　栗栖が相手なら、簡単に譲じよう歩ほするとでも思ってるのだろうか。だとすれば随分と見くびられたものだ。

　薄うすく笑えみを浮かべながら沈ちん黙もくしている青野木を、険のある目で見る。

　卑ひ怯きよう者ものめと内心で吐はき捨てた。

「こちらの誠意は十分に示したと思っています。ご検討を」

　栗栖は視線を合わせずそう言ってから、椿原の方を見た。

「裁判所から保ほ釈しやくの許可が下りているので、身み柄がらは引き取らせてもらってもかまいませんよね？」

　椿原は軽くため息を吐いてから、弄んでいたペンを机に放ほうり投げる。

「仕方あるまい」

「待て、簡単に帰すのか!?」

「許可が下りているのに拘こう束そくはできんよ」

　いつもなら問答無用で取調室にぶち込み、延々と尋じん問もんを繰くり返しているではないか。

「この男は！」

　青野木を指差すと、栗栖が「先せん輩ぱい！」と止めに入った。

　弁護人である栗栖の立場からすれば、その先を言わせるわけにはいかない。

「お願いです、それ以上はやめてください」

　栗栖の瞳ひとみに浮かんだ懇こん願がんの色を見て、黙だまるほかなかった。

　パイプ椅い子すを引いて、青野木が立ち上がる。

「では、失礼するよ」

　一同を見回してから、青野木は鷹おう揚ような足取りで取調室を出て行く。

「栗栖」

「すいません、先輩……今は、何も言うわけにはいかないんです」

　うつむいてそう言うと、栗栖は青野木の後に続く。

　ドアが閉まると、重い沈黙が流れた。

「なぜ、引き止めなかった」

　横目で睨にらむと、椿原は軽く肩かたを竦すくめる。

「いくら私でも、現世では裁判所の許可したものを覆くつがえせるだけの権限など持っていない。あちらなら別だがね」

「よく言う。いつもなら違い法ほうギリギリの捜査も犯人を追い詰つめるためなら厭いとわないくせに」

「弁護士の君が、違法捜査を推すい奨しようするとは実に意外だな」

　脚あしを組みながら、椿原が愉ゆ快かいそうに口角を少し上げた。

「あの男が連続殺人事件に関かかわっているのは間ま違ちがいない。素す性じようを調べれば絶対に何かあるはずだ。そのために、お前に頼んだんだろう」

　机に片手をつきながら、声を抑おさえて詰め寄る。

「轢き逃げ以外のことは口を割らんよ。問い詰めたところで、君の後こう輩はい君が阻そ止ししようとするんじゃないのかね？」

「それは……」

「せめて、複雑骨折とむち打ちくらいになっておくべきだったな。肋あばら二本に罅ひびと打だ撲ぼく程度では不ふ起き訴そだろう。せっかくだから示談金はもらっておきたまえ。君の事務所の財政状じよう況きようはあまり芳かんばしくないのだろう」

「余計なお世話だ。示談金は断る。ただの轢き逃げじゃない。あの男には明確な殺意があった。これは殺人未み遂すいだ。必ず起訴に持ち込んで、あの男に実じつ刑けいを喰くらわしてやる」

　栗栖には悪いが、こうなれば法ほう廷ていで徹てつ底てい的てきに青野木を叩たたきのめしてやるしかない。

「青野木の素性を早急に調べてくれ」

「それを私に頼むのはアンフェアだろう。それとも自力で勝つ自信がないのかね？」

　椅子を引いて立ち上がった椿原が、冷たさを感じさせる瞳で見た。

「現世での事件を調べるのはお前の仕事だろう」

「轢ひき逃にげについては当然調べるとも。だが、霊れい界かいの裁判に関しては私は公正中立だ」

「その割には裁判では桐生検事に肩かた入いれしていたようだが？」

「負け惜おしみとは、君らしくもない」

「次の裁判ではお前も桐生検事も黙らせる」

　腹いせの一言を残して、結人は取調室を後にした。







　警察署の玄げん関かんを出ると、駐ちゆう車しや場じようにはレモンイエローの車がまだ残っていた。

　取調室を出て行く時の栗栖の様子が気になって引き返す。

　廊ろう下かの突き当たりにあるトイレの前を通りかかった時、諍いさかいの声が聞こえて立ち止まった。

「翼を……子供たちを利用して、あなたは何をしようとしているんだ！」

　中に飛び込むと、栗栖が青野木の上着をつかみ、個室のドアに押しつけていた。

「何をしている、やめろ！」

　駆かけ寄って栗栖を青野木から引き離はなす。

「なんで生きているんだ。あなたは死んだはずなのに！」

「やめろと言っているだろう。お前の依頼人だぞ！」

　突き飛ばして叱しかりつけると、栗栖はよろめいてドアにぶつかってから、うろたえたような瞳を向けた。警察署内で揉もめ事ごとを起こせば、警官がすっ飛んでくるだろう。

「先輩、だけど……っ！」

「お前は弁護士としての仕事をしろ」

　静かに諭さとすと、栗栖は唇くちびるを嚙かみ締しめてうつむいた。

　翼の裁判まで時間がない。焦あせるのは分かるが感情的になっても何も解決しない。

「勘かん違ちがいしているようだが……」

　青野木が襟えりを正しながら口を開く。

「私は君の言う司祭ではないし、翼という君の友人のことも知らないな」

　白々しくそう言う青野木を、栗栖が童顔に似合わない剣けん吞のんな目で睨みつけた。

「僕はあなたが知っている無知な子供じゃない。あの時は分からなかったけど、今なら分かる」

　青野木の唇に歪ゆがんだ笑みが浮かぶ。

「教会が火事になったのも、あなたが死んだのも、僕はずっと自分のせいだと思ってきた。あの日、教会に現れた幽ゆう霊れいは霊界の捜査官だった！」

　栗栖は青野木から視線を逸らさず、微かすかに震ふるえる声でそう言い放った。

　栗栖が連れている黒い外がい套とうをはおった男たちは現世の人間ではない。何も知らなかった子供の頃ころの栗栖が、その男たちのことを自分を襲おそってきた幽霊だと誤ご認にんしたとしても不思議はないだろう。

　青野木はそれを肯こう定ていするように黙っていた。

「あなたは自分がやっていることがばれそうになって、すべて隠いん蔽ぺいするために自分で教会に火を放ち、死んだように偽ぎ装そうした。僕をかばうように見せかけて」

　栗栖が微かに自じ嘲ちようを浮うかべる。

「そんなこととも知らず、僕は間ま抜ぬけにもあなたをずっと恩人だと思っていた。さぞかし、滑こつ稽けいだったでしょうね！」

　怒いかりの眼まな差ざしを向けたまま、「何とか言ったらどうなんです！」と栗栖が声を荒あらげた。

「守秘義務に違い反はんしている。君がそれを……」

　栗栖は青野木の言葉を遮さえぎるように、はっと笑った。

「守秘義務違反？　いいですよ。損害賠ばい償しようでも何でも訴うつたえたらいいじゃないですか。そのかわり、今僕が言ったことはすべて事実と認めることになる」

　青野木の口もとから笑みが消える。

「それに、勘違いしているようなので言っておきますけど、僕が引き受けたのは轢き逃げ事件の弁護だけです。あなたの犯おかしたほかの罪に関しては僕は何の義務も負わない。戻もどって契けい約やく内容をよく確認してみるんですね！」

　一息に言ってから、栗栖はふっと息を吐ついた。こう見えて法廷での場数は相当踏ふんでいる。都合よく利用できると思っていたのだとすれば、青野木は栗栖を見くびり過ぎだろう。

「なるほど。君の事務所に契約内容の変へん更こうを申し立てる必要がありそうだな」

　青野木は結人の方に顔を向け、「もう、いいかな？」といささか白けた口調で尋たずねた。

「ああ……だが、忘れるな。必ずお前のやってきたことは、白日の下もとに晒さらしてやる」

「ほお、それは実に楽しみだ」

　青野木は愉快そうな笑えみを浮かべて横を通り過ぎていく。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「先輩、司祭……いえ、あの男に絶対罪を償つぐなわせてやります。そのために、弁護士を辞やめることになってもかまわない！」

　栗栖は憤いきどおりを込めて個室のドアに拳こぶしを叩きつけた。

「馬ば鹿かを言うな。お前にとってその記章バツジは簡単に捨てられるようなものなのか？」

　上着の襟に留められた金記章バツジを指差すと、栗栖が泣きそうな顔を上げて首を振ふった。

「だったら、軽々しく辞めるなんて言うな。分かったな？」

「……すいません、先せん輩ぱい」

　小声で謝る栗栖の肩を軽く叩いた。

「許せないと思っているのは、俺も同じだ」




　　　　＊＊＊




　日が暮れるのを待ち、陽一と合流して向かったのは教会だ。『ＫＥＥＰ　ＯＵＴ』と書かれたバリケードテープがあちこちに張り巡めぐらされている。

　すでに騒さわぎは収まったらしく、見張りの警官の姿もなく、時折、帰宅中の車や自転車が通り過ぎるだけだ。

　横手の路地の裏口から中に入ると、重機で掘ほり起こされた土はそのままになっており、穴の周囲にはポールが点々とおかれている。

　不気味なほどに静かだった。

　ペンライトで足もとを照らしつつ、教会の聖堂へと向かう。

　陽一は中庭の様子を見み渡わたしながら、後をついてきた。

「何だってまた教会なんか調べるんだ？　何もないだろ。警察だって散々調べていったし」

「事件が起こったのはこの教会からだ」

　事件を解く手がかりを見落としていないか、もう一度最初から検証し直してみたかった。

　扉とびらを開き、沈ちん黙もくと闇やみに包まれている聖堂の中に足を踏み入れる。

　ペンライトの明かりが崩くずれた石せつ膏こう像を照らすと、陽一が幽霊のくせに「うおっ！」と、驚おどろきの声を上げた。

　足を止めて、明かりを陽一の顔に向ける。

「お前が話していたランドセルを背負った幽霊の噂うわさ」

「確かな話かどうかは分からねえぞ。というか、ライトが眩まぶしいんだけど」

　ライトの明かりを、正面の祭さい壇だんに向ける。

「それに、教会が有名な心しん霊れいスポットだと言っただろう。噂になるということはそれなりの理由があるからだ」

「この教会にはまだ幽霊が潜ひそんでるかもしれないって言いたいのか？」

「青野木が犯人なら、何の目的で子供たちを死に追いやったのか。その理由が知りたい」

「ゾンビを作ろうとしていたとか？」

「裁判は明日だぞ。もう少し真しん剣けんに考えろ」

　立ち上がり、もう一度周囲を見回す。

「分かんねえよ、犯人の動機なんて」

「栗栖は、青野木が霊界の捜そう査さ官かんに何かを気付かれそうになり証しよう拠こ隠いん滅めつのために火を放ったと言った。その見られて悪い物とは何だ？」

「出し損そこねたラブレターとか、ついうっかり撮とっちまった変態写真とか色々あるだろ」

　陽一の馬鹿げた返答を軽く受け流し、話を続ける。

「青野木はアメリカで幽ゆう体たい離り脱だつの研究をしていたが、研究がもとで大学から追われている」

　陽一が「そうなのか？」と、こちらを見る。

「大学に直接問い合わせて確認したから間ま違ちがいない。学会からも除名処分になっていた」

「よほどまずい実験でもしてたのか？」

　訴そ訟しようは起こされているが、いずれも証しよう拠こ不十分で無罪になっている。だが、アメリカでの研究は継けい続ぞくできなくなったのだろう。

「青野木はこの教会で研究を継続していた。隠かくそうとしたのはおそらく研究データだ」

「翼やほかの子供たちは研究の被ひ害がい者しやってことか」

「そうなるだろうな」

　教会での研究は霊れい界かい法に抵てい触しよくするものだったのだろう。霊れい察さつ庁ちように目をつけられたため、青野木は火を放って自らの死を偽装した。霊察庁は青野木の魂たましいを回収しようとしたはずだが、実際には死んでいなかったのでそれはできなかった。そして、青野木は再び四辻市に戻ってきた。おそらく、十数年前には失敗していた研究を完成させて。

「肝かん心じんのデータがないんじゃ、青野木の犯行を証明できないだろ」

「研究者が研究データを簡単に燃やすと思うか？」

「燃やしたと見せかけて、どこかに隠してる？」

「おそらくな」

　簡単に見つかるような場所には隠してはいないだろう。あるいは、すでに持ち出しているか。

「貸金庫とかだったらお手上げだぜ」

「青野木は自分の研究をＨｅａｖｅｎｓ　Ｇａｔｅ研究と呼んでいたようだ」

　大学に残っていた青野木の論文には一通り目を通した。人体と魂との分ぶん離りは可能であり、精神体である魂はあらゆる物理的影えい響きようを受けず、時間と空間を超ちよう越えつした高次元世界への扉を開くことができるというのがその主しゆ旨しだった。荒こう唐とう無む稽けいと一いつ蹴しゆうされて当然の内容である。

　ところが、その荒唐無稽な研究に相当多くの企き業ぎようや資産家が投資を行っていたようだ。

「天国の門、か。翼もそんなこと言ってたよな」

「歩道橋から転落した少女もだ」

　陽一が不意に顔を上げ、辺りを見回す。

「おい、桜沢」

「何だ？」

「今、笑い声、しなかったか？　子供の……」

　薄うす寒ざむそうな顔で、陽一は声をひそめる。

　耳を澄すましてみたが声など聞こえなかった。ペンライトで周りを照らしても異変はない。

「風か、野の良ら猫ねこの声か何かじゃないのか？」

「そうだよな。悪い、気のせいだ」

　笑みを作ろうとする陽一の顔が、ギイッと開いたドアの音に硬こう直ちよくする。

　ペンライトを向けると、先ほどまで閉まっていた横手のドアが揺ゆれていた。

「桜沢、ここ、ホーンテッドチャーチだぞ！」

　陽一自身が幽ゆう霊れいだろうと思ったが、あえて指し摘てきするほどのことでもない。「行くぞ！」と、促うながしてペンライトを手に駆かけ出した。







　ドアを一歩出た途と端たん、目の前に広がる光景に啞あ然ぜんとする。

　木造の長い廊ろう下かが続き、片側の窓から琥こ珀はく色いろの夕日が差し込んでいた。

　反対側はドアが並び、室内から足音と笑い声が聞こえてくる。

「この前、ドアを開いた時は外だったんだよ。廊下なんかなかったぞ」

　信じられないように、陽一は廊下を見回した。

「現世じゃないんだろうな。多分だが……焼しよう失しつした教会の建物だろう」

「なんで、それが残ってるんだ？」

「俺にきくな。だが、ほかに考えられないだろう」

　栗栖ではないので詳くわしくは分からないが、現世とあの世の狭はざ間まのような場所なのだろう。

　ペンライトをしまい、廊下を進む。

　窓の外に見える中庭にはバラが満開に咲さき誇ほこっている。その光景も現実にはあり得ないものだ。

　不意にドアが勢いよく開く。飛び出してきたのは、小学校低学年くらいの歳の少年だった。

「おおっと」

　突とつ進しんしてきた少年の体を、陽一が受け止める。

　少年は陽一を見上げると、笑いながら逃にげ出した。

「日向、捕つかまえろ！」

　はっとして声を上げる。今の少年は会報の写真に写っていた被害者の一人だ。

　陽一も気付いたのか、慌あわてて後を追いかける。

　いったい、どうなっているのか……。

　部屋に足を向け中を覗くと、賑にぎやかな声が一いつ瞬しゆんにして止やんだ。

　遊んでいた子供たちが動きを止め、こちらを見る。

　言葉を失ったのは、そこにいたのが意識不明とされていた子供たちばかりだったからだ。

　先ほどの少年のように、退院したはずの子供の姿もある。

　ここにいる子供たちは実体ではない。陽一と同じく魂だけの存在、つまりは幽霊だ。だが、現在意識不明で入院している子供や、すでに退院している子供たちは死んではいない。それなのに、魂だけがこの場にいるというのはどういうことなのか。

　ドアの前で立ち尽つくしていると、ギュッとスーツの裾すそが引っ張られる。

　振ふり返ると、少女がにこっと微笑ほほえんだ。

「君は……」

　歩道橋から転落したあの少女だ。彼女も退院したはずで、本来ならここにいるはずはない。

「どうして、君はここにいるんだ？」

　身を屈かがめて問いかけると、少女は首を傾かしげた。

「ん……天国に行けるって言われたから」

　少女は無む邪じや気きにそう答えた。病院で見た時には生きている感じがしないと思った。だが、今、目の前にいる少女は子供らしいあどけない表情をしている。自分が魂の状態であることにすら、おそらく気付いていないのだろう。

「誰だれにそれを言われたんだ？」

　少女の小さな肩かたをつかんで問うと、少女は「青野木先生！」と元気に答えて笑った。

「あー、ほら、危ねえだろ。暴れるなって！」

　陽一が少年を脇わきに抱かかえながら部屋に入ってきた。

「どうなってんだよ？」

「青野木の実験結果というところだろうな」

　結人は立ち上がって部屋を見回す。

「それって、例の幽体離脱の実験か？」

「そのようだ」

　青野木がどんな方法を用いたのか知らないが、肉体から抜き出した魂をこの現世と霊界の狭間に閉じ込めていたのだろう。

　霊察庁の捜そう査さ官かんですら気付かなかったようだ。だとしたら……。

「日向、青野木の研究データはここだ」

　霊察庁にも現世の警察にも見つからない場所だ。隠すのにこれ以上の場所はない。

「それなら、手分けした方が早いだろ」

　陽一は子供たちに向かって、片手を上げてみせる。

「おーい、集まれ！」

　号令をかけると、子供たちはわっと声を上げて陽一のもとに駆け寄った。

「何をさがすのか、分かってないだろう」

　青野木の研究データがプリントアウトされたものなのか、メモリに入っているのかも不明だ。

「だから、全部ひっくり返すんだよ。その方が早いからな」

　すっかり気に入られたのか、子供たちが駆け寄ってきて陽一の手を引っ張る。

「ここは任せていいか？」

「ああ、それはいいけど……どうするんだ？」

「栗栖に連れん絡らくをしてくる」

　上着の内ポケットから携けい帯たいを取り出しながら廊下に出た。







　連絡を受けた栗栖が教会に到とう着ちやくしたのは、十五分後のことだった。

　相当に急いで自宅マンションから駆けつけてきたのだろう。スーツ姿ではなく私服のままだ。

　部屋の中を駆け回っている子供たちの姿を見て、栗栖は「そんな」と一言漏もらしたきり、青ざめた顔で黙だまってしまった。

　ドアを閉め、栗栖を連れて廊下の窓まど際ぎわに移動する。

「九件の被ひ害がい者しや全員ここにいる」

「まだ生きているはずの子供たちの魂たましいまでここにあるなんて、こんなのおかしいですよ」

「青野木は幽ゆう体たい離り脱だつの研究をしていた。その目的は何だと思う？」

　窓の桟さんに寄より掛かかって腕うでを組む。足もとに自分と栗栖の影かげが伸のびていた。

「別の魂を入れること、ですか？　でもそれは……」

「ああ、塚つか部べが日向の体を奪うばった時と同じだ」

　地じ獄ごくから脱獄した塚部という爆ばく弾だん魔まは、霊れい察さつ庁ちようの特とく殊しゆな弾だん丸がんを使って陽一の体と魂を切り離し体を奪った。この事件の裏で糸を引いていたのは王城法律事務所だった。

　そして、青野木の顧こ問もんになっているのも王城法律事務所だ。

「司祭……いえ、青野木に指示を出していたのも事務所ということでしょうか」

「塚部は以前、事務所の秘密を握にぎっていると言っていた。実験のことを何らかの方法で知り、事務所を脅おどして自分も体を手に入れようとしていたのだとすれば辻つじ褄つまが合う」

「子供たちの体を奪って、誰の魂を入れるんです。地獄からの脱だつ獄ごく犯なんて何人もいるとは思えませんよ」

　簡単に抜け出せるようなら、地獄のセキュリティには大いに問題があるだろう。

「王城法律事務所の顧こ客きやくデータは？」

「調べました。確かにデータはありました。でも、依い頼らい内容はすべて削さく除じよされていました」

「担当は？」

「以前は稲垣所長が……今は僕です。轢ひき逃げ事件の時に担当になったのは事実ですけど、それ以前から変えられていたみたいです。これって、支部の誰かの仕し業わざってことですよね？」

「そうとも限らないだろう。王城の顧客データは、本部のメインコンピューターと繫つながっている。アクセス権限を持つ人間なら、誰でも改かい竄ざん可能だ」

　栗栖は考え込むように手を顎あごに添そえる。

「事件に加担した証しよう拠こなんて、何も残してないでしょうね」

「ああ……そもそも、二年前から起こっている九件の事件は事故として処理されている」

「教会で殺された子供たちの方は、紛まぎれもない殺人ですよ」

「だが、青野木の犯行だと立証するのはむずかしいだろう」

　そもそも、教会の司祭は死亡したことになっているのだ。青野木と司祭が同一人物だと証明できるものは人の記き憶おく以外にない。たとえ証明できたとしても、青野木の犯行を裏付けるものが出てこなければ証拠不十分で無罪放ほう免めんとなりかねない。事件から月日が経たち過ぎている。

「だからといって許されていいはずがない……こんなこと」

「子供から証言が得られれば、篠崎翼の犯行ではないと証明されるはずだ。事件のこともある程度は分かるだろう」

「翼は無罪になりますよね？」

　栗栖が不安そうな瞳ひとみで見上げた。

「俺がよほどヘボな弁護士でなければな」

　冗じよう談だんめかして言うと、栗栖の顔にようやく笑えみがこぼれる。

「だったら大だい丈じよう夫ぶだ」

　そう言ってから、栗栖は「霊察庁に連絡します」と、携帯を取り出す。

　連絡を取っている栗栖を廊ろう下かに残して部屋に戻もどると、陽一が子供たちにせがまれて肩かた車ぐるまをしているところだった。

「日向、遊んでいる場合か」

「ちゃんと見つけたぞ。データならな」

　陽一は子供を床ゆかに下ろし、上着のポケットからＵＳＢメモリを取り出した。

「研究データか？」

「パソコンがないから確かく認にんしてねえよ。ほかにそれらしいものは見当たらなかったぞ」

　陽一からＵＳＢメモリを受け取る。

「どこにあった？」

「この中」

　陽一は机においていた分厚い洋書を手に取る。

　一部が切り取られ、その中に埋うめ込まれていたらしい。

「栗栖が霊察庁に連絡を取っている。一度、戻るぞ」

　明日の裁判まで時間がない。メモリのデータを早急に確認しなければならない。子供たちから証言を取る必要もある。寝ねる時間などないが、目は冴さえてしまっているので好都合だ。

「ここにいる子供たちはどうするんだよ？」

　陽一の足にしがみついている子供たちは、興味深そうな瞳で見上げながら話を聞いている。

「霊察庁の方でひとまず保護することになるだろうな」

「そうか。だったら、大丈夫だよな」

　陽一は子供の頭に手をおいて、ほっとしたようにそう言った。

　廊下に出る。ちょうど栗栖が霊察庁への連絡を終えたところだった。







　聖堂に戻ると、来た時にはしなかった異い臭しゆうが漂ただよっていた。

　足もとを見れば、液体が床一面に撒まかれている。

「灯油……」

　ゆっくりと誰だれかが歩いてくる。

　ペンライトを向けると、青野木が立ち止まった。

「司祭……様」

　後ろにいる栗栖が、無意識にそう呼んだ。

　青野木が着ているのは黒いローブだ。その手がポケットからマッチ箱を取り出すのを見て、結人は息を吞のむ。こんな状じよう況きようで一服しようというわけではないだろう。

　栗栖が前に飛び出し、ズボンの後ろに挟はさんでいたリボルバーを引き抜いて両手で構えた。

「栗栖！」

「下がってください、先せん輩ぱい！」

　青野木を睨にらみつけながら、栗栖が鋭するどい声を上げた。

「懐なつかしい場所だな」

　青野木は聖堂を見回して目を細める。

　栗栖は何も答えず、警けい戒かいしながら青野木を見み据すえていた。

「君は怖こわがってよく泣いていた。あの頃ころは実に愛らしい子供だったのに、その君が私に銃じゆうを向ける」

　聖堂の天てん井じようを見上げていた青野木が、栗栖に視線を戻した。

「だが、その銃では殺せない。分かっているだろう？」

「あなたを殺すつもりなんてない。裁くのは僕ではありませんから」

　栗栖の答えに、青野木がふっと笑う。

「なるほど」

「お前の実験は王城の指示か？　子供たちの体から魂を抜き出し、かわりに何を入れた？」

　栗栖の肩かたをつかんで後ろに下がらせ、結人が問う。

　青野木はマッチ箱から一本取り出してこちらを見た。

　灯油に引火すれば間ま違ちがいなく聖堂は火の海となる。そうなれば青野木自身も無事ではいられない。だが、この男はそんなことは百も承知している。躊ちゆう躇ちよはしないだろう。

「天使だ」

「ふざけるな！」

「私は器うつわを提供しただけにすぎない」

　そう答える青野木の瞳には塚部のような狂きよう気きの色はなく、いたって正気だった。だからこそ、底知れない不気味さを感じさせる。この男は自らの行いを悪だとは認識していない。自分の正義を確信しながら人を殺す人間ほど質たちの悪いものはない。

「成長すると人間の肉体と魂は癒ゆ着ちやくしてしまって引き剝はがすのがむずかしい。だが、子供はまだ肉体も魂も未完成なので比ひ較かく的てき簡単に剝はく離りできる」

　大学で講義でもしているかのように、青野木は単調な声で語る。

「よくも、そんな残ざん酷こくなことを。子供たちはみんなあなたを慕したっていたというのに！」

　栗栖が銃じゆう口こうを向けたまま、堪たまりかねたように声を上げた。

「天国に行きたいと望んだのはあの子たちだ」

「だましただけじゃねえか」

　不快感を浮うかべ、陽一が吐はき捨てる。

「この世界こそが真の地じ獄ごくだよ。私はあの子らを地獄から解放したのだ。何の咎とががある？」

　そう言いながら、青野木が笑う。栗栖は正気を疑うようにその姿を見つめていた。

「君たちのような人間には、理解できないだろうな」

　青野木は笑い収めると、哀あわれむような目つきに変えた。

「この世界が地獄だと考えるのはお前の自由だ。だが、子供たちまでお前の歪ゆがんだ価値観に引っ張り込むな。誰もが生きる権利がある。幸福になろうとする権利があるだろう！」

　怒いかりを覚えて、結人は言い放った。

　この世界は天国ではない。辛つらさも苦しみからも逃のがれることはできない。だからといって地獄でもない。救われることのない闇やみの世界ではないのだ。喜びも幸せもある。それを享きよう受じゆする権利を奪うばうことは絶対に許されないだろう。

　すべての人間は幸福を追求する権利がある。それは憲法にも明記されていることだ。

「生きることが幸福なことだとは限らないだろう。死ぬことが幸福ならそれを追求するのもまた人の権利だ。そうは思わないか？　桜沢君」

「お前は天国に行けるなどと子供たちを言こと葉ば巧たくみに唆そそのかした。それも、子供たちを救うためなどではない。自分の研究のためにだ！」

　声が聖堂に反はん響きようする。

「あの子たちはもう、誰からも傷つけられることはない。老いることもなければ、飢うえることもない。そして死の恐きよう怖ふに苛さいなまれ続けながら生きることも、生がもたらすあらゆる受難からも解放される。汚けがれることもないまま、あの子たちは久く遠おんの時を過ごすだろう。天国とは本来そういうものではないか」

「そんなものが天国なはずがないでしょう！」

　声を張り上げた栗栖の瞳ひとみが薄うっすら涙なみだぐむ。

「ミオ、人間は楽園からの追放者だ。愚おろかな人間は現世という牢ろう獄ごくに囚とらわれ続け、そしていずれくる審しん判ぱんの時を待たなくてはいけない。人は生まれながらにして咎人なのだ」

　子供を諭さとすような優やさしい声こわ色いろで言いながら、青野木はゆっくりと歩み寄る。

「それ以上、近付かないでください！」と、栗栖が銃を握にぎる手に力を込めた。トリガーにかかった指がはっきりと分かるほどに震ふるえている。

　栗栖の銃では人は殺せない。だからといって、撃うたせたくはなかった。

　青野木の本ほん性しようを知っても、栗栖にとってこの男は『司祭様』だ。

　霊れい察さつ庁ちようの捜そう査さ官かんとして覚かく悟ごは決めているだろうが、だからといって傷つかないわけではない。理性で処理できるようなものではない。

「何を言おうとも、お前が子供を無む慈じ悲ひに殺した事実は変わらない。罪を認めろ、青野木」

　銃を握る栗栖の腕うでを強くつかみながら、結人が青野木を睨みつける。

　栗栖が戸と惑まどうような視線を向けたが、あえてその顔は見なかった。

「否定はしない。だが、誰にも私は裁けない。この世でも、あの世でも」

「あの世の裁判官の前でそう言ってみるんだな。通用すると思うのなら」

　青野木はふてぶてしいほどに余よ裕ゆうの表情で足を止める。

　スッとマッチをすると炎ほのおが点ともり、隙すき間ま風かぜにあおられて揺ゆらめいた。

「椿原伶司か。君はあの男を信じているのか？」

「どういう意味だ？」

　眉まゆをひそめて問うと、青野木は顔を歪めて嫌けん悪お感かんを露あらわにする。

「あの男が霊れい界かいの大だい審しん院いん長ちようをやっているのは、なぜなのか君は知らないだろう。あの男は許されざる罪を犯した大罪人なのだ」

　あの椿原が罪を犯おかした？

　いったい、何の……。

　栗栖も初めて聞く話なのか、険しい表情で青野木を見つめている。

「永遠に死者の魂たましいを裁き続ける。それがあの男に科せられた罪科……いや、呪のろいだよ。誰よりも救いを望みながら、誰からも許しを与あたえられることはない。現世を彷徨さまよい続ける亡ぼう霊れいだ」

　青野木はそう言って嘲あざ笑わらう。

「そんな男に、我々を断罪する資格など最初からありはしないのだ」

「お前は……いや、お前たちは何をしようとしている？」

「残念だが、君にはそれを知る資格はない。知りたければ、自らの力で真実に辿たどり着いてみせるのだな、桜沢君」

　青野木の手がマッチを離はなした瞬しゆん間かん、灯油の撒まかれていない祭さい壇だんの方に栗栖を突つき飛ばす。

「先輩！」

　倒たおれながら栗栖が叫さけんだ。

　灯油に引火した直後、青白い炎が広がる。

　足もとに迫せまった時、視界が白はく煙えんに包まれた。

　陽一が消火器の栓せんを引き抜ぬき、消火剤ざいを炎に向かって噴ふん射しやしたのだ。

「日向！」

　咳せき込みながら、口もとを手でおおう。

「商店街の消防訓練に出ておいてよかったぜ」

　鎮ちん火かするのを見て、陽一がほっとしたように言った。

　おかげで全身真っ白だが、黒くろ焦こげになるよりはましだろう。

「それより、青野木だ！」

　扉とびらが大きく開かれ、吹ふき込んだ風が白煙を散らす。

　飛び出した栗栖の後を追うように、陽一とともに駆かけ出した。

　ここで逃がせば、もう二度と青野木を捕つかまえることはできない。そうなれば事件は迷めい宮きゆう入りだ。

　聖堂から出た瞬間、一いつ斉せいに照射されたライトの強きよう烈れつな明かりに目がくらむ。

　教会の外にはパトカーが赤色灯を回しながら停車し、拳けん銃じゆうを手にした警官が包囲していた。

「青野木啓けい吾ご、殺人未み遂すいと放火の現行犯で逮たい捕ほする」

　警官の間から、警察手帳を手にした椿原が進み出る。

　青野木は観念したように足を止め、警官たちを見み渡わたした。

「私一人を逮捕するのに仰ぎよう々ぎようしいことだ。弁護士に電話をかけてもかまわないだろうな？」

「その必要はないようだ」

　歩み寄った椿原が、青野木に手て錠じようをかける。
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　警官に通されてやってきた相手を見て、驚おどろいたのは結人だった。

　父、明真は結人を一いち瞥べつしてからすぐに青野木の方に顔を向ける。

「王城法律事務所本部の依い頼らいで弁護を担当することになった桜沢です。ご安心ください、すぐに無罪放ほう免めんとなるでしょう」

　青野木は頷うなずいて、警官に両りよう脇わきを挟はさまれながら歩き出す。

「事情聴ちよう取しゆには立ち会わせていただくが、かまわないでしょうな？」

　明真が椿原に尋たずねる。

「お望みとあらば」

「では、後ほど警察署で。失礼」

　軽く会え釈しやくしてから、明真はもはや息子むすこを見ようともせず、車へと引き返していった。

「息子を殺そうとした相手の弁護を引き受けるとは、見上げたプロ根こん性じようだ。君も父上を模も範はんとしてはどうだね？」

　青野木と明真を見送ってから、椿原が皮肉をこれでもかと言うほどたっぷり込めて言った。

「冗じよう談だんを言うな。俺とあの人は違う」

　疲ひ労ろうのせいか、言い返す声に力が入らない。

　隣となりに立つ栗栖は、連行される青野木の背中をじっと見つめていた。

「栗栖」

「すいません、大だい丈じよう夫ぶです。ただ、ちょっと……色々と一いつ杯ぱいになって」

　こぼれ落ちそうになった涙なみだを拭ぬぐい、微かすかに震えた声でそう言った。

「しっかりしろ。翼やほかの子供たちを守るのはお前の役目だろう」

　まだ、すべてが片付いたわけではないのだ。

　栗栖は小さく頷いてから、顔を上げた。

「霊察庁に報告してきます」

　そう言って、携けい帯たいを手に離れていく。

「玉手箱を開けた浦うら島しま太た郎ろうのような恰かつ好こうだな」

　消火剤まみれの結人を眺ながめ、椿原が揶や揄ゆする。

「やかましい。それより、なぜ分かった？」

「君の記章バツジだがね。実は特別に盗とう聴ちよう器きが組み込まれている」

　椿原がスーツの襟えりに留めた霊界の弁護士記章バツジを指差し、しれっとした顔で暴ばく露ろした。

「はあっ!?」

「冗談に決まっているだろう」

　椿原が言うと、まったく冗談には聞こえない。むしろ、本当に盗聴器が仕込まれているのではないかという疑念の方が大きくなる。

「入院中に君の体内にＧＰＳを組み込ませてもらっただけだ。安心したまえ」

「それのどこが安心できる!?　まさか、本気でやったんじゃないだろうな」

　一いち抹まつの不安を覚えて椿原の顔を見ると、スッと視線を逸そらされた。

「おい！」

「悪い、桜沢。実は俺が連れん絡らくした」

　隣に並んだ陽一が、遠えん慮りよがちに挙手して白状する。

「お前はいつ、椿原の回し者になったんだ!?」

「虫の知らせっていうか、何か不ふ吉きつな予感がしたもんだから、お前と栗栖が話している時にちょこっとな」

　頭の後ろに片手をやりながら、陽一は気まずそうにあさっての方を向く。

「後で、お前にはじっくりきくことがある」

　目を据すえてそう言ってから、椿原の方を向いた。

「明日の裁判は……」

　明日といっても深夜零れい時じ開かい廷ていだ。懐かい中ちゆう時計を見れば後三時間を切っている。

「眠ねむ気けを催もよおすような最終弁論を行えば法ほう廷てい侮ぶ辱じよく罪に問うからそのつもりで臨のぞみたまえ」

　椿原は鷹おう揚ような足取りで正門に向かって歩き出す。

「俺たちも戻もどるぞ」

「いいのか？　栗栖は」

　栗栖は霊れい察さつ庁ちようの捜そう査さ官かんとしてやるべきことがあるだろう。

　翼の裁判で弁護するのは、自分たちの仕事だ。

「休んでいる暇ひまなどないからな」

「俺は幽ゆう霊れいだから全然平気だけどさ。お前は大丈夫か？」

「当たり前だ。誰だれに言っている」

　警官が忙いそがしく往来している門に向かって、陽一とともに歩き出した。
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「被ひ害がいに遭あった児童九名の証言により、被ひ告こく人にんに殺害の意図がなかったことは明白であり、事故現場に姿を現したのも児童を助けようとしたという被告人の主張と何ら矛む盾じゆんする点はなく、むしろそれを裏付ける行動だったと認められます」

　弁護人席に立った結人は、机の上の六法全書に無意識に手をおきながら法ほう廷ていを見回す。

　向かいの検事席に座る桐生は長い脚あしと腕うでを組んだままじっと聞いている。

　証言台の前に座る篠崎翼は緊きん張ちようした面おも持もちで小さな背中をピンと伸のばしていた。

　裁判官席に座る椿原がどんな顔をして聞いているのかは、この場からは見えない。

　結人は一呼吸してから、さらに続ける。

「また、被告人は青野木啓吾に殺害され、死後も精神的圧あつ迫ぱくと支配を受けていたことから、その犯行を知りながら供述しなかったことは犯人蔵ぞう匿とく罪、および幇ほう助じよ罪は適用されないものと考えます。以上により、被告人の無罪を主張します」

　言い終えると、静かに椅い子すを引いて着席する。

「では、検察側の論告を」

　椿原が促うながすと、桐生が立ち上がる。椅子の音がキュッと法廷に響ひびいた。

「異議はない。無罪求きゆう刑けいとする。以上」

　いっそ清すが々すがしいまでに潔いさぎよく言い放ち、桐生は論告求刑を終える。

　もう少し争う姿勢を見せるのかと思っていたので啞あ然ぜんとした。

「最後に被告人、この場で主張したいことはあるかね？」

　椿原が尋ねると、翼は真っ直すぐに裁判官席を見上げる。

「それなら、みんなを助けてくれる？　病院にいる子もみんな元気になる？」

　翼は最後に、「司祭様も、許してくれる？」と尋ねた。

「善処しよう。それでいいかね？」

　椿原の返答に、翼の顔にようやく笑えみがこぼれる。

　青野木の罪は許されるようなものではない。だが、篠崎翼はそれでも許しを望んだ。

　脅おどされて、利用されていたことは分かっていただろう。

　いや、分かっていたからこそ、子供たちを助けたかったのか。

　罪を重ねる青野木を止めるために……。

　日本の裁判では見かけることのないガベルの音が響き、法廷にいる全員が起立する。

　緊張の沈ちん黙もくの後で、椿原が重々しく口を開いた。

「では、判決を言い渡わたす」







　法廷を出ると、夕日に染まった廊ろう下かで桐生が窓に寄り掛かり、外の景色を見つめていた。無言で通り過ぎるべきか、それとも声をかけるべきか迷ってから、足を止める。

「やけにあっさり引きましたね」

「私は犯人にしか興味がないんだ」

　口紅の色が際きわ立だった唇くちびるに、微び笑しようを浮うかべる。

「地じ獄ごくに叩たたき落としてやるべき人間はほかにいる。無む駄だなことに費ついやしている時間はないよ」

　桐生の瞳ひとみに、一いつ瞬しゆんだけ憎ぞう悪おともとれる感情が過よぎる。椿原にあるのは、まがりなりにも正義と呼べるものだ。だが、この人の中にあるのは……。

「君を叩きのめすつもりだったのに、つまらない裁判だった。かわりに、青野木啓吾の裁判で溜りゆう飲いんを下げるとしよう」

「あなたが担当するんですか？」

「そのつもりだよ。轢ひき逃にげと殺人未み遂すいと放火だ。執しつ行こう猶ゆう予よはつかないだろう。できれば無期懲ちよう役えきを求刑したいところだが、最低でも十年以上の実じつ刑けいは勝ち取ってみせるさ」

「私の父が相手だ。そう簡単にはいきませんよ」

「青野木の弁護人は桜沢先生か。それは実に楽しみだ」

　含ふくみ笑いを漏もらしてから、桐生は改めて結人を見た。

「君ともまたいずれ、どこかで手合わせ願いたいな」

「いずれ機会はあるでしょう」

「そうだろうね」

　ヒールの音を軽かろやかに響かせて立ち去る桐生の長い髪かみが、光の加減で金に染まる。

　胸に溜たまった息を深く吐はき出してから、結人は小こ脇わきに六法全書を抱かかえ、いつもより少し急ぎ足で歩き出した。







　手続きの書類にサインをしてから翼の身み柄がらを引き取り、霊察庁の正面玄げん関かんを出ると、落ち着かない様子で栗栖と陽一が待っていた。

「桜沢、どうだった……んだ？」

　陽一が心配そうな顔できく。こんな時、現世の裁判なら判決を記した旗を手に駆かけ出すところだが、もちろんそんなことはしない。

「無罪だ。もちろん、最さい終しゆう審しん判ぱんはこれから行われることになるだろうが」

　生前に罪という程ほどの罪を犯おかしていないので、身柄は転生局に移され、再び現世に生まれる時を待つことになるだろう。

「あー、くそっ。心配しすぎて胃が痛くなったぜ」

　陽一は安あん堵どしたように、前まえ髪がみをかき上げた。

「栗栖」

　歩み寄れないままうつむいている栗栖に声をかける。

「良かった。やっぱり桜沢先せん輩ぱいだ。あ、そうだ、色々事後処理とか残ってて、ちょっと霊察庁に寄って行きます。仕事、滞とどこおっていたから柳井さんに怒おこられそうだ」

　栗栖は顔を上げると、わざと明るい声で言った。

　玄関ポーチまで歩いてくると、翼と視線を合わせないように横を通り過ぎようとする。

　その腕を結人がつかんで引き止めた。

「翼、お前が会いたがっていたミオはここだ」

「何、言っているんですか……先輩」

「いいのか？　最後だぞ」

　転生局に移送されれば、二度と会うことはできないだろう。

　これが本当に最後なのだ。

　栗栖もそんなことは分かっている。唇を嚙かみ締しめて、しばらく黙だまっていた。

「ミオ…………？」

　ためらいがちに呼ばれて、栗栖がゆっくりと翼の方を振ふり返る。

「本当に、ミオなの？」

　翼が近付いて、その袖そでをつまんだ。

　結人の手が腕から離はなれると、栗栖は身を屈かがめて翼と目線を合わせる。

「ごめん、翼……ごめん」

　震ふるえる声でそう言うと、耐え切れなくなったように目を瞑つぶる。

「会いに行くって君は約束してくれたのに……僕は君のために、何もできなかった」

　途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむぐ栗栖の頰ほおを、涙なみだが伝った。

　翼の小さな手が触ふれ、その涙を拭ぬぐう。

「やっぱり、ミオだ。すぐに泣くもの」

　顔を上げた栗栖に、翼は笑ってみせた。

「ようやく会えた。ミオはボクのことを忘れないでいてくれた」

「忘れる、はずなんてない。翼は大切な僕の友達だよ」

　栗栖は翼の背中に腕を回し、ギュッと抱だき締める。

　翼が泣きそうな顔になって、栗栖のスーツをつかんだ。

「転生したら、みんな忘れてしまうんでしょう？　ミオのことも、母さんのことも、司祭様やみんなのことも……そんなの嫌いやだ。忘れたくない。せっかく会えたのに、もう二度と会えなくなる。ボクはミオと一いつ緒しよにいたい」

　手を離した栗栖が、「翼」と戸と惑まどうように呼んだ。厳しい表情になる。

「それは、できないんだよ……君はちゃんと生まれ変わって、今度こそ幸せになるんだ。僕と一緒にいては駄目だ」

「嫌だ！」

「お願いだから！」

　両りよう肩かたをつかまれ、翼は少しビクッとして栗栖を見つめる。

「転生しても、忘れてしまっても、大事なことはちゃんとここに……君と僕の心に残るんだよ」

　栗栖は翼の胸に手のひらを当てた。笑みを浮かべようとした唇を涙が辿たどる。

「……でも、嫌だ……この人形を見ても、もうミオのこと思い出せない」

　ポケットから取り出されたフェルト人形を見て、栗栖が驚おどろいたように翼の顔を見た。

「それ、持っていてくれたの？」

「これがあるから忘れないって言ったのに、忘れてしまったら友達じゃなくなる」

　翼は人形を握にぎり締めながら、ポロポロと涙をこぼした。その手に、栗栖が自分の手を重ねる。

「生まれ変わっても、現世できっと会えるから。その時には僕たちはまた友達になれる。大だい丈じよう夫ぶ、これが最後じゃない」

　栗栖は自分自身に言い聞かせるように、そう言った。

「本当に？　できるだけ早く生まれ変わるから、待っていてくれる？」

　不安そうにきく翼に、栗栖は頷うなずいてみせた。

「少しの間だけ、お別れだね」

「ボクはミオを忘れちゃうかもしれないけど、ミオはボクのこと忘れないで」

「忘れない。絶対に、忘れないよ」

　琥こ珀はく色の光が差し込む中、差し出された小指に、栗栖は自分の小指をしっかりと絡からめて結んだ。







　黙ったまま背を向けて歩き出した陽一に気付いて、後を追いかける。

　夕焼けが広がっていて、一瞬だけ自分の立つのが現世なのか、あの世なのか分からなくなる。

　だが、よく見ればそこは見知った商店街の近くの通りだ。

「日向」

　呼び止めると、陽一は歩みを止めずに振り向いた。

「やっぱりさ、幽ゆう霊れいってのは不自然だよな？」

「お前も転生したくなったのか？」

　何となく、事務所へと通じる道を並んで歩く。

「転生して記き憶おくもなくなって、姿も名前も変わってしまうのに、本当にもう一度会えるとお前は信じられるか？　俺には無理だ。俺は栗栖ほど強くねえ」

「それは……」

　自分も同じだろう。本来なら陽一をあの世に送り届けるべきだ。それなのに、微かすかな望みにすがって、それもできず引き止めている。

「体が欲しいって、そう思う気持ちが今なら分かるよ」

　ポツリと呟つぶやいた陽一に、かける言葉が思いつかない。

　陽一は「なんてな」と、冗じよう談だんめかして言ったが、それは本心なのだろう。

「そんな顔するなよ」

　険しい表情で黙り込んでいると、陽一が苦く笑しようする。

「別にすぐに消えていなくなるわけじゃない。体を取り戻もどすことはあきらめてないからな。ただ、お前はやっぱり表の世界に戻るべきだ」

　陽一はポケットに手を突つっ込んだまま、こちらを見つめてそう言った。

　何か言う前に、「戻ろうぜ」と話を打ち切られる。

　歩き出した陽一の背中が、逆光になって霞かすんだ。







　　　終




　椿原から連れん絡らくがあったのは八月に入ってからのことだった。呼び出されて向かったのは青野木病院だ。院長逮たい捕ほによって巷ちまたでは相当な騒さわぎになっていたが、入院患かん者じやがいる以上閉へい鎖さするわけにもいかないため、現在も継けい続ぞく運営されている。

　病院は売ばい却きやくされ、経営陣じんも入れ替かわり、新院長が就任したそうだ。以前は会員制だったが、それも廃はい止しされている。高額の会員費がなくなったことで四辻市民も気楽に足を運べるようになったらしく、外来は混雑していた。

　小しよう児に科か病びよう棟とうに足を運ぶと、子供たちの声が賑にぎやかに聞こえてきた。

　多目的ルームで、パジャマ姿の子供たちが飛び跳はねている。

　事件の被ひ害がい者しやだった子供たちの姿もあった。意識が回復したのは、魂たましいが本来あるべき体に戻ったからだろう。意識がなかった時の記憶が残っているのか、いないのかは分からないが、元気に動き回っている様子からすれば夏休みが終わる前には退院できるはずだ。

　気になるのは、すでに退院している子供たちのことだ。

　栗栖の話では霊れい察さつ庁ちようでも、現世の警察の方でも行方ゆくえを捜そう索さくしているらしいが、両親ともども姿を消したという。

　そんなことができるのは、相当に大きな組織が後ろで糸を引いているとしか考えられない。

　子供たちを眺ながめていると、コンコンと壁かべが叩たたかれた。







　エレベーターで最上階まで上がると、市内を一望できる喫きつ茶さ室があった。

　大きな窓から光が差し込み、緩ゆるやかなクラシックがかかっている。

　時間帯のせいなのか患者や医者、見み舞まい客きやくの姿もほとんどない。ソファーに腰こしをかけ、運ばれてきた紅茶を啜すする。ティーバッグで抽ちゆう出しゆつされたそれは、お世辞にもおいしいとは言いがたかった。

　向かいに座る椿原も、不服そうな顔をしてコーヒーにクリームを流し込んでいる。

「事件のことで、何か進展はあったのか？」

「君も知ってのとおりだ」

「青野木は黙もく秘ひを続けているのか」

　そのせいで審しん理りが長引きそうなことは栗栖から聞いている。結局、子供たちの体に誰だれの魂を入れていたのかも分かっていない。完全に事件が解決したとは言えないだろう。

「お前は、分かっているんじゃないのか？」

　そうでなくても、この男のことだ。見当くらいはついているはずだ。

「罪を犯おかした者ほど法の抜ぬけ道をさがす。それは現世でもあちらでも変わらんよ」

　ソーサーに戻されたカップが、カチャッと小さな音を立てる。

　死ねば最さい終しゆう審しん判ぱんにかけられて前世の罪を裁かれる。罪を犯していれば、当然その報むくいとして地じ獄ごくに送られることになるだろう。そうでなくても、転生すれば人は記憶を失い、どこの誰とも分からない人間として再び生き直さなければならない。それを不毛と考える者たちがいても不思議はない。

　もし、仮に最終審判を受けず、現世に転生できる方法があるとしたら。

　その方法を青野木が研究していたのだとすれば。

　可能性として考えなかったわけではない。

　結人は無意識に眉まゆ根ねを寄せ、カップに映る自分の顔を見つめる。

　ならば、青野木の一見すれば荒こう唐とう無む稽けいな研究に、あれほど支し援えん者しやがいた理由も説明がつく。

　人は誰だって死にたくはない。

『体が欲しいって、そう思う気持ちが今なら分かるよ』

　あの陽一ですら、そう言ったではないか。

　肉体さえ手に入れば、人は罪を裁かれることもなく、記憶を失うこともない。

　それはある意味、不死と言えるものではないのか？

　ゆっくりと視線を上げると、椿原が見つめていた。

「そう、なのか？」

　思わず問いかける。

　だが、そんなこと……あまりにも馬ば鹿かげている。

「彼らはこの世界に蔓延はびこる秩ちつ序じよの破は壊かい者しやであり、反乱者だ。私は彼らを根絶やしにしなければならない。そのために、私という人間は存在すると言ってもいい」

「俺に協力しろと？」

「警告だよ」

　冷めた口調で答えた椿原の顔を見る。

「彼らなら、日向陽一を現世に戻せる可能性はあるだろう。だが、その方法は霊れい界かい法に抵てい触しよくする。もし、彼を助けられたとしても、死後は間ま違ちがいなく地獄送りだ。そのことをあらかじめ君に伝えておきたくてね」

「人の体や魂を弄もてあそんで利用しているような組織に加担すると思っているのか？　ふざけるな！」

　地獄送りになることが分かっていて、陽一に生き返って欲しいとは望めない。

　陽一だって望むはずはない。

　倫りん理りを曲げれば、相応の業ごうを背負うことになる。

「その言葉、くれぐれも忘れないことだ。日向陽一を合法的に現世に戻す方法を我々も模も索さくしている」

「俺を試ためしたのか？」

　不快感を込めて睨にらんでやると、椿原がふっと笑う。

「君の覚かく悟ごのほどを確かめただけだ。でなければ、これを渡わたすわけにはいかないからな」

　椿原はポケットから取り出したＵＳＢメモリを見せる。

「それは？」

「パンドラの箱の鍵かぎだ」

　少し躊躇ためらってから手を伸のばして受け取る。

「開くかどうかは、君の判断に委ゆだねよう」

　椿原は立ち上がり、喫茶室を出て行く。

　許されざる罪を犯したが故ゆえに、あの世で人の魂を裁き続ける。

「お前こそ、何の罪を隠かくしている……椿原」

　呟いた時にはすでに椿原の姿はない。

　手の中に残された『鍵』を握にぎり締しめて、ガラス窓の外を見る。




　──知りたければ、自らの力で真実に辿たどり着いてみせるのだな、桜沢君……。




　　　　＊＊＊




　お盆ぼんの最終日、商店街付近の道路は歩行者天国となりイベントが開かい催さいされていた。

　いつもは閑かん散さんとしている黄泉坂法律事務所の前のアーケードも、屋台が立ち並び浴衣ゆかた姿の大人や子供の往来が多くなる。

　食堂を兼かねた畳たたみ敷じきの居間で、結人は緊きん張ちよう気味に両手を広げて突つっ立っていた。

　膝ひざをついた志織が、浴衣ゆかたの帯をギュッと結んでくれる。紺こん色いろの絣かすりの着物は、志織がタンスの奥から引っ張り出してきたものだ。樟しよう脳のうの匂においが微かすかにする。

「まあ、やっぱり、ぴったりね」

　志織が正面に回り、満足そうに全身を眺めてからパチンと手を合わせた。

「すいません、浴衣までお借りしてしまって」

「陽一の浴衣もあったんだけど、あの子のは大きいから」

　畳たたみに正座すると、志織はたとう紙を畳たたみながら懐なつかしそうにそう言った。

　陽一のではないとすれば、夫だった木檜のものだろう。

「大事なものだったんじゃありませんか？」

「着ないと傷んでしまうから。それに、桜沢さんはあの人に背せ恰かつ好こうが似ているから、なんだかとっても嬉うれしくなったの。実はね、あの人にプロポーズされたのも花火大会の時だったのよ。ちょうど、その浴衣を着てたの」

　志織は頰ほおを少し赤く染めて、恥はずかしそうに笑う。

「いやね。こんなおばさんののろけ話なんてつまらないのに」

「いえ、そんなことは……素す敵てきなお話です」

「何だか懐かしくなったから、私も娘むすめの頃ころに着ていた浴衣を着ちゃおうかしら。あ、でもピンク色なのよ。そんなのやっぱり恥ずかしいかしら？」

　その時、居間の外から時子が慌あわてた声で母親を呼ぶのが聞こえた。

　階段を転がり落ちるような、痛そうな物音がそれに続く。

「あら、まあ。時ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　志織が立ち上がり、廊ろう下かに出る。

　大丈夫かと心配になり、一いつ緒しよになって顔を覗のぞかせると、時子が涙なみだぐみながらよろよろと立ち上がるところだった。

　目が合った途と端たんに赤面し、悲鳴を上げて階段を駆かけ上がっていく。

「ああ、ほら、時ちゃん、帯が落ちてるわ」

　志織がパタパタと廊下を走っていくのを見送り、大おお騒さわぎだなとため息を吐つく。

　事務所に出ると、応接椅い子すに座っていた陽一が振ふり返る。

「おっ、浴衣着たのか」

「……ああ」

　なにせ、浴衣を纏まとわないものは花火大会に参加する資格がないとばかりに、志織と時子が強く勧すすめてくるのだ。断り辛づらい。

　正直、自分としてはあまり似合っているとは思えなかった。華きや奢しやな体格の自分より、やはり陽一のように背せ丈たけがある方が様になるだろう。そんな陽一は相変わらずのシャツとズボン姿だ。

「毎年着てたからな。生きてた頃は正直、面めん倒どうくさくてさ」

　応接椅子に腰こしをかけ、時子と志織の支し度たくが終わるのを待ちながら、表の通りから聞こえる賑にぎやかな声に耳を傾かたむける。

　窓まど際ぎわに吊つるされた風ふう鈴りんが、過ぎゆく夏を惜おしむようにリンと鳴った。







　日が暮れるのを待ち、志織や時子、そして陽一とともに事務所を出る。

　花火大会が行われる土手沿いの道に出ると、人でごった返していた。

　河原や階段には人が腰を下ろして、花火が上がるのを待ちわびている。

「先せん輩ぱい、こっちです」

　人ひと混ごみの中から手を振る栗栖は仕事帰りなのだろう。いつものスーツ姿だ。

　合流した途端に、「ああっ、先輩、浴衣！」と驚おどろかれた。

「写真！　写真、撮とらせてください！」

　男の浴衣くらいで何をそこまではしゃいでいるのか、栗栖は携けい帯たいを取り出し、パシャリと一枚撮さつ影えいする。

「やめろ、撮るな」

「だって、先輩の浴衣姿なんて超ちようレアですよ」

　嬉しそうな顔で、栗栖は画像を確かく認にんする。勝手に待ち受け画面に設定しているようだ。

「あーあ、僕も仕事じゃなかったら浴衣着てきたのに。来年は絶対、僕も着ますからね」

「なんなら、俺の浴衣貸してやろーか？　子供の頃の絞しぼりが入った金魚のやつだけどな。お前に似合いそうだろ？」

　陽一がからかうように言うと、栗栖は露ろ骨こつに視線を逸そらす。

「今、なんかむかつく幻げん聴ちようが聞こえたけど、気のせいだったみたいだ」

「人が親切に言ってやってんのに、かわいくねえな。ミオちゃんは」

「その呼び方、やめてください。名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえますよ！」

　そばにいた若い男が、驚いたように振り向いた。

　一いつ般ぱん人には陽一の姿は見えないのだから仕方がない。

　普ふ段だんなら気を遣つかう栗栖も、そのことをすっかり忘れているらしい。

「幽ゆう霊れいに侮ぶ辱じよくされましたって？　おもしれーからやってみろよ」

「先輩！　この人、何とかしてください」

　栗栖が陽一を指差して訴えてくる。

　隣となりの若い男は「え!?　僕？」と、当とう惑わく気味に辺りを見回す。

　軽くため息を吐き、眉み間けんに人差し指を運んだ。

「栗栖……それはいいが、目立っているぞ」

　若い男が気まずそうに立ち去るのを見て、栗栖もさすがに恥ずかしそうな顔をする。

　初めの一発が空に上がると、歓かん声せいが上がった。

　立て続けに開いた大輪の花を、栗栖も陽一も口論を中断して見上げる。

「そうだ、先輩」

　栗栖が改まったようにこちらを向くと、いきなり深く頭を下げた。

「翼のこと、ありがとうございました」

　少し頭を上げ、「一応、日向さんも」と渋しぶ々しぶのようにつけ加える。

「一応って何だよ？　もうちょっと素す直なおに言えねえのか？」

　陽一に髪かみをクシャクシャにされ、栗栖が迷めい惑わくそうに顔をしかめる。

「翼が日向さんにありがとうって言ってたから、伝えたんです。遊んでもらったからって」

「ふーん。で、翼は行ったのか？」

　陽一がきくと、栗栖は「ええ」と少し寂さびしそうな顔をしながらも笑え顔がおを見せる。

「ちゃんとお別れができたから、良かったんです」

「栗栖……」

　やはり、言わずにおくわけにはいかないだろう。

　たとえ、それが栗栖にとって辛つらい真実になろうとも。

「先輩、翼のことなら知っているんです」

「そう、なのか？」

　驚いて栗栖の顔を見る。

「何の話だよ？」

「篠崎翼が死んだのは二十二年前だった。当時、十歳だ」

　そう教えると、陽一が訝いぶかしげな顔をする。

「それは、おかしいだろ。栗栖が翼に会ったのって……」

「ええ、十九年前ですよ。その時も翼は十歳の姿のままだった。気付かなかったんです。あの頃の僕は、生きている人間と死んでいる人間の区別がつかなかった」

　栗栖と会った時、篠崎翼はすでにこの世にはいなかったということだ。

「それでも、僕にとって翼が大切な友達だってことは変わらないから……」

　そう呟つぶやくように言って、目を細めた。

　河原に下りていた時子と志織が、竹の皮で作った灯とう籠ろうを並んで流しているのが見えた。

　花火を映した穏おだやかな川かわ面もに、人々の鎮ちん魂こんの祈いのりをのせた灯籠がゆっくりと漂ただよっている。

「僕も灯籠流ししてきますね、先輩」

　栗栖は笑みを残して、河原へと下りていく。

　流された灯籠は、あの世にいる魂たましいのもとへと届くのだろうか。

　そんなことをぼんやりと考えながら、空を見上げる。

「やらないのかよ？　桜沢」

「お前は現世ここにいるだろう？」

　陽一が目を細め、「そうか、そうだな」と笑う。

　明日になれば、また慌ただしい日々が始まるだろう。

　立て続けに打ち上げられた花火が、歓声とともに夏の夜空を明るく彩った。







　あとがき







　本をお手にとってくださった皆みな様さま、ありがとうございます。

　二巻、いかがでしたでしょうか。皆様にご満足いただける作品に仕上がっていれば幸いです。

　さて、今回もページが少々余ってしまいまして、何を書こうか思案している次し第だいです。

　実は私、幽ゆう霊れいものなんて書いてしまいましたが、極度の怖こわがりです。

　お化け屋や敷しきにもろくに入ったことはないし、ホラー映画なんて布ふ団とんに潜もぐり込みながら音を聞いているのが精せい一いつ杯ぱいです。昔はベッドの下とかに何か潜ひそんでいるのではないかと、ビクビクしながら寝ねていました。もちろん、テレビの心しん霊れい番組なんて見た日には一人でトイレに行けない有様でした。

　なので、幽霊をおどろおどろしく書かないと言いますか、できるだけ人間っぽく描えがくようにしました。小説を書く作業は夜通しになることもあるので、怖い話を部屋の中でカチカチ書いていると、小さな物音でもビクッとなってしまいますでしょう？　それは私といたしましても、大変怖おそろしいわけです。

　幽霊もののくせに全然怖くないじゃないか、詐さ欺ぎだ！　と思われる読者様もいらっしゃるかもしれませんが、これはホラーにあらずということでご容よう赦しや下さいませ。

　ところで、主要キャラの乗っている車は一応、設定上は決まっています。

　ちょこっと披ひ露ろうしますと、椿原はもちろんベ○ツ、栗栖君はビー○ル。今の結人はミニ○ーパーでしょうか。色は青かなと思っています。陽一は四輪より大型二輪でしょうね。

　最近、志織ママが陽一のバイクを車庫に眠ねむらせておくのももったいないと思い、自分が乗るために教習所に通おうとしているとか、いないとか。

　ちなみに、結人がどうやって日向家を養っているかと言いますと、事務所の賃料、志織ママへの給きゆう与よ（経理、事務仕事をお願いしているので）を毎月支し払はらっています。それを差し引くと、結人の収入は結構カツカツなのですが頑がん張ばっています。そんなことだから、結人父に連れ戻もどされそうになるのだな……。

　今回もさとい先生には本当に素す敵てきなイラストを描かいていただきました。

　表紙のカラーとモノクロのラフをいただいたところですが、それを眺ながめながら、作者ながら結人にうっかり惚ほれちゃいそうになりました。ちなみに、私は先生の描かれるメガネ結人がかなりツボだったりします。

　本を出すにあたりご尽じん力りよくを賜たまわりました多くの方々に、心より感謝を。

　それでは、またお会いできることを願っています。





望月もらん　　
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